
2026（令和 8）年度　日本医療科学大学
入学試験問題【一般選抜（Ⅰ期Ａ日程）】

1 . 試験中は監督者の注意・指示に従ってください。

2 . 解答開始の指示があるまで、この問題冊子の中は見てはいけません。

3 . 解答用紙（マークシート）には、解答欄以外に氏名、フリガナ、受験番号、入試区分、
受験科目の記入欄がありますので、監督者の指示に従って正しく記入・マークして
ください。正しく記入・マークされない場合、採点不可となることがありますので
十分に注意してください。

4 . 解答は、解答用紙（マークシート）の記入例に従って、正しくマークしてください。
マークが薄い場合や一部分しかマークしていない場合、訂正箇所を消しゴムできれい
に消していない（消し跡が残っている）場合などは、解答が正しく読み取れず採点に
影響することがあります。

5 . 問題冊子の余白は途中式等で適宜利用してかまいませんが、切り離してはいけません。

6 . 試験中に問題冊子の印刷不鮮明、ページの落丁、乱丁及び解答用紙（マークシート）
の汚れなどに気がついた場合は、手を挙げて監督者に申し出てください。

7 . 解答終了後、問題冊子は回収します。受験番号と氏名を記入してください。

8 . 数学Ⅰ・数学 A の解答上の注意は裏表紙に記載があります。監督者の指示後、この
問題冊子を裏返して読んでください。

9 . 各科目の問題は以下のページに記載されています。6 科目の中から 2 科目を選択し
解答してください。

受験番号 氏名

過去問題（2026 年度）



数学Ⅰ・数学Ａの解答上の注意

1 . 問題文中の 1 ， 2 ， 3 …には，特に指示がないかぎり，符号－，数字
0 ～ 9 のいずれか一つが対応しています。それらを解答用紙の解答番号の欄の 1，
2，3，…で示された解答記入欄にマークして答えなさい。問題文中の 1 2  ，
3 4 5 などでは，複数桁の数値あるいは符号－を伴う数値で答えなさい。

例1　 6 7 8
 に－ 37 と答える場合は

解答
番号 解 答 記 入 欄

６

７

８

なお，同じ問題文中で 9 ， 10 11 などが 2 回以上現れるときは，2 回目以降は
9 ， 10 11 のように細字で表記します。

2 . 分数の形の解答の場合は，既約（それ以上約分できない）分数で答えなさい。また，
符号は分子につけ，分母にはつけてはいけません。
根号を含む解答では，根号の中の自然数が最小となるように答えなさい。

例 2　
13

12
，

16

14 15
に

4

3 ，
3

52 と答えるところを，
8

6 ，
6

54 のように

答えてはいけません。

例3　
19

17 18
に

9

5 を答えるときは，
9

5 と答えなさい。

例 4　 20 21 ，
24

22 23
に 26 ，

2

10 と答えるところを， 83 ，
6

90√
の

ように答えてはいけません。

3 . 小数の形で解答する場合は，指定された桁数の一つ下の桁を四捨五入して答えなさい。
また，必要に応じて，指定された桁まで⓪にマークしなさい。

　　例5　 25 ． 26 に 2. 78 と答えたいときは，2. 8 として答えなさい。
　　例6　 27 ． 28 29 に 1. 3 と答えたいときは，1. 30 として答えなさい。

解答欄
解答
番号

６

７

８

【一般選抜（Ⅰ期Ａ日程）】



第1問

以下の空欄をうめよ。

（ 1 ）x ＝ 2，y ＝ 3，z ＝ 4 のとき
3（x ＋ 2 y ＋ 3 z）＋ 2（2 x ＋ 8 y － z）－ 3（2 x ＋ 7 y ＋ 2 z）＝ 1 である。

（ 2 ）（1 ＋ 2 ＋ 3 ）（1 ＋ 2 － 3 ）（1 － 2 － 3 ）（1 － 2 ＋ 3 ）＝
2 3 である。

（ 3 ）（x ＋ 1）（x 2 ＋ x ＋ 1）（x 3 ＋ x 2 ＋ x ＋ 1）を展開整理したとき，
x 5 の項の係数は 4 である。

（ 4 ）x の2次方程式 x2 ＋ 2 kx ＋2 k2 － 6 k ＋8＝0が異なる2つの実数解をもつとき，
k のとり得る値の範囲は 5 ＜ k ＜ 6 である。

（ 5 ）10 個の数 1，2，3，4，2，3，4，3，4，4 を変量とするデータの四分位偏差は
7 である。

数学Ⅰ・数学Ａ

－ 1 －

【一般選抜（Ⅰ期Ａ日程）】



第2問

x の 2 次方程式①を
　　　　 x 2 ＋ px － 3 p － 2 ＝ 0　………①
とする。
以下の空欄をうめよ。

（ 1 ）p ＝ 2 のとき，2 次方程式①の小さい方の解は x ＝ 8 9 である。

（ 2 ）2 次方程式①が x ＝ 4 を解にもつとき p ＝ 10 11 12 であり，
2 次方程式①のもう 1 つの解は x ＝ 13 14 である。

（ 3 ）（ 2 ）で求めた p の値に対して 2 次関数
　　　　 y ＝ x 2 ＋ px － 3 p － 2（0 ≦ x ≦ 9）

の最大値と最小値の差は 15 16 である。

－ 2 －

【一般選抜（Ⅰ期Ａ日程）】



第3問

AB ＝ 6，CA ＝ 5，cos ∠ CAB ＝ 5
3 である三角形 ABC がある。

以下の空欄をうめよ。

（ 1 ）BC ＝ 17 である。また，sin ∠ CAB ＝
19

18
であり，三角形 ABC の面積は

20 21 である。

（ 2 ）頂点 A から辺 BC に下した垂線の交点を H とおくと，

AH ＝
24

22 23
，BH ＝

27

25 26
である。

第4問

面積が 6 の正六角形がある。
以下の空欄をうめよ。

（ 1 ）この正六角形の 6 個の頂点から 3 個の点を選んでできる三角形の個数は
28 29 である。また，このうち面積が 1 である三角形の個数は 30 である。

（ 2 ）この正六角形の 6 個の頂点と正六角形の中心を合わせた 7 個の点から 3 個の
点を選んでできる三角形の個数は 31 32 である。また，このうち面積が
1 である三角形の個数は 33 34 である。

－ 3 －
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第5問

AB ＝ 5，BC ＝ 7，CA ＝ 4 である三角形 ABC の辺 BC を 3：4 に内分する点を P，
辺 CA の中点を Q とし，線分 AP と線分 BQ の交点を R とする。
以下の空欄をうめよ。

（ 1 ）三角形 ABP と三角形 APC の面積の比は 35 ： 36 である。また，線分
AR と線分 RP の長さの比は 37 ： 38 であり，線分 BR と線分 RQ の長さ
の比は 39 ： 40 である。

（ 2 ）三角形 PCR と三角形 CQR の面積の比は 41 ： 42 である。

第6問

以下の空欄をうめよ。

（ 1 ）3 n ＜ 1013 を満たす最大の整数 n の値は 43 である。

（ 2 ）10 進法で表された 1013 を 3 進法で表すと 44 桁の数になり，各位の数の
総和は 45 である。

（ 3 ）10 進法で表された 2026 を 3 進法で表すと 46 桁の数になり，各位の数の
総和は 47 である。

－ 4 －

【一般選抜（Ⅰ期Ａ日程）】



物理基礎

第1問　次の問い（問 1 ～ 8 ）に答えよ。

問 1　 x 軸上を加速度－ 0. 40 m/s 2 で等加速度直線運動している物体が，原点を時刻 0 s に
速度 20 m/s で通過した。物体が折り返す地点の座標 x［m］と，原点に戻る時刻
t［s］の値として最も適当なものを，次の①～⑤からそれぞれ一つずつ選べ。

� 座標 x［解答番号 1 ］，時刻 t［解答番号 2 ］

①　50　　②　100　　③　200　　④　250　　⑤　500

問 2　 図 1のように，小球Aを地上から初速度 v�で投げ上げると同時に，
A の鉛直真上の高さ h の点から小球 B を初速度 0 で落下させた。
経過した時間 t と AB 間の距離 yの関係を表すグラフとして最も
適当なものを，次の①～③から一つ選べ。ただし，A が地上に
落下するまでに B と衝突するものとし，重力加速度は一定とする。

� ［解答番号 3 ］

図 1
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－ 5 －
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問 3　 図 2 のように，ばね定数 50 N/m のばねを自然の長さから 20 cm 伸ばした。この
状態からさらに 20 cm 伸ばすのに必要な外力がする仕事はいくつか。最も適当な
ものを，次の①～⑤から一つ選べ。� ［解答番号 4 ］

①　1. 0 J　　②　2. 0 J　　③　3. 0 J　　④　4. 0 J　　⑤　5. 0 J

問 4　 重さ 12 N の立方体の均一な物体を水に入れたところ，物体の一部が水面の上に
出て浮いた。そこで，物体上面の中央に鉛直下向き 3 N の力を加えたところ，物体
全体が水中に入り静止した。この物体の密度は，水の密度の何倍か。最も適当な
ものを，次の①～⑤から一つ選べ。� ［解答番号 5 ］

①　0. 20　　②　0. 25　　③　0. 75　　④　0. 80　　⑤　1. 25

問 5　 100 ℃に熱した 420 g の鉄製の容器に，20 ℃の水 100 g を入れた。熱平衡になった
ときの温度は何℃になるか。最も適当なものを，次の①～⑤から一つ選べ。ただし，
熱は容器と水の間だけで移動し，鉄の比熱を 0. 45 J/（g･K），水の比熱を 4. 2�J/（g･K）
とする。� ［解答番号 6 ］

①　35 ℃　　②　38 ℃　　③　41 ℃　　④　45 ℃　　⑤　49 ℃

図 2

20 cm 20 cm

－ 6 －
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問 6　 音波に関する記述として誤りを含むものを，次の①～⑤から一つ選べ。
� ［解答番号 7 ］

①　音波は縦波である。
②　同じ振動数の音は，振幅が大きいほど大きく聞こえる。
③　音色の違いは，波形の違いによる。
④　同じ振動数の音は，温度が違っても同じ高さの音として聞こえる。
⑤　同じ波長の音は，温度が違っても同じ高さの音として聞こえる。

問 7　 磁場と交流に関する記述として最も適当なものを，次の①～⑤から一つ選べ。
� ［解答番号 ８ ］

①　交流電圧の実効値は，電圧の振動の最大値である。
②　交流は，変圧器を用いることでその周波数を変えることができる。
③　地磁気（地球上の磁場）の向きは，北から南に向かう向きである。
④　一定な磁場の中にコイルを置くと，コイルに誘導起電力が生じる。
⑤　一様な磁場の中で，磁場に垂直な方向に導線に電流が流れると，導線は力を受ける。

問 8　 放射線は，物質を透過するときに電子をはじき飛ばし，イオンにするはたらきがある。
この電離作用が最も大きい放射線の種類として最も適当なものを，次の①～④から
一つ選べ。� ［解答番号 9 ］

①　α線　　②　β線　　③　γ線　　④　中性子線

－ 7 －

【一般選抜（Ⅰ期Ａ日程）】



第2問　図 3 のように，水平面となす角が 30°のなめらかな斜面上に質量 2. 0 kg の物体
A を置き，動かないように手で押さえながら，A に結んだ糸でなめらかな滑車
を通して物体 B をつるす。A から手を離したところ，A は斜面上方にすべり
だし，Bは落下し，5. 0 m落下したとき，A，Bの速さが7. 0 m/sであった。この
とき，重力加速度の大きさを 9. 8 m/s 2 として，次の問い（問１～４）に答えよ。

問 1　 このとき A がもつ運動エネルギーとして最も適当なものを，次の①～⑤から一つ
選べ。� ［解答番号 10 ］

①　14 J　　②　28 J　　③　49 J　　④　56 J　　⑤　98 J

問 2　 この間に，A に重力がした仕事として最も適当なものを，次の①～⑤から一つ選べ。
� ［解答番号 11 ］

①　－ 98 J　　②　－ 49 J　　③　0 J　　④　49 J　　⑤　98 J

問 3　 この間に，A にはたらく糸の張力がした仕事として最も適当なものを，次の①～⑤
から一つ選べ。� ［解答番号 12 ］

①　－ 98 J　　②　－ 49 J　　③　0 J　　④　49 J　　⑤　98 J

図 3
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－ 8 －
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問 4　 A，B について，エネルギーおよび仕事に関する記述として誤りを含むものを，次の
①～④から一つ選べ。� ［解答番号 13 ］

①　A，B の運動エネルギーの和は，A，B の重力の位置エネルギーの和の減少量に
等しい。

②　糸の張力が A にした仕事と，糸の張力が B にした仕事の和は，0 である。
③　B にはたらく重力は，正の仕事をする。
④　B の力学的エネルギーは保存される。

－ 9 －

【一般選抜（Ⅰ期Ａ日程）】



第3問　図 4 は，開管の気柱が共鳴しているときの空気の変位を表している。管の両端を
A，E とし，等間隔に A，B，C，D，E とし，AE ＝ 76 cm とする。ただし，
図の実線と破線の波形は，それぞれある時刻の，管の長さの方向右向きの媒質

（空気）の変位を上向きの変位として表している。また，開口端補正は無視できる
ものとして，次の問い（問１～４）に答えよ。

問 1　 音の速さを 342 m/s として，この音の振動数はいくつか。最も適当なものを，次の
①～④から一つ選べ。� ［解答番号 14 ］

①　225 Hz　　②　300 Hz　　③　450 Hz　　④　900 Hz

問 2　 変位が実線で表される時刻で，密度が最大の位置はどこか。すべて選んだものとして
最も適当なものを，次の①～⑤から一つ選べ。� ［解答番号 15 ］

①　A，E　　②　B，D　　③　B　　④　C　　⑤　D

問 3　 変位が破線で表される時刻で，密度が最大の位置はどこか。すべて選んだものとして
最も適当なものを，次の①～⑤から一つ選べ。� ［解答番号 16 ］

①　A，E　　②　B，D　　③　B　　④　C　　⑤　D

問 4　 空気の密度が最も大きく変化する位置はどこか。すべて選んだものとして最も適当な
ものを，次の①～⑥から一つ選べ。� ［解答番号 17 ］

①　A，C，E　　②　A，E　　③　B，D　　④　B　　⑤　C　　⑥　D

A B C D E

図 4

－ 10 －
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第4問　図 5 は，同じ物質で均一にできた断面が円の 2 本の抵抗 A，B について，加える
電圧と流れる電流の関係を表したグラフである。これについて，次の問い

（問１～３）に答えよ。

問 1　 抵抗値が大きいのは，A，B のどちらで，その値はいくつか。最も適当なものを，
次の①～④から一つ選べ。� ［解答番号 18 ］

①　A で 0. 025 Ω　　②　A で 40 Ω　　③　B で 0. 10 Ω　　④　B で 10 Ω

問 2　 等しい電圧を加えたときおよび等しい電流を流したときについて，消費電力が大きい
抵抗はどちらか。その組み合わせとして最も適当なものを，次の①～④から一つ
選べ。� ［解答番号 19 ］

等しい電圧を加えた 等しい電流を流したとき
① A A
② A B
③ B A
④ B B

問 3　 抵抗 A，B の長さが等しいとき，A の断面の円の直径は B の直径の何倍か。最も
適当なものを，次の①～④から一つ選べ。� ［解答番号 20 ］

①　 4
1 　　②　 2

1 　　③　2　　④　4

Ｂ

A

電流［A］
0. 60

0. 40

0. 20

2. 0 4. 0 6. 0 8. 0O 電圧［V］

図 5

－ 11 －

【一般選抜（Ⅰ期Ａ日程）】



第5問　図 6 のように，水平でなめらかな床の上に置かれた質量 2 m の板 A の上面に，

質量 m の小物体 B がのっている。B に右向きの初速度 v 0 を与えると，B は A の

上をすべり出し，A も同時に動き出した。A，B の運動について，次の問い

（問１～５）に答えよ。ただし，右向きを正とし，A と B の間の動摩擦係数を��

3
1 とし，重力加速度の大きさを とする。

問 1　 B の加速度を表す式として最も適当なものを，次の①～④から一つ選べ。
� ［解答番号 21 ］

①　－ 9
1 　　②　＋ 9

1 　　③　－ 3
1 　　④　＋ 3

1

問 2　 A の加速度を表す式として最も適当なものを，次の①～④から一つ選べ。
� ［解答番号 22 ］

①　+ 2
1 　　②　+ 3

1 　　③　+ 6
1 　　④　+ 9

1

問 3　 B が A に対して静止するまでの時間を表す式として最も適当なものを，次の①～④
から一つ選べ。� ［解答番号 23 ］

①　 v 0 　　②　 2 v 0 　　③　 3 v 0　　④　 6 v 0

図 6
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問 4　 B が A に対して静止するまでの間に，B が A に対してすべる距離を表す式として
最も適当なものを，次の①～④から一つ選べ。� ［解答番号 24 ］

①　 v 0
2

　　②　 v 0
2

2 　　③　 v 0
2

3 　　④　2 v 0
2

問 5　 B が A に対して静止したときの A，B の速さを表す式として最も適当なものを，
次の①～④から一つ選べ。� ［解答番号 25 ］

①　 2
1 v 0　　②　 3

1 v 0　　③　 3
2 v 0　　④　 6

1 v 0

－ 13 －
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化学基礎

必要があれば、原子量は次の値を使うこと。
H：1. 0　　  He：4. 0　　C：12　　 N：14　　O：16　　Na：23　　S：32
Cl：35. 5　　Ca：40　　 Fe：56　　Cu：63. 5

第1問　以下の問い（問 1 ～ 5）に答えよ。

問 1　 物質の分離・精製に関する記述として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから

一つ選べ。 ［解答番号 1 ］

①　不純物を含む固体を適当な溶媒に溶かし、温度による溶解度の変化や溶媒を蒸発
させることなどにより、不純物を除いて純粋な物質を得る操作を抽出という。

②　目的の物質が含まれる混合物に、その物質をよく溶かす溶媒を加えて溶かし出し、
分離する方法を分留という。

③　液体とそれに溶けない固体の混合物から、ろ紙などを用いて固体を分離する方法
をクロマトグラフィーという。

④　液体とほかの物質の混合物を加熱して沸騰させ、生じた蒸気を冷却することに
よって、もとの溶液から液体を分離する方法を蒸留という。

⑤　混合物の成分を、ろ紙や吸着剤への吸着のしやすさの違いなどによって分離する
操作をろ過という。

問 2　 次の変化（ａ～ｅ）のうち、化学変化ではなく物理変化を示しているものはどれか。
正しく選択しているものとして最も適当なものを、次の①～⓪のうちから一つ選べ。

 ［解答番号 2 ］

ａ　紙が燃えた。
ｂ　ビーカーに入れた水を加熱すると、水の量が減った。
ｃ　水を電気分解した。　
ｄ　コーヒーに砂糖を溶かした。
ｅ　鉄くぎがさびた。

①　ａ・ｂ　　②　ａ・ｃ　　③　ａ・ｄ　　④　ａ・ｅ　　⑤　ｂ・ｃ 
⑥　ｂ・ｄ　　⑦　ｂ・ｅ　　⑧　ｃ・ｄ　　⑨　ｃ・ｅ　　⓪　ｄ・ｅ

－ 14 －

【一般選抜（Ⅰ期Ａ日程）】



問 3　 身のまわりに見られる現象に関する記述（ａ～ｃ）について、それぞれと関係の
深い語句の組み合わせとして最も適当なものを、次の①～⓪のうちから一つ選べ。

 ［解答番号 3 ］

ａ　タンスに入れておいた防虫剤がなくなった。
ｂ　気温が下がり、池の表面に氷が張った。
ｃ　水でぬれた髪の毛をドライヤーで乾かした。

ａ ｂ ｃ
① 昇華 蒸発 凝縮
② 融解 凝固 昇華
③ 凝縮 融解 蒸発
④ 融解 昇華 凝固
⑤ 凝固 凝縮 融解
⑥ 昇華 凝固 蒸発
⑦ 凝縮 蒸発 昇華
⑧ 昇華 凝縮 融解
⑨ 融解 凝固 蒸発
⓪ 凝固 融解 凝縮

問 4　 以下の物質（ａ～ｅ）を単体・混合物・化合物のいずれかに分類するとき、化合物
となるのはどれか。正しく選択しているものとして最も適当なものを、次の①～⓪
のうちから一つ選べ。 　［解答番号 4 ］

ａ　オゾン
ｂ　塩化水素
ｃ　水素
ｄ　水蒸気
ｅ　塩酸

①　ａ・ｂ　　②　ａ・ｃ　　③　ａ・ｄ　　④　ａ・ｅ　　⑤　ｂ・ｃ 
⑥　ｂ・ｄ　　⑦　ｂ・ｅ　　⑧　ｃ・ｄ　　⑨　ｃ・ｅ　　⓪　ｄ・ｅ

－ 15 －

【一般選抜（Ⅰ期Ａ日程）】



問 5　 ある水溶液を洗浄した白金線の先につけ、バーナーの外炎の中に入れると、炎の色
が黄緑色になった。この操作で確認された元素として最も適当なものを、次の①～⑦
のうちから一つ選べ。 ［解答番号 5 ］

①　ストロンチウム　　②　ナトリウム　　③　カルシウム　　④　バリウム
⑤　リチウム　　　　　⑥　銅　　　　　　⑦　カリウム

－ 16 －

【一般選抜（Ⅰ期Ａ日程）】



第2問　以下の問い（問 1 ～ 5）に答えよ。

問 1　 元素に関する記述（ａ～ｆ）のうち、当てはまる元素が 1 種類だけであるものの
組み合わせとして最も適当なものを、次の①～⓪のうちから一つ選べ。

 ［解答番号 6 ］ 

ａ　周期表の 1 族元素のうち、非金属元素である元素　
ｂ　周期表の 2 族元素のうち、アルカリ土類金属でない元素
ｃ　周期表の第 3 周期元素のうち、単体が 25 ℃、1. 013 × 105 Pa で気体である元素
ｄ　周期表の第 2 周期元素のうち、金属元素である元素
ｅ　遷移元素のうち、金属元素である元素
ｆ　非金属元素のうち、単体が 25 ℃、1. 013 × 105 Pa で液体である元素

①　ａ・ｂ　　②　ｂ・ｃ　　③　ｃ・ｄ　　④　ｄ・ｅ　　⑤　ｅ・ｆ
⑥　ａ・ｃ　　⑦　ｂ・ｄ　　⑧　ｃ・ｅ　　⑨　ｄ・ｆ　　⓪　ａ・ｆ

問 2　 ネオンに関する記述として誤りを含むものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。
 ［解答番号 7 ］

①　ネオンは第 2 周期に属する。
②　ネオンは単原子分子として存在している。
③　ネオン原子の最外殻電子の数は 8 個である。
④　ネオン原子の M 殻は閉殻となっている。
⑤　ネオンの K 殻には 2 個の電子が存在している。

問 3　 マンガン（Ⅱ）イオン Mn 2 + は、原子核のまわりに 23 個の電子をもっている。
質量数 55 のマンガン原子の中性子の数はいくつか。最も適当な数値を、次の①～⑨
のうちから一つ選べ。 ［解答番号 8 ］

①　25　 ②　26　 ③　27　 ④　28　 ⑤　29　 ⑥　30　 ⑦　31　 ⑧　32　 ⑨　33

－ 17 －

【一般選抜（Ⅰ期Ａ日程）】



問 4　 イオン半径が最も小さいものはどれか。最も適当なものを、次の①～④のうちから
一つ選べ。 ［解答番号 9 ］

①　K ＋　　②　Cl －　　③　S 2 －　　④　Ca 2 ＋

問 5　 同位体に関する記述として誤りを含むものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。
 ［解答番号 10 ］

①　互いに同位体である原子は、質量数が異なる。
②　水素原子の同位体には、中性子を含まないものがある。
③　互いに同位体である原子の化学的性質はほぼ同じである。
④　放射性同位体が元の量の半分になる時間を半減期とよぶ。
⑤　各元素の同位体の存在比は地球上で場所により大きく変動する。

－ 18 －

【一般選抜（Ⅰ期Ａ日程）】



第3問　以下の問い（問 1 ～ 5）に答えよ。

問 1　 原子価に関する記述として誤りを含むものを、次の①～④のうちから一つ選べ。
 ［解答番号 11 ］

①　原子価は、その原子が他の何個の原子と結合するかを知る目安となる。
②　塩素原子の原子価は 1 である。
③　原子価は、原子がもつ最外殻電子の数に等しい。
④　原子価は、その原子の不対電子の数に等しい。

問 2　 各原子の電気陰性度は、以下の表の通りである。結合の極性が最も大きいものとして
最も適当なものを、次の①～⓪のうちから一つ選べ。 ［解答番号 12 ］

Ｈ Ｃ Ｎ Ｏ Ｆ
電気陰性度 2. 2 2. 6 3. 0 3. 4 4. 0

①　Ｈ－Ｃ　　②　Ｈ－Ｎ　　③　Ｈ－Ｏ　　④　Ｈ－Ｆ　　⑤　Ｃ－Ｎ
⑥　Ｃ－Ｏ　　⑦　Ｃ－Ｆ　　⑧　Ｎ－Ｏ　　⑨　Ｎ－Ｆ　　⓪　Ｏ－Ｆ

問 3　 次の記述に当てはまるものとして最も適当なものを、次の①～⑨のうちから一つ
選べ。 ［解答番号 13 ］

水や酸に溶けず、Ｘ線をよく吸収する。消化管のＸ線撮影の造影剤として使用される。

①　酸化カルシウム　　②　炭酸カルシウム　　③　水酸化カルシウム　
④　塩化カルシウム　　⑤　硫酸カルシウム　　⑥　炭酸ナトリウム
⑦　塩化ナトリウム　　⑧　硫酸バリウム　　　⑨　炭酸水素ナトリウム

－ 19 －

【一般選抜（Ⅰ期Ａ日程）】



問 4　 1 分子中に 2 組の共有電子対が存在するものとして最も適当なものを、次の①～⑧
のうちから一つ選べ。 ［解答番号 14 ］

①　CO 2　　  ②　HCl　　 ③　HF　　 ④　CCl 4

⑤　C 2H 2　　⑥　NH 3　　⑦　H 2S　　⑧　CH 4

問 5　 二酸化ケイ素はどの結合を含んでいるか。最も適当なものを、次の①～⑤のうち
から一つ選べ。 ［解答番号 15 ］

①　イオン結合　　②　金属結合　　③　配位結合　　④　水素結合　　⑤　共有結合

－ 20 －

【一般選抜（Ⅰ期Ａ日程）】



第4問　以下の問い（問 1 ～ 4）に答えよ。

問 1　 不純物を含む大理石（主成分は炭酸カルシウム）3. 0 g と、過剰量の 1. 0 mol/L 希塩酸
を反応させたところ、0 ℃、1. 013 × 105 Pa で 0. 56 L の二酸化炭素が発生した。次の

（ 1 ）～（ 2 ）に答えよ。

（ 1 ）大理石の純度（大理石中に含まれる炭酸カルシウムの質量の割合）は何 % か。
最も適当な数値を、次の①～⑨のうちから一つ選べ。 ［解答番号 16 ］

①　80　 ②　81　 ③　82　 ④　83　 ⑤　84　 ⑥　85　 ⑦　86　 ⑧　87　 ⑨　88

（ 2 ）大理石中の炭酸カルシウムをすべて反応させるために必要な希塩酸は何 mL か。
最も適当な数値を、次の①～⑨のうちから一つ選べ。 ［解答番号 17 ］

①　25　 ②　30　 ③　35　 ④　40　 ⑤　45　 ⑥　50　 ⑦　55　 ⑧　60　 ⑨　65

問 2　 それぞれの気体 10 g を比較したとき、電子の総数が最も多いものとして最も適当な
ものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。 ［解答番号 18 ］

①　CO 2　　②　SO 2　　③　He　　④　C 3H 8　　⑤　CH 4

問 3　 水 100 g に塩化カルシウム二水和物 CaCl 2・2 H 2O 20. 0 g を溶かした塩化カルシウム
水溶液の質量パーセント濃度（%）はいくらか。最も適当な数値を、次の①～⓪の
うちから一つ選べ。 ［解答番号 19 ］

①　9. 80　　②　10. 0　　③　11. 5　　④　12. 0　　⑤　12. 4
⑥　12. 6　　⑦　13. 8　　⑧　16. 7　　⑨　18. 6　　⓪　20. 0

－ 21 －

【一般選抜（Ⅰ期Ａ日程）】



問 4　 6. 0 mol/L の希硫酸 200 mL をつくるのに必要な、密度 1. 84 g/mL、質量パーセント
濃度 98 % の濃硫酸は何 mL か。最も適当な数値を、次の①～⑨のうちから一つ選べ。
 ［解答番号 20 ］

①　55　 ②　60　 ③　65　 ④　70　 ⑤　75　 ⑥　80　 ⑦　85　 ⑧　90　 ⑨　95

－ 22 －

【一般選抜（Ⅰ期Ａ日程）】



第5問　以下の問い（問 1 ～ 5）に答えよ。

問 1　 アンモニアを 0. 30 mol/L の硫酸 50 mL に吸収させて完全に反応させた。残った
硫酸を 0. 25 mol/L 水酸化ナトリウム水溶液で滴定したところ、40 mL を要した。
吸収されたアンモニアは何 g か。最も適当な数値を、次の①～⑨のうちから一つ
選べ。 ［解答番号 21 ］

①　0. 085　　②　0. 17　　③　0. 26　　④　0. 34　　⑤　0. 40
⑥　0. 45　　 ⑦　0. 52　　⑧　0. 57　　⑨　0. 61

問 2　 身近な物質の pH に関する記述として誤りを含むものを，次の①～⑤のうちから
一つ選べ。 ［解答番号 22 ］

①　醤油の pH は、リンゴ汁の pH より大きい。
②　牛乳の pH は、血液の pH より大きい。
③　炭酸水の pH は、食酢の pH より大きい。
④　セッケン水の pH は、重曹水の pH より大きい。
⑤　正常な胃液は、pH 1 ～ 2 である。

問 3　 0. 30 mol/L の塩酸 10 mL に 0. 10 mol/L の水酸化ナトリウム水溶液 10 mL を加えた
溶液の pH として最も適当な数値を、次の①～⑨のうちから一つ選べ。ただし、強酸
および強塩基は溶液中で完全に電離しているものとし、混合する前後で溶液の体積
の総量に変化はないものとする。 ［解答番号 23 ］

①　1　  ②　2　  ③　3　  ④　4　  ⑤　7　  ⑥　10　  ⑦　11　  ⑧　12　  ⑨　13

－ 23 －

【一般選抜（Ⅰ期Ａ日程）】



問 4　 次の右向きの反応における説明として最も適当なものを、次の①～④のうちから
一つ選べ。ただし、ブレンステッド・ローリーの酸・塩基の定義にもとづいて答える
ものとする。 ［解答番号 24 ］

HCl ＋ H 2O → H 3O＋＋ Cl －

①　HCl は塩基としてはたらく。
②　H 2O は塩基としてはたらく。
③　HCl と H 2O の両方が塩基としてはたらく。
④　HCl と H 2O の両方が酸としてはたらく。

問 5　 pH＝6 の塩酸を水で 100 倍に希釈した。pH の変化として最も適当なものを、次の
①～⑤のうちから一つ選べ。 ［解答番号 25 ］

①　pH＝4 になる。
②　pH＝4 と pH＝6 の間になる。
③　pH＝6 と pH＝7 の間になる。
④　pH＝7 と pH＝8 の間になる。
⑤　pH＝8 になる。

－ 24 －

【一般選抜（Ⅰ期Ａ日程）】



第6問　以下の問い（問 1 ～ 5）に答えよ。

問 1　 硫酸鉄（Ⅱ）水溶液 20 mL を滴定するのに、0. 020 mol/L の硫酸酸性の過マンガン酸
カリウム水溶液を 10 mL 要した。硫酸鉄（Ⅱ）水溶液の濃度は何 mol/L か。最も
適当な数値を、次の①～⑨のうちから一つ選べ。 ［解答番号 26 ］

①　0. 010　　②　0. 050　　③　0. 080　　④　0. 10　　⑤　0. 15　　
⑥　0. 18　　 ⑦　0. 24　　 ⑧　0. 30　　 ⑨　0. 50

問 2　 電池に関する記述（ａ～ｄ）のうち、正しいものの組み合わせとして最も適当な
ものを、次の①～⓪のうちから一つ選べ。 ［解答番号 27 ］

ａ　ダニエル電池では、電子が導線を亜鉛板から銅板に向かって流れる。
ｂ　マンガン乾電池は二次電池である。
ｃ　ダニエル電池の起電力は約 1. 5 V である。
ｄ　電池において、酸化反応が起こって電子が流れ出す電極を負極という。

①　ａ　　　　②　ｂ　　　　③　ｃ　　　　④　ｄ　　　　⑤　ａ・ｂ 
⑥　ａ・ｃ　　⑦　ａ・ｄ　　⑧　ｂ・ｃ　　⑨　ｂ・ｄ　　⓪　ｃ・ｄ

問 3　 次の組み合わせで実験（ａ～ｆ）を行った。金属板が溶け出すものはいくつあるか。
最も適当な数値を、次の①～⑦のうちから一つ選べ。 ［解答番号 28 ］

ａ　SnCl 2 水溶液に亜鉛板を入れる。
ｂ　CuSO 4 水溶液に白金板を入れる。
ｃ　ZnSO 4 水溶液に銅板を入れる。
ｄ　CuSO 4 水溶液に鉄板を入れる。
ｅ　AgNO 3 水溶液に銅板を入れる。
ｆ　AgNO 3 水溶液に亜鉛板を入れる。

①　0　　②　1　　③　2　　④　3　　⑤　4　　⑥　5　　⑦　6

－ 25 －

【一般選抜（Ⅰ期Ａ日程）】



問 4　 次の物質（ａ～ｆ）に含まれる窒素原子の酸化数を計算し、酸化数が小さいもの
から順に並べた場合、3 番目になるものとして最も適当なものを、次の①～⑥の
うちから一つ選べ。 ［解答番号 29 ］

ａ　NH 4
＋　　ｂ　N 2　　ｃ　N 2O　　ｄ　NO　　ｅ　HNO 3　　ｆ　NO 2

①　ａ　　②　ｂ　　③　ｃ　　④　ｄ　　⑤　ｅ　　⑥　ｆ

問 5　 酸化還元反応に関する記述として誤りを含むものを、次の①～⑤のうちから一つ
選べ。 ［解答番号 30 ］

①　酸化還元反応では、酸化数の増加と減少の値の総和は等しくなる。
②　酸化還元反応では、必ず酸素または水素の授受をともなう。
③　金属イオンが金属の単体になるのは、金属イオンが還元されるからである。
④　過酸化水素は、反応する相手によって酸化剤・還元剤のどちらとしてもはたらく。
⑤　濃硝酸は、酸化剤としてはたらく。

－ 26 －

【一般選抜（Ⅰ期Ａ日程）】



生物基礎

第1問　DNA に関する次の文章を読み、下の問い（問 1 ～ 10）に答えよ。

DNA の抽出に用いる抽出液は、塩化ナトリウム水溶液と ア を混ぜて
作るのが一般的である。（ａ）細胞をすりつぶしてから抽出液を加え、静かに
混ぜた後、5分ほど静置して、茶こしを使って イ する。 イ をした液に
ウ した エ を静かに加えると、（ｂ）DNA を抽出できる。得られた DNA

をろ紙にとって乾燥させたあと、（ｃ）ある溶液に浸すと赤く染色される。
遺伝子が発現してタンパク質が合成される過程は転写と翻訳という 2 段階から

なる。（ｄ）転写の過程を経て、mRNA が合成される。翻訳の過程では、mRNA に
おいて連続した塩基 3 個の配列が 1 個のアミノ酸を指定する。3 個の塩基の
並びは最大で オ 通り考えられるが、コドンが指定するアミノ酸は カ

種類である。コドンのうち、AUG は、 キ を指定すると同時に、翻訳の開始
を指定する開始コドンとしてはたらくことがある。翻訳の終了を指定する 3 つ
のコドンは、通常はアミノ酸を指定せず、（ｅ）終止コドンとしてはたらく。

問 1　 文章中の ア と エ にはいる語句として最も適当なものを、次の①～⓪の
うちから一つずつ選べ。ただし、各選択肢の使用は一回のみとする。

［解答番号 1 ～ 2 ］

ア 1 　　エ 2

①　タンパク質　　②　アミノ酸　　　③　グルコース　　④　中性洗剤
⑤　食塩　　　　　⑥　エタノール　　⑦　水道水　　　　⑧　酵母菌
⑨　カタラーゼ　　⓪　アミラーゼ

問 2　 文章中の イ にはいる語句として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから
一つ選べ。� ［解答番号 3 ］

①　蒸留　　②　沈殿　　③　混合　　④　ろ過　　⑤　溶解
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問 3　 文章中の ウ にはいる語句として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから
一つ選べ。� ［解答番号 4 ］

①　冷却　　②　加熱　　③　希釈　　④　加圧　　⑤　振とう

問 4　 下線部（ａ）の記述に関して、�DNAの抽出に適した細胞として最も適当でないものを、
次の①～④のうちから一つ選べ。� ［解答番号 5 ］

①　ブナシメジのかさ　　②　ヒトの赤血球　　③　ウシの肝臓片
④　サケの精巣

問 5　 下線部（ｂ）の記述に関して、DNA と遺伝情報について最も適当なものを、次の
①～⑤のうちから一つ選べ。� ［解答番号 6 ］

①　ブロッコリーの花芽から抽出した DNA と、同じ個体のブロッコリーの花芽
から抽出した RNA の塩基配列はすべて一致する。

②　ブロッコリーの花芽から抽出したDNAには、その部位に存在するタンパク質
のアミノ酸配列に関する遺伝情報のみが存在する。

③　ブロッコリーの花芽から抽出した DNA には、ブロッコリーの根の発生に
関わる遺伝子は含まれていない。

④　ブロッコリーの花芽から抽出した DNA に含まれる遺伝情報は、同一個体
の葉から抽出した DNA に含まれる遺伝情報と一致する。

⑤　ブロッコリーの花芽から抽出した DNA に含まれる遺伝情報は、同個体の
置かれた環境に応じて変化し、発現する遺伝情報も変わる。

問 6　 下線部（ｃ）の記述に関して、ある溶液とは何か。最も適当なものを、次の①～④の
うちから一つ選べ。� ［解答番号 7 ］

①　酢酸オルセイン溶液　　　　　②　BTB 溶液
③　フェノールフタレイン溶液　　④　ヨウ素ヨウ化カリウム液
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問 7　 下線部（ｄ）の記述に関して、転写に必要な物質と必要のない物質の組み合わせと
して最も適当なものを、次の①～⑨のうちから一つ選べ。なお、〇は必要な物質を、
×は必要のない物質を示す。� ［解答番号 8 ］

DNA RNA の
ヌクレオチド

DNA を
合成する酵素

RNA を
合成する酵素

① 〇 × 〇 ×
② 〇 × × 〇
③ 〇 × 〇 〇
④ × 〇 〇 ×
⑤ × 〇 × 〇
⑥ × 〇 〇 〇
⑦ 〇 〇 〇 ×
⑧ 〇 〇 × 〇
⑨ 〇 〇 〇 〇

問 8　 文章中の オ と カ にはいる数字として最も適当なものを、次の①～⓪の
うちから一つずつ選べ。ただし、同じものを繰り返し選んでもよい。

［解答番号 9 ～ 10 ］

オ 9 　　カ 10

①　12　　②　16　　③　18　　④　20　　⑤　23　　⑥　24　　⑦　48
⑧　60　　⑨　61　　⓪　64

問 9　 文章中の キ にはいるアミノ酸として最も適当なものを、次の①～④のうちから
一つ選べ。� ［解答番号 11 ］

①　フェニルアラニン　　②　ロイシン　　③　イソロイシン
④　メチオニン

問 10　下線部（ｅ）の記述に関して、終止コドンとして最も適当なものを、次の①～④の
うちから一つ選べ。� ［解答番号 12 ］

①　UAG　　②　GUA　　③　GAU　　④　UAU
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第2問　生物の多様性と生態系について、下の問い（問 1 ～ 6）に答えよ。

問 1　 次のａ～ｄのうち、植生に関する記述の組み合わせとして最も適当なものを、次の
①～⓪のうちから一つ選べ。� ［解答番号 13 ］

ａ　日本の森林において、遷移が極相に達すると、それ以上植生が変化すること
はない。

ｂ　非生物学的な環境要因が生物に影響を及ぼすことを環境形成作用という。
ｃ　土壌は、風化した岩石を材料として、生物の活動が加わることで形成される。
ｄ　二次遷移は、一次遷移の植生遷移を短縮した形で進行するため、遷移の速度

が速い。

①　ａ　　　　②　ｂ　　　　③　ｃ　　　　④　ｄ　　　　⑤　ａ・ｂ
⑥　ａ・ｃ　　⑦　ａ・ｄ　　⑧　ｂ・ｃ　　⑨　ｂ・ｄ　　⓪　ｃ・ｄ

問 2　 二次遷移が始まる土地として最も適当でないものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。
［解答番号 14 ］

①　洪水で土壌が流出したあと
②　火入れをした草地
③　山火事のあとに残った森林
④　過放牧によって植生が失われた草地
⑤　廃田となった水田

問 3　 西日本の低地などにみられる落葉広葉樹の林は、人間が樹木を伐採し、落葉は肥料
として利用して維持されてきた植生である。この林の利用を止め、長期間放置した
場合に成立する植生として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。

［解答番号 15 ］

①　針葉樹の林　　②　落葉広葉樹の林　　③　照葉樹の林
④　草原　　　　　⑤　硬葉樹の林
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問 4　 生態系の代表的な生産者の種類はバイオームによって異なる。例えば、冷温帯の
バイオームである夏緑樹林では、 ア 、温帯のバイオームであるステップでは、
イ 、暖温帯のバイオームである硬葉樹林では、 ウ 、熱帯・亜熱帯の

バイオームである雨緑樹林では、 エ が、代表的な生産者である。文章中の
ア ～ エ にはいる語句として最も適当なものを、次の①～⓪のうちから

一つずつ選べ。ただし、各選択肢の使用は一回のみとする。
［解答番号 16 ～ 19 ］

ア 16 　　イ 17 　　ウ 18 　　エ 19 　　

①　イネの仲間　　②　アカシア類　　③　サボテン類　　④　地衣類
⑤　トドマツ　　　⑥　ブナ　　　　　⑦　ヒルギ類　　　⑧　オリーブ
⑨　タブノキ　　　⓪　チーク

問 5　 日本における外来生物として最も適当でないものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。
［解答番号 20 ］

①　オオカナダモ　　②　セイタカアワダチソウ　　③　ススキ
④　アレチウリ　　　⑤　コマツヨイグサ　

問 6　 生物多様性の保全の説明として最も適当でないものを、次の①～⑤のうちから一つ
選べ。� ［解答番号 21 ］

①　害獣・害鳥を駆除する際にも他の生物の関係など、その害獣・害鳥が果たして
いる役割についても考慮することが必要である。

②　日本のある地域の在来種の魚類が絶滅のおそれがある場合、国内の離れた
地域のものを放流して保護を行うことが必要である。

③　日本に定着してしまった外来生物であっても、他の地域に広めないように
することが重要である。

④　国立公園内に立ち入る際に靴の底についた泥を落とすことが重要である。
⑤　ダムや堰を魚類がさかのぼれるように、コンクリートで作った人工的な魚道

を作ることが必要である。
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第3問　ヒトの体の調節について、下の問い（問 1 ～ 6）に答えよ。

問 1　 次のａ～ｆの内分泌腺から分泌されるホルモンとして最も適当なものを、次の①～⓪
のうちからそれぞれ一つずつ選べ。ただし、各選択肢の使用は一回のみとする。

［解答番号 22 ～ 27 ］

ａ　副腎皮質　　　　 22

ｂ　脳下垂体後葉　　 23

ｃ　甲状腺　　　　　 24

ｄ　副腎髄質　　　　 25

ｅ　脳下垂体前葉　　 26

ｆ　副甲状腺　　　　 27

①　インスリン　　　②　チロキシン　　　③　鉱質コルチコイド
④　グリコーゲン　　⑤　アドレナリン　　⑥　パラトルモン
⑦　成長ホルモン　　⑧　バソプレシン　　⑨　ヘモグロビン
⓪　グルカゴン

問 2　 ホルモンの作用に関する記述として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ
選べ。� ［解答番号 28 ］

①　ホルモンは赤血球によって運ばれ、内分泌腺から離れた場所にも作用する。
②　一つのホルモンは、全身の細胞に作用する。
③　一つの内分泌腺からは、一種類のホルモンのみが分泌される。
④　一つのホルモンによって、複数の作用をすることがある。
⑤　ホルモンは排出管を通して体外に分泌される。
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問 3　 脳死に関する記述として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。
［解答番号 29 ］

①　脳幹の機能は維持されているが、大脳の機能が停止している。
②　脳幹の機能が停止し、大脳の機能が維持されている。
③　脳幹を含め、すべての脳の機能が停止している。
④　自力での呼吸が可能で、心臓の拍動も維持されている。
⑤　心臓の拍動が停止しているが、呼吸は自力で行われる。

問 4　 ある抗原に対して獲得免疫の反応がみられない状態をなんというか、最も適当なものを、
次の①～⑤のうちから一つ選べ。� ［解答番号 30 ］

①　抗原提示　　②　拒絶反応　　③　抗原抗体反応
④　二次応答　　⑤　免疫寛容

問 5　 血液に関する記述として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。
［解答番号 31 ］

①　血しょう中には、常にフィブリンが存在し、血液凝固に関係する。
②　血液凝固は、白血球のみで行われる。
③　肺でガス交換した血液には、二酸化酸素は含まれていない。
④　血小板の役割のひとつは、血ぺいを作ることである。
⑤　リンパ球はリンパ液に含まれており、血液中には含まれていない。

問 6　 エイズに関する記述として最も適当でないものを、次の①～④のうちから一つ選べ。
［解答番号 32 ］

①　ヒト免疫不全ウイルスとよばれるウイルスによって生じる。
②　日和見感染症にかかりやすくなったりする。
③　がんなどを発症しやすくなったりする。
④　唾液の飛沫によって感染する。
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第4問　生物の特徴について、下の問い（問 1 ～ 4）に答えよ。

問 1　 ATP に関する記述として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。
［解答番号 33 ］

①　ATP 内のリン酸どうしの結合は、水素結合である。
②　ADP とリン酸から ATP がつくられる過程は同化とよばれる。
③　光合成では、有機物を無機物に分解させることによってATPがつくられる。
④　ホタルの光は、ADP から ATP の合成のエネルギーを使って光る。
⑤　ホタルが光るとその光エネルギーによって ATP がつくられる。

問 2　 真核細胞にあって、原核細胞にないものとして最も適当なものを、次の①～⑤の
うちから一つ選べ。� ［解答番号 34 ］

①　DNA　　②　RNA　　③　酵素　　④　細胞膜　　⑤　染色体

問 3　 ウイルスは、生物と無生物の中間と考えられているが、どのウイルスにも存在しない
ものとして最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。

［解答番号 35 ］

①　DNA　　②　RNA　　③　細胞膜　　④　タンパク質　　⑤　該当なし

問 4　 ヒトなどの動物細胞の構成成分は、質量比で水が最も多くを占めるが、次に多く
含まれる成分として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。

［解答番号 36 ］

①　炭水化物　　②　タンパク質　　③　核酸　　④　無機塩類　　⑤　脂肪
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英語

第1問　次の問 1 ～問 6 の空欄 1 ～ 6 に入れるのに最も適当なものを、 
それぞれ下の①～④のうちから一つずつ選び、解答欄に番号をマークせよ。

問 1　 In the long 1 , our efforts will pay off.

①　future
②　run
③　time
④　way

問 2　 When a 2 teacher is absent, a substitute teacher teaches our class.

①　common
②　regular
③　special
④　usual

問 3　 Please take care of these 3 children.

①　alone
②　content
③　lonely
④　unable

問 4　 It is important to find 4 to the environmental problems.

①　causes
②　processes
③　solutions
④　results
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問 5　 Andrew accepted the job because of the 5 salary.

①　expensive
②　high
③　liable
④　strong

問 6　 Lisa’s house has 4 rooms with each of them having 2 windows. There is a total 
of 6 windows in her house.

①　2
②　4
③　6
④　8
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第 2問　次の問 1 ～問 5 の会話の 7 ～ 11 に入れるのに最も適当なものを、 
それぞれ下の①～④のうちから一つずつ選び、解答欄に番号をマークせよ。

問 1　 A：That clock is very nice. 7

B：Thank you. Let me put it in a box for you.

①　Could you please buy it?
②　Do you like it?
③　I will take it.
④　I wish it was cheaper. 

問 2　 A：Jennifer, we have to decide what to do for our science project.
8

B：Let’s do it during lunchtime.

①　When can we talk about it?
②　When did you come up with the idea?
③　When is the deadline for the project?
④　When will lunchtime start?

問 3　 A：George, I checked your sales report. 9

B：Oh, are there a lot of them?

①　The title seems strange.
②　The last page is missing.
③　You have to submit it as soon as possible.
④　You need to correct the spelling mistakes.
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問 4　 A：I saw Michael downtown today. He said that 10 .
B：That’s great. He must be delighted to have his own business.

①　his company sent him here on business
②　he came downtown for shopping
③　he started a small trading company
④　he worked at an electric company

問 5　 A：I will walk to the library. 11

B：No, it’s only about five minutes’ walk.

①　How can I get there?
②　How long does it take?
③　Is it far from here?
④　Please tell me when I can go.
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第3問　次の（1）～（9）の 9 組の文章の 12 ～ 20 にはそれぞれ共通の語が入る。 
下の枠内の①～⑨のうちから最も適当な語を一つずつ選び、解答欄に番号を 
マークせよ。ただし、各語は一度のみ使用することとする。

⑴　The drug is effective but has a 12 to cause headaches.
This material has a 12 to shrink when washed.

⑵　Physical exercise is essential to good 13 .
Our concern is to protect human 13 and the environment.

⑶　My father suffered a heart 14 while running.
The troops attempted to prevent an 14 on the city.

⑷　The country has made significant 15 in the fight against HIV/AIDS. 
We evaluate each student’s individual 15 .

⑸　Salt water is a good home 16 for a sore throat.
There is no adequate 16 for discrimination.

⑹　The disease causes progressive muscle 17 .
The 17 of the company is its lack of effective communication.

⑺　Healthy eating can increase your energy 18 .
Dolphins show a high 18 of intelligence.

⑻　New medicines must undergo a 19 period before they can be widely used.
He is waiting for 19 on corruption charges.

⑼　Patients should have more freedom of 20 .
Under the circumstances, we have no 20 but to surrender.

①　attack　　　 ②　choice　　　 ③　health　　 ④　level　　　 ⑤　progress
⑥　remedy　　 ⑦　tendency　　⑧　trial　　　⑨　weakness
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第4問　次の問 1 ～問 12 の空欄 21 ～ 32 に入れるのに最も適当なものを、 
それぞれ下の①～④のうちから一つずつ選び、解答欄に番号をマークせよ。

問 1　 21 from our side, your arguments made no sense.

①　View　　②　Viewed　　③　Viewing　　④　Having Viewed

問 2　 She will be back in Canada by the time this letter 22 her.

①　reach　　②　reaches　　③　will reach　　④　will have reached

問 3　 We demanded the government 23 action to reduce crime. 

①　take　　②　takes　　③　took　　④　has taken

問 4　 My brother always enjoyed 24 tennis at weekends.

①　play　　②　played　　③　playing　　④　to play

問 5　 25 for these interruptions, the conference would have finished earlier.

①　But　　②　Not　　③　Unless　　④　Without

問 6　 One of the students kept laughing, 26 annoyed the teacher slightly.

①　what　　②　when　　③　where　　④　which

問 7　 His smartphone is technically inferior 27 mine.

①　for　　②　from　　③　than　　④　to
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問 8　 The time will come 28 every one of us can use AI. 

①　what　　②　when　　③　where　　④　why

問 9　 The teacher was seen 29 out of the classroom. 

①　go　　②　gone　　③　went　　④　to go

問 10　She was 30 than upset.

①　angry　　②　angrier　　③　more angry　　④　rather angrier

問 11　He is a famous writer 31 books many people read.

①　what　　②　which　　③　who　　④　whose

問 12　It was sensible 32 you to reject the bribe.

①　as　　②　for　　③　of　　④　to 
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第5問　次の 33 ～ 37 に入れるのに最も適当な語を、下の①～⑤のうちから 
選び、解答欄に番号をマークせよ。ただし、各語は一度のみ使用することとする。

Overweight and obesity may 33 the risk of many health problems, including 
diabetes, heart disease, and certain cancers. If you are pregnant, excess weight may 34

to short- and long-term health problems for you and your child. 
Gaining a few pounds during the year may not 35 like a big deal. But these 

pounds can 36 up over time. How can you tell if your weight could increase your 
chances of developing health problems? Knowing two numbers may 37 you understand 
your risk: your body mass index （BMI） score and your waist size in inches.

（Modified：University of California San Francisco,
“Health Risks of Being Overweight”）

①　add
②　help
③　increase
④　lead
⑤　seem
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第6問　次の文を読んで、後の問 1 ～問 3 に答えよ。

Japan’s real wages fell 0.2 percent from a year earlier in 2024, marking the third 
consecutive year of decline, as pay hikes that grew at the fastest pace in 33 years failed 
to keep pace 39 rising prices, government data showed Wednesday.

Nominal wages, or the average total monthly earnings per worker including base 
and overtime pay, increased 2.9 percent to 348,182 yen （$ 2,300） last year, expanding 
for the fourth straight year, the Ministry of Health, Labour and Welfare said.

But consumer prices outpaced wage growth with a 3.2 percent rise in the reporting 
year, although the pace decelerated from a 3.8 percent increase in 2023.

By month, real wages at workplaces with five or more employees increased year-
on-year only when bonuses were paid in June, July, November and December, 40

the government’s push to achieve wage growth exceeding inflation.
Excluding bonuses and nonscheduled payments, average wages climbed 2.1 percent 

and special cash earnings, largely reflecting bonuses, expanded 6.9 percent, the ministry 
said in a preliminary report.

Meanwhile, real wages at workplaces with 30 people or more inched up 0.1 percent 
in 2024, rising for the first time in two years, according to the ministry.

In December, real wages, a barometer of consumer purchasing power, climbed 0.6 
percent from the year before.

Nominal wages increased 4.8 percent to 619,580 yen, up for the 36th straight month, 
with special cash earnings, including winter bonuses, expanding 6.8 percent from the 
previous year to 333,918 yen.

（Modified：KYODO NEWS, Feb 5, 2025）

－ 43 －

【一般選抜（Ⅰ期Ａ日程）】



問 1　下線の単語 consecutive の意味に最も近い語を、下の①～④のうちから一つ選び、
解答欄 38 に番号をマークせよ。

①　successful　　②　successive　　③　suggestive　　④　surgical

問 2　本文中の 39 と 40 に入れるのに最も適当な語を、それぞれ下の①～④
のうちから一つずつ選び、解答欄に番号をマークせよ。

（1） 39

①　as　　②　for　　③　of　　④　with

（2） 40

①　among　　②　because　　③　despite　　④　until
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問 3　 以下の 41 ～ 45 の解説文について、本文の内容と一致するものには①、 
一致しないものには②の番号を解答欄にマークせよ。

41 Japan’s real wages in 2024 marked the third consecutive year of decline.

42 Japan’s real wages increased 2.9 percent to 348,182 yen （$ 2,300） last year.

43 Consumer prices increased 3.2 percent in 2024.

44 Real wages at workplaces with 30 people or more inched up 0.1 percent 
in 2024, only when bonuses were paid in June, July, November and December. 

45 Nominal wages increased 4.8 percent to 619,580 yen in December 2024. 
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【
一
】
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
い
（
問
１
～
問
11
）
に
答
え
よ
。
な
お
、
設
問
の
都
合
上
、
本
文
を
省
略
、
改
変
し
た
箇
所
が
あ
る
。

１
月
に
私
の
所
属
す
る
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
（
地
球
研
）
の
主
㋐
サ
イ
で
国
際
Ａ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た
。
テ
ー
マ
は
「
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ

　

Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ

　
Ａ
Ｌ
Ｌ
」（
す
べ
て
の
も
の
と
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
）。
副
題
と
し
て
「
Ｏ
ｎ

　
Ａ
ｎ
ｉ
ｍ
ａ
ｌ
ｓ

　
ａ
ｎ
ｄ

　
Ａ
ｎ
ｉ
ｍ
ａ
」
が
付
い
て
い
る
。

ダ
ン
ス
と
は
身
体
表
現
で
あ
り
、
Ｂ
他
者
と
リ
ズ
ム
を
同
調
さ
せ
な
が
ら
身
体
を
融
合
さ
せ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
他
者
に
は
人
間
以
外
の

生
物
、
い
や
非
生
物
も
含
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
人
類
は
は
る
か
昔
か
ら
他
者
と
身
体
を
共
鳴
さ
せ
な
が
ら
世
界
の
動
き
を
感
じ
取
っ
て
き
た
。
そ
の
動
き

こ
そ
が
ア
ニ
マ
と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
。
し
か
し
、
言
葉
を
始
め
と
す
る
人
間
独
自
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
発
達
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
動

き
を
察
知
し
共
鳴
す
る
能
力
を
失
い
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
を
㋑
フ
ッ
興
さ
せ
、
壊
れ
か
か
っ
た
地
球
と
生
物
圏
を
救
わ
ね
ば
な
ら
な
い
時
が
来
て
い
る
、

と
い
う
の
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
狙
い
だ
っ
た
。〔

　
①

　
〕

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
昨
年
４
月
に
地
球
研
に
発
足
し
た
上う
え
ひ
ろ廣

環
境
日
本
学
セ
ン
タ
ー
の

（
注
１
）
キ
ッ
ク
オ
フ
も
兼
ね
た
。
セ
ン
タ
ー
は
人
間
中
心
主
義

を
超
え
、
人
と
自
然
の
未
来
可
能
性
を
探
求
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
日
本
の
従
来
の
環
境
思
想
を
軸
に
国
際
的
な
議
論
を
展
開
す
る
の
が
実
践
課

題
だ
。
初
日
は
京
都
・
清
水
寺
で
山
伏
た
ち
の
ほ
ら
貝
演
奏
で
幕
を
開
け
た
。「
あ
わ
い
」
を
テ
ー
マ
に
、
妖
怪
研
究
で
名
高
い
小
松
和
彦
氏
と
植
物

の
生
き
方
に
着
目
し
た
新
し
い
哲
学
を
提
唱
す
る
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
・
コ
ッ
チ
ャ
氏
が
基
調
講
演
し
た
。〔

　
②

　
〕

さ
て
、「
あ
わ
い
」
と
は
何
だ
ろ
う
。「
間
」
と
か
「
淡
い
」
と
書
く
が
、
ど
ち
ら
と
も
つ
か
ぬ
、
は
っ
き
り
し
な
い
状
態
を
指
す
。
二
分
法
の
「
白

黒
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
」、
と
い
う
言
い
方
と
は
違
い
、
あ
い
ま
い
さ
や
「
間
」
を
許
す
考
え
方
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。〔

　
③

　
〕

私
は
長
年
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
や
ゴ
リ
ラ
と
い
っ
た
人
間
の
言
葉
を
話
さ
な
い
動
物
た
ち
を
調
査
し
て
き
た
。
彼
ら
が
進
化
し
て
き
た
日
本
や
ア
フ
リ
カ

の
森
林
で
、
群
れ
の
中
に
入
り
、
彼
ら
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
暮
ら
し
ぶ
り
を
観
察
す
る
。
そ
れ
に
必
要
な
の
は
「
言
葉
で
理
解
し

な
い
」
と
い
う
こ
と
だ
。
彼
ら
も
声
や
身
ぶ
り
で
気
持
ち
や
意
図
を
伝
え
合
う
し
、
私
も
彼
ら
の
流
㋒
ギ
で
自
分
も
同
調
す
る
意
思
が
あ
る
こ
と
を

伝
え
る
。
よ
く
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
あ
い
ま
い
な
こ
と
が
常
に
付
き
ま
と
う
が
、
別
に
困
ら
な
い
。
あ
い
ま
い
な
こ
と
を
あ
い
ま
い
な
ま
ま
に
許
容
す

る
こ
と
が
必
要
な
の
だ
。
サ
ル
や
ゴ
リ
ラ
た
ち
は
人
間
の
感
覚
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
、
行
為
で
示
し
て
く
れ
る
。
例
え
ば
、
や
ぶ
の
中
に
身
を

潜
め
る
ゾ
ウ
や
鳥
の
か
す
か
な
息
遣
い
や
動
き
を
察
知
し
た
り
、
緑
の

（
注
２
）
天て
ん
が
い蓋
に
隠
さ
れ
た
お
い
し
そ
う
な
フ
ル
ー
ツ
を
見
つ
け
た
り
す
る
能
力

だ
。
と
く
に
、
他
の
生
物
た
ち
と
ど
う
調
和
し
な
が
ら
生
き
て
い
く
か
を
教
え
て
く
れ
る
。〔

　
④

　
〕

私
た
ち
は
、
人
間
以
外
の
動
物
が
本
能
に
よ
っ
て
環
境
を
認
識
し
、
生
ま
れ
つ
き
決
め
ら
れ
た
行
動
に
よ
っ
て
機
械
的
に
反
応
し
て
い
る
と
見
な
し

現
代
の
国
語
・
言
語
文
化
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て
き
た
が
、
彼
ら
は
明
ら
か
に
考
え
、
意
図
的
に
行
動
し
て
い
る
。
人
間
に
近
い
中
枢
神
経
系
を
も
つ
霊
長
類
や
哺
乳
類
だ
け
で
な
く
、
ク
ラ
ゲ
や
イ

ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
な
ど
の
散
在
神
経
系
を
も
つ
動
物
、
動
け
な
い
植
物
で
さ
え
、
環
境
の
変
化
に
彼
ら
な
り
の
や
り
方
で
的
確
に
反
応
し
、
生
き
方
を

Ｃ
臨
機
応
変
に
変
え
て
い
る
。
生
物
は
炭
素
を
主
要
な
構
成
成
分
と
し
て
い
る
が
、
地
球
の
炭
素
総
量
の
82
％
を
植
物
、
13
％
を
バ
ク
テ
リ
ア
が
占

め
て
お
り
、
動
物
は
０
・
４
％
、
人
間
は
０
・
01
％
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
人
間
が
地
球
環
境
に
絶
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
地
球
の

生
物
圏
の
安
定
に
と
っ
て
Ｄ
由
々
し
き
問
題
な
の
だ
。〔

　
⑤

　
〕

地
球
研
は
２
０
１
９
年
に
「
自
然
は
考
え
る
か
？
」、
22
年
に
は
「
自
然
と
暮
ら
す
術す
べ

」
を
テ
ー
マ
に
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
て
き
た
。
繰
り

返
し
強
調
さ
れ
て
き
た
の
は
、
人
間
以
外
の
生
物
が
生
き
る
た
め
の
「
智ち

え慧
」
を
人
間
以
上
に
持
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
気
候
変
動
が
激
㋓
ジ
ン
化
し

て
人
間
や
他
の
動
物
が
滅
び
て
も
、
植
物
は
生
き
残
る
だ
ろ
う
。
バ
ク
テ
リ
ア
は
こ
れ
ま
で
と
は
全
く
違
う
生
物
を
創
り
出
す
か
も
し
れ
な
い
。

人
間
は
こ
れ
ま
で
自
分
た
ち
の
能
力
が
及
ば
な
い
世
界
を
ア
ニ
ミ
ズ
ム
と
し
て
取
り
入
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、
動
物
た
ち
や
妖
怪
た
ち
が
主
役
と

な
っ
て
異
世
界
を
作
る
。
そ
れ
は
非
科
学
的
と
見
な
さ
れ
、
現
実
世
界
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
と
Ｅ
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
人
間
以
外
の
生

物
と
調
和
し
共
存
す
る
た
め
に
は
必
要
な
観
念
と
し
て
見
直
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
世
界
で
は
、
こ
れ
ま
で
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
動
物
た
ち
を
野

生
復
帰
さ
せ
て
、
生
態
系
の
力
を
回
復
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
が
出
て
き
て
い
る
。
そ
の
と
き
、
昔
か
ら
の
言
い
伝
え
や
昔
話
が
野
生
の
智
慧
を
教
え

て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

近
代
の
科
学
は
す
べ
て
の
出
来
事
の
動
き
を
止
め
、
言
葉
に
よ
っ
て
要
素
に
切
り
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
分
析
す
る
こ
と
に
傾
注
し
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
様
々
な
動
き
の
中
に
あ
り
、
相
互
に
関
連
し
合
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
私
た
ち
は
気
づ
き
つ
つ
あ
る
。
生
物
ど
う
し
や

生
物
と
非
生
物
と
の
関
係
は
、
長
い
地
球
の
歴
史
の
中
で
形
作
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、
人
間
の
力
で
簡
単
に
作
り
か
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
食
料

生
産
、
都
市
の
文
明
化
、
産
業
革
命
・
通
信
情
報
革
命
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
、
自
然
に
大
き
く
手
を
入
れ
て
き
た
人
間
は
、
今
こ
そ
立
ち
止
ま
っ

て
自
然
の
豊
か
な
関
係
性
と
動
き
に
㋔
シ
ン
摯し

な
目
を
向
け
る
べ
き
だ
と
思
う
。
レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
が
警
告
し
た
「

Ｘ

」
は
、
動
物
た

ち
の
声
や
音
が
聞
こ
え
な
く
な
る
世
界
だ
っ
た
。
そ
れ
は
今
、
植
物
や
菌
類
に
も
及
ぼ
う
と
し
て
い
る
。
自
然
の
本
質
で
あ
る
「

Ｙ

」
に
目
を

向
け
、
耳
を
澄
ま
す
時
代
な
の
だ
。

（
注
１
）
キ
ッ
ク
オ
フ
＝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
新
た
な
業
務
の
正
式
な
開
始

（
注
２
）
天
蓋
＝
笠
・
屋
根
・
覆
い

［
山
極
寿
一
『
朝
日
新
聞
』「
科
学
季
評
」
に
よ
る
］
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問
１

　
傍
線
部
㋐
～
㋔
の
カ
タ
カ
ナ
に
相
当
す
る
漢
字
を
使
う
も
の
を
、
次
の
①
～
④
の
傍
線
部
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。

解
答
番
号
は
㋐

１

　
　
㋑

２

　
　
㋒

３

　
　
㋓

４

　
　
㋔

５

　
　
　
　

           

　

 

①

　
サ
イ
眠
術
を
掛
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
一
国
の
サ
イ
相

㋐

　
主
サ
イ

　
　
　
　
③

　
粉
骨
サ
イ
身
の
努
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
国
サ
イ
を
発
行
す
る

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
フ
ク
蔵
の
な
い
意
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
試
験
前
に
フ
ク
習
す
る

㋑

　
フ
ッ
興

　
　
　
　
③

　
フ
ク
雑
な
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
フ
ク
水
盆
に
返
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
正
ギ
の
味
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
異
ギ
を
申
し
立
て
る

㋒

　
流
ギ

　
　
　
　
　
③

　
詐
ギ
を
働
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
地
球
ギ
で
調
べ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

　
①

　
幸
ジ
ン
の
至
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
ジ
ン
倫
に
も
と
る
行
為

㋓

　
激
ジ
ン
化

　
　
　
③

　
自
ら
ジ
ン
頭
に
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
ジ
ン
速
な
行
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
郊
外
の
シ
ン
開
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
シ
ン
仰
の
自
由

㋔

　
シ
ン
摯

　
　
　
　
③

　
シ
ン
実
一
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
シ
ン
機
一
転
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問
２

　
傍
線
部
Ａ
の
カ
タ
カ
ナ
外
来
語
の
意
味
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

６

①

　
そ
の
分
野
の
専
門
家
の
み
で
形
成
さ
れ
た
排
他
的
学
術
団
体
。

②

　
一
般
に
は
公
開
さ
れ
な
い
、
最
先
端
の
知
識
者
の
み
の
会
議
。

③

　
専
門
家
が
意
見
交
換
す
る
、
一
般
に
も
公
開
さ
れ
る
討
論
会
。

④

　
素
人
の
意
見
を
専
門
家
が
謙
虚
に
聴
い
て
参
考
に
す
る
会
合
。

⑤

　
世
界
中
の
有
名
人
が
一
堂
に
会
し
て
意
見
を
述
べ
る
園
遊
会
。

問
３

　
傍
線
部
Ｂ
「
他
者
」
と
あ
る
が
、
本
文
中
の
意
味
と
し
て
含
ま
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
ど
れ
か
。
一
つ
選
べ
。

解
答
番
号
は

７

①

　
人
間
以
外
の
生
物

②

　
非
生
物

③

　
言
葉
を
話
さ
な
い
動
物

④

　
植
物

⑤

　
「
私
」
自
身

問
４

　
文
中
に
は
次
の
一
文
が
抜
け
落
ち
て
い
る
。
こ
れ
を
文
中
の
〔

　
①

　
〕
～
〔

　
⑤

　
〕
の
ど
の
箇
所
に
補
え
ば
よ
い
か
。
最
も
適
切
な
箇
所
を
、

一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

８

　
　

脱
文
＝
実
は
こ
れ
が
他
者
と
の
会
話
、
と
く
に
人
間
以
外
の
生
物
と
の
会
話
に
は
重
要
な
の
だ
。
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問
５

　
傍
線
部
Ｃ
「
臨
機
応
変
」
と
意
味
が
一
番
近
い
四
字
熟
語
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
選
べ
。
解
答
番
号
は

９

①

　
当
意
即
妙

②

　
君
子
豹
変

③

　
付
和
雷
同

④

　
千
変
万
化

⑤

　
牽
強
付
会

　

問
６

　
傍
線
部
Ｄ
「
由
々
し
き
」
の
こ
の
文
で
の
意
味
に
最
も
近
い
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

10

①

　
歴
史
的
に
由
緒
正
し
い

②

　
針
小
棒
大
で
大
げ
さ
な

③

　
慇
懃
無
礼
で
失
礼
な

④

　
看
過
で
き
な
い
重
大
な

⑤

　
素
晴
ら
し
く
立
派
な

問
７

　
傍
線
部
Ｅ
「
等
閑
視
」
の
「
等
閑
」
は
「
と
う
か
ん
」
と
読
む
が
、
他
の
読
み
方
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら

一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

11

①

　
ひ
と
し
な
み

②

　
ひ
ま
つ
ぶ
し

③

　
し
か
と

④

　
な
お
ざ
り

⑤

　
お
ざ
な
り
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問
８

　
空
欄

Ｘ

に
入
れ
る
書
名
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

12

①

　
不
都
合
な
真
実

②

　
悲
し
き
熱
帯

③

　
黙
示
録

④

　
風
と
共
に
去
り
ぬ

⑤

　
沈
黙
の
春

問
9

　
空
欄

Ｙ

に
入
れ
る
語
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

13

①

　
植
物

　
　
②

　
自
然

　
　
③

　
文
明

　
　
④

　
あ
わ
い

　
　
⑤

　
人
間

問
10

　
本
文
中
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
（
重
要
な
）
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
語
と
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
（
否
定
的
な
）
意
味
あ
い
で
使
わ
れ

て
い
る
語
が
出
て
く
る
。
で
は
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
本
文
中
で
は
一
番
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
語
は
な
に
か
。

解
答
番
号
は

14

①

　
ア
ニ
マ

　
　
②

　
言
葉

　
　
③

　
あ
い
ま
い
さ

　
　
④

　
共
存

　
　
⑤

　
智
慧

問
11

　
本
文
の
筆
者
の
主
張
（
考
え
）
に
最
も
近
い
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

15

①

　
１
月
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
目
的
は
、
日
本
の
従
来
の
環
境
思
想
を
排
し
て
国
際
的
な
議
論
を
展
開
す
る
の
が
課
題
だ
っ
た
。

②

　
あ
い
ま
い
な
こ
と
を
あ
い
ま
い
な
ま
ま
に
許
容
す
る
の
で
は
な
く
、
言
葉
に
よ
っ
て
解
明
す
る
地
道
な
努
力
を
な
す
べ
き
で
あ
る
。

③

　
人
間
の
能
力
が
及
ば
な
い
「
異
世
界
」
を
、
人
間
以
外
の
生
物
と
調
和
し
共
存
す
る
た
め
に
必
要
な
観
念
と
し
て
見
直
す
べ
き
だ
。

④

　
人
間
以
外
の
動
物
は
、
本
能
に
よ
っ
て
環
境
を
認
識
し
、
先
天
的
に
決
め
ら
れ
た
行
動
に
よ
っ
て
機
械
的
に
反
応
し
て
い
る
の
だ
。

⑤

　
人
間
は
近
代
科
学
の
力
に
よ
っ
て
自
然
を
思
い
通
り
に
作
り
か
え
て
き
た
が
、
今
こ
そ
科
学
を
捨
て
て
自
然
に
帰
る
べ
き
で
あ
る
。
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【
二
】
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
い
（
問
１
～
問
10
）
に
答
え
よ
。
な
お
、
設
問
の
都
合
上
、
本
文
を
省
略
、
改
変
し
た
箇
所
が
あ
る
。

一

本
稿
で
論
じ
た
い
の
は
と
て
も
シ
ン
プ
ル
な
事
実
に
つ
い
て
で
す
。
そ
の
事
実
と
は
、
僕
ら
は
科
学
に
よ
る
世
界
の
解
明
を
求
め
る
と
同
時
に
、
ひ

と
り
の
人
間
と
し
て
生
き
る
上
で
、
科
学
以
外
の
「
物
語
」
を
も
必
要
と
し
て
い
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。
統
計
や
医
学
と
い
っ
た
科
学
（
合
理
的
認

識
、
理
性
）
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
と
し
て
い
る
物
語
（
文
学
あ
る
い
は
神
話
）
の
領
域
に
関
す
る
試
論
と
な
り
ま
す
。

科
学
は
こ
の
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
謎
を
解
き
明
か
し
て
く
れ
る
。
た
と
え
ば
、
血
液
が
体
内
を
循
環
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ハ
ー
ヴ
ェ
イ
。
血
液
の
循
環
は
、
一
六
二
八
年
『
動
物
の
心
臓
な
ら
び
に
血
液
の
運
動
に
関
す
る
解
剖
学
的
研
究
』
と
い
う
書
物
に
よ
っ
て
示
さ
れ
ま

し
た
。
裏
を
返
せ
ば

Ｘ

い
ま
で
は
小
学
校
で
習
う
よ
う
な
、
人
体
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
あ
る
い
は
「
常
識
」
で
す
が
、
そ
ん
な
血

液
の
循
環
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
思
い
の
ほ
か
最
近
の
出
来
事
な
の
で
す
。

で
は
、
そ
ん
な
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
の
発
見
以
前
は
、
心
臓
や
血
液
と
い
う
も
の
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
か
。
そ
れ
ま
で
は
、
血
液
は
肝
臓
で

作
ら
れ
、
抹ま
つ

消し
よ
う

組
織
に
運
ば
れ
、
そ
こ
で
消
費
さ
れ
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

（
注
）
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
中
に
あ
っ
て
は
、
血
液

循
環
説
は
異
端
の
主
張
で
し
た
。
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
は
ヒ
ト
の
心
室
の
容
量
を
測
定
し
、
ま
た
拍は
く
ど
う動

の
た
び
に
心
臓
か
ら
送
り
出
さ
れ
る
血
液
の
量
を
算
出

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
予
想
外
の
も
の
で
し
た
。
一
時
間
あ
た
り
約
二
四
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
血
液
が
心
臓
か
ら
全
身
に
送
り
出
さ
れ
て
い
た
の
で
し

た
。
一
日
に
換
算
す
る
と
、
人
間
の
体
重
の
一
〇
〇
倍
の
重
量
の
血
液
。
そ
れ
が
肝
臓
で
作
り
出
さ
れ
、
身
体
の
末
端
で
消
え
て
い
く
と
い
う
の
は
あ

ま
り
に
も
筋
が
通
り
ま
せ
ん
。

測
定
結
果
も
ロ
ジ
ッ
ク
も
間
違
っ
て
い
な
い
の
だ
と
し
た
ら
、
Ａ
前
提
が
間
違
っ
て
い
る
。
血
液
は
生
成
さ
れ
続
け
て
い
る
の
で
は
な
く
、
循
環
し

て
い
る
。
そ
う
仮
定
す
れ
ば
、
矛
盾
が
①
霧
散
す
る
。
矛
盾
ど
こ
ろ
か
あ
ま
り
に
も
自
然
な
測
定
結
果
と
な
る
。
背は
い

理り

法
的
思
考
。
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
は

そ
の
よ
う
な
理
路
を
辿た
ど

り
、
血
液
循
環
の
発
見
者
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
の
死
後
三
年
が
経た

っ
た
時
、
解
剖
学
者
・
生
理
学
者
マ
ル
ピ
ー
ギ
が
、
顕
微
鏡
に
よ
っ
て
毛
細
血
管
を
発
見
し
た
こ
と
に
よ

り
、
血
液
が
動
脈
か
ら
静
脈
へ
と
ど
う
や
っ
て
入
る
の
か
が
不
明
で
あ
る
と
い
う
課
題
が
解
消
さ
れ
、
血
液
循
環
説
が
裏
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

心
臓
か
ら
送
り
出
さ
れ
た
血
液
は
、
動
脈
を
通
り
、
毛
細
血
管
に
よ
っ
て
静
脈
へ
と
送
り
込
ま
れ
、
再
び
肺
や
心
臓
へ
と
戻
っ
て
く
る
、
と
。
こ
の

業
績
は
近
代
生
理
学
の
誕
生
の
瞬
間
だ
っ
た
と
評
さ
れ
て
い
ま
す
。
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権
威
に
よ
る
学
説
を
Ｂ

呑
み
に
す
る
の
で
は
な
く
、
理
性
を
行
使
し
、
実
証
的
に
こ
の
世
界
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
つ
ま
り
、
こ
こ

に
あ
る
の
は
「
信
じ
る
」
で
あ
っ
た
り
「
感
じ
る
」
や
「
思
う
」
で
は
な
く
、「
知
る
」
で
あ
っ
た
り
「
見
る
」
と
い
う
行
為
で
す
。
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
は

見
た
の
で
す
。
心
臓
と
血
液
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
。
そ
し
て
、
そ
の
学
説
は
顕
微
鏡
と
い
う
ま
さ
に
「
見
る
」
装
置
に
よ
っ
て
確
定
的
な
も
の
と
な
っ
た

の
で
す
。二

ハ
ー
ヴ
ェ
イ
の
発
見
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、
も
う
一
人
、
こ
の
世
界
の
事
実
を
見
た

0

0

人
物
を
挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ

で
す
。
彼
は
望
遠
鏡
の
発
明
者
で
は
な
く
、
改
良
者
で
し
た
。
当
時
、
望
遠
鏡
は
す
で
に
発
明
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
倍
率
は
一
〇
倍
ほ
ど
で

し
た
。
ガ
リ
レ
オ
は
望
遠
鏡
を
改
良
す
る
た
め
に
必
要
な
「
光
学
」
を
深
く
理
解
し
て
い
た
の
で
、
彼
の
手
に
よ
っ
て
望
遠
鏡
は
六
〇
倍
の
高
倍
率
を

達
成
し
ま
し
た
。

彼
は
そ
の
精
度
の
高
い
望
遠
鏡
を
夜
空
へ
向
け
た
。
そ
し
て
し
か
と
見
た

0

0

0

0

0

。
そ
れ
ま
で
信
じ
ら
れ
て
い
た
も
の
と
は
ま
っ
た
く
違
う
月
を
見
た
。
ガ

リ
レ
オ
が
観
察
す
る
の
は
、
真
球
の
月
で
あ
る
は
ず
だ
っ
た
。

Ⅰ

、
実
際
の
月
は
そ
の
表
面
に
凹
凸
が
あ
っ
た
。
天
体
は
完
全
無
欠
の
球
体
だ
と
す
る
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
説
や
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
考

え
を
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
よ
う
に
、
ガ
リ
レ
オ
が
望
遠
鏡
か
ら
見
た
月
は
、
起
伏
が
あ
り
、
裂さ

け
目
が
あ
り
、
川
や
山
に
よ
っ
て
刻き
ざ

ま
れ
た
地
球
の

大
地
と
何
の
変
わ
り
も
な
か
っ
た
。

Ⅱ

、
一
六
一
〇
年
、
ガ
リ
レ
オ
は
さ
ら
な
る
重
大
な
観
測
を
し
ま
す
。
木
星
に
は
四
つ
の
衛
星
が
あ
っ
た
の
で
す
。
木
星
の
周
り
を
動
く
四

つ
の
衛
星
（
ガ
リ
レ
オ
衛
星
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
）。
こ
れ
は
当
時
の
宇
宙
観
、
科
学
観
を
全
面
的
に
否
定
す
る
結
果
で
し
た
。

Ⅲ

、
プ
ト
レ

マ
イ
オ
ス
の
天
動
説
の
下
で
は
、
宇
宙
の
運
行
は
こ
の
地
球
を
中
心
に
回
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

Ⅳ

、
月
と
い
う
衛
星

を
も
つ
地
球
以
外
に
、
衛
星
を
も
つ
惑
星
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
科
学
的
発
見
が
累る
い
せ
き積
し
て
い
き
、
そ
し
て
互
い
に
連
関
し
な
が
ら
発
展
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
動
説
か
ら
地
動
説
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

ａ

が
起
こ
り
、
時
代
は
近
代
へ
と
移
行
し
て
い
き
ま
し
た
。

Ⅴ

、
こ
こ
ま
で
二
つ
の

ｂ

、
オ
ー
ダ
ー
（
観
測
範
囲
の
数
値
の
桁
数
）
の
科
学
的
な
知
を
紹
介
し
ま
し
た
。
血
液
循
環
説
と
そ
れ
を
裏

付
け
る
、
顕
微
鏡
に
よ
る
毛
細
血
管
の
発
見
と
い
う

ｃ

な
レ
ベ
ル
で
の
発
見
と
、
望
遠
鏡
に
よ
る
天
体
観
測
と
い
う

ｄ

な
レ
ベ
ル
で
の

発
見
。
そ
の
ど
ち
ら
に
も
元
々
、「
世
界
は
こ
う
あ
る
べ
し
」
と
い
う
知
的
権
威
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
ど
ち
ら
も
い
わ
ば
「
神
話
」
と
し
て
機
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能
し
て
い
た
わ
け
で
す
。
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
も
ガ
リ
レ
オ
も
そ
ん
な
神
話
に
抵
抗
し
た
。「
見
る
」
と
い
う
実
証
を
も
っ
て
、
神
話
を
神
話
と
し
て
乗
り
越

え
て
い
っ
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
神
話
と
い
う
語
は
、

ｅ

な
文
脈
で
も
使
わ
れ
る
語
で
す
。
実
際
、
新
明
解
国
語
辞
典
（
第
八
版
）
に
は
次

の
よ
う
な
語ご

釈し
や
くが
載
っ
て
い
ま
す
。

「
①
天
地
の
創
造
を
擬
人
的
に
説
明
し
、
森し
ん

羅ら

万ば
ん

象し
よ
うに
宿
る
霊
の
存
在
や
、
民
族
の
祖
神
の
活
躍
を
述
べ
る
物
語
。
②
か
つ
て
（
長
い
間
）
絶
対
と
信

じ
ら
れ
、
驚
異
の
的
と
さ
え
な
っ
て
い
た
事
柄
」

で
す
が
、
本
稿
で
考
え
た
い
の
は
、
そ
ん
な
「
見
る
」
こ
と
に
裏
付
け
ら
れ
た
理
性
す
な
わ
ち
科
学
の
重
要
性
と
同
時
に
、
そ
の
②
範
疇
の
外
に

あ
る
物
語
の
機
能
で
す
。
科
学
の
領
域
に
は
属
さ
な
い
物
語
（

Ｙ

）
の
機
能
と
は
一
体
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

三

た
と
え
ば
、
物
語
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
さ
さ
や
か
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

―
。
幼
い
娘
が
あ
る
写
真
を
見
て
い
た
。
そ
の
写
真
は
結
婚
す
る
前
の
両

親
、
つ
ま
り
母
と
父
（
に
な
る
前
の
男
女
）
が
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
行
っ
た
時
の
写
真
だ
っ
た
。
す
る
と
彼
女
は
、
父
に
向
か
っ
て
「
ず
る
い
！

　

ず
る
い
よ
！
」
と
言
い
な
が
ら
、
突
然
激
し
く
泣
き
出
し
た
。「
ど
う
し
た
の
？

　
何
が
ず
る
い
の
？
」
と
尋た
ず

ね
る
父
に
対
し
て
、
二
人
だ
け
で
ず
る

い
、
な
ぜ
自
分
を
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
の
か
、
つ
ま
り
、
な
ぜ
自
分
が
そ
こ
に
い
な
か
っ
た
の
か
と
泣
い
て
い
た
の
で
す
。
母
と
父
の
そ

ば
に
自
分
が
い
な
い
こ
と
を
、
そ
し
て
そ
も
そ
も
こ
の
世
界
に
私
が
い
な
か
っ
た
こ
と
を
、
言
っ
て
み
れ
ば
、
誰
と
も
「
つ
な
が
り
」
を
も
っ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
を
悲
嘆
し
て
い
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
後
日
、
そ
の
子
は
あ
る
お
話
を
語
り
出
す
。
そ
の
写
真
の
光
景
を
私
は
宇
宙
か
ら
見
て
い
た
、

と
。
宇
宙
で
は
自
分
は
と
て
も
小
さ
く
、
で
も
そ
こ
か
ら
母
と
父
を
見
て
い
た
の
だ
と
話
し
た
。

こ
の
幼
い
子
の
「
な
ぜ
私
は
そ
こ
に
い
な
か
っ
た
の
か
」「
生
ま
れ
る
前
に
私
は
ど
こ
に
い
た
の
か
」
と
い
う
問
い
は
個
別
的
事
象
、
個
人
的
出
来

事
で
あ
る
が
ゆ
え
に
科
学
が
回
答
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
は
な
く
、
指
摘
す
べ
き
点
は
、
科
学
が
解
明
で
き
る
領
域
に
は

こ
の
種
の
問
い
が
そ
も
そ
も
含
ま
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
点
で
す
。
そ
れ
に
対
し
、
こ
の
幼
い
子
は
、
ひ
と
つ
の
神
話
を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て

こ
の
問
い
に
応
じ
た
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
心
理
学
者
で
あ
る
河
合
隼は
や

雄お

は
次
の
よ
う
な
指
摘
を
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
最
愛
の
人
が
交
通
事
故
で
死
ん
で
し
ま
っ
た

時
、
遺の
こ

さ
れ
た
人
は
「
な
ぜ
？
」
と
問
う
。「
な
ぜ
あ
の
人
が
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
」
と
。「
こ
れ
に
対
し
て
『
頭
部
外
傷
に
よ
り
…
…
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云
々
』
と
医
者
は
答
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
答
え
は
間
違
っ
て
は
い
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

。
間
違
っ
て
は
い
な
い
が
、
こ
の
ひ
と
を
満
足
さ
せ
は
し
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

」

こ
こ
に
重
要
な
指
摘
が
あ
り
ま
す
。
僕
ら
は
「
正
し
い
／
間
違
っ
て
い
る
」
と
い
う
基
準
と
同
時
に
、「
満
足
で
き
る
／
で
き
な
い
」
も
し
く
は

「
納
得
で
き
る
／
で
き
な
い
」「
受
け
入
れ
ら
れ
る
／
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
基
準
も
併
せ
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
科
学
は
あ
く
ま
で
も
今
述

べ
た
中
の
真
／
偽
と
基
準
あ
る
い
は
観
点
を
中
心
に
編
ま
れ
る
体
系
で
す
。

現
代
的
な
価
値
観
の
下
で
は
、
真
偽
が
確
固
た
る
基
準
で
あ
り
、
納
得
で
き
る
か
否
か
と
い
う
基
準
は
そ
れ
に
劣
る
も
の
で
あ
り
、
優
先
す
べ
き
は

真
偽
の
観
点
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

つ
ま
り
、
真
偽
な
観
点
が
強
い
立
場
で
あ
り
、
納
得
や
満
足
と
い
う
観
点
は
③
脆
弱
で
あ
り
優
先
さ
れ
な
い
立
場
と
い
う
こ
と
で
す
。
後
者
の
観

点
を
、
科
学
は
保
証
し
て
く
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
僕
ら
は
何
ら
か
の
神
話
を
必
要
と
し
て
い
る
。

四

も
う
一
つ
、
実
証
可
能
で
は
な
い
が
、
切
実
な
物
語
（
神
話
）
の
場
面
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
Ｃ
遠
藤
周
作
『
沈
黙
』（
新
潮
文
庫
）
に
次

の
よ
う
な
場
面
が
あ
り
ま
す
。

『
沈
黙
』
は
、
主
人
公
で
あ
る
司
祭
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ロ
ド
リ
ゴ
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
の
最
中
の
日
本
に
た
ど
り
着
き
、
そ
こ
で
不

遇
と
苦
し
み
の
只た
だ
な
か中
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
を
目
の
当
た
り
に
し
、
自
身
も
そ
こ
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
④
顚
末
を
描
い
た
小
説
で
す
。
そ
の

中
に
、
次
の
よ
う
な
場
面
が
あ
り
ま
す
。

逃
げ
回
っ
て
い
た
主
人
公
も
と
う
と
う
奉ぶ

行ぎ
よ
う

所し
よ

の
⑤
警
吏
に
捕
ら
え
ら
れ
て
し
ま
う
。
同
じ
よ
う
に
捕
ら
え
ら
れ
て
い
る
男
女
四
、
五
人
も
洗
礼

を
受
け
た
日
本
人
つ
ま
り
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
だ
っ
た
。
し
か
し
、
手
を
く
く
ら
れ
て
捕
ま
っ
て
い
る
の
に
、
彼
ら
の
様
子
が
お
か
し
い
。
怯お
び

え
て

い
る
様
子
が
見
ら
れ
な
い
。「
み
ん
な
平
気
な
の
か
」「
や
が
て
私
た
ち
も
同
じ
よ
う
に
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
の
に
」
と
司
祭
が
尋
ね
る
と
、
モ
ニ
カ
と

い
う
洗
礼
名
を
与
え
ら
れ
た
貧
し
い
農
民
の
女
が
こ
う
答
え
た
。

「
わ
か
り
ま
っ
せ
ん
。
あ
っ
じ
ょ
ん
、
パ
ラ
イ
ソ
に
行
け
ば
、
ほ
ん
て
永
劫
、
安
楽
が
あ
る
と
石
田
さ
ま
は
常
々
、
申
さ
れ
と
り
ま
し
た
。
あ
そ
こ

じ
ゃ
、
年
貢
の
き
び
し
い
と
り
立
て
も
な
か
と
ね
。
飢
餓
（
う
え
）
も
病
の
心
配
も
な
か
。
苦
役
も
な
か
。
も
う
働
く
だ
け
働
か
さ
れ
て
、
わ
し
ら
」。

そ
し
て
彼
女
は
溜た
め
い
き息
を
つ
き
、
ロ
ド
リ
ゴ
に
尋
ね
る
。「
ほ
ん
と
、
こ
の
世
は
苦く

患げ
ん

ば
か
り
じ
ゃ
け
ね
え
。
パ
ラ
イ
ソ
に
は
そ
げ
ん
も
の
は
な
か
と
で

す
か
ね
、
パ
ー
ド
レ
」
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こ
の
モ
ニ
カ
の
痛
切
な
問
い
の
前
に
、
ロ
ド
リ
ゴ
は
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
の
正
し
い
教
義
で
は
パ
ラ
イ
ソ
（
天
国
）
と

は
、
モ
ニ
カ
の
考
え
て
い
る
よ
う
な
場
所
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
モ
ニ
カ
は
パ
ラ
イ
ソ
に
救
い
を
求
め
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
日
常
の
生

活
の
苦
し
み
に
も
、
目
の
前
に
迫
っ
た
死
の
恐
怖
に
も
ど
こ
か
楽
天
的
な
態
度
あ
る
い
は
諦あ
き
らめ
の
態
度
を
取
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
の
で
す
。「
天
国

（
パ
ラ
イ
ソ
）
と
は
お
前
の
考
え
て
い
る
よ
う
な
形
で
存
在
す
る
の
で
は
な
い
と
司
祭
は
言
お
う
と
し
て
、
口
を
噤つ
ぐ

ん
だ
。
こ
の
百
姓
た
ち
は
教
理
を

習
う
子
供
の
よ
う
に
、
天
国
と
は
き
び
し
い
税
金
も
苦
役
も
な
い
別
世
界
だ
と
夢
み
て
い
る
ら
し
か
っ
た
。
そ
の
夢
を
残
酷
に
崩
す
権
利
は
誰
に
も
な

か
っ
た
。『
そ
う
だ
よ
』
眼
を
し
ば
た
た
き
な
が
ら
、
彼
は
心
の
中
で
呟つ
ぶ
やい
た
。『
あ
そ
こ
で
は
、
私
た
ち
は
何
も
奪
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
』」

こ
こ
に
も
神
話
が
機
能
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
神
話
の
構
造
が
二
重
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
神
話
構
造
の
一
層
目
は
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
内

部
の
、
い
わ
ば
正
当
な
パ
ラ
イ
ソ
の
神
話
で
す
。
二
層
目
が
、
モ
ニ
カ
の
問
い
か
け
に
応
じ
よ
う
と
す
る
主
人
公
ロ
ド
リ
ゴ
が
語
ろ
う
と
し
て
語
り
き

れ
な
か
っ
た
神
話
（
モ
ニ
カ
が
夢
見
て
い
る
パ
ラ
イ
ソ
）
で
す
。
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
教
の
外
部
に
い
る
者
か
ら
見
れ
ば
、
正
当
な
教
義
を
学
ん
だ
キ
リ

ス
ト
者
の
語
る
パ
ラ
イ
ソ
が
神
話
と
し
て
見
え
ま
す
。
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
者
（
司
祭
で
あ
る
ロ
ド
リ
ゴ
）
か
ら
見
た
場
合
、
モ
ニ
カ
の
語
る
別
世
界
と

し
て
の
パ
ラ
イ
ソ
、
夢
と
し
て
の
パ
ラ
イ
ソ
が
神
話
と
な
る
の
で
す
。

幼
い
子
が
突
然
語
り
出
し
た
生
前
の
物
語
、
そ
し
て
モ
ニ
カ
が
夢
見
て
い
た
死
後
の
世
界
の
物
語
。
生
前
と
死
後
に
つ
い
て
の
こ
の
二
つ
の
物
語

は
、
二
十
一
世
紀
の
科
学
観
あ
る
い
は

ア

な
都
市
生
活
者
の
世
界
観
か
ら
す
る
と
作
り
話
、
つ
ま
り
虚
構
と
言
え
ま
す
。
虚
構
と
は
言
っ
て

も
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
実
証
し
た
結
果
、
否
定
さ
れ
る
と
い
う

イ

な
意
味
、
強
い
意
味
で
の
否
定
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
実
証
に
か
か
ら
な
い
、

ウ

に
討
議
で
き
な
い
と
い
う
意
味
、
つ
ま
り
弱
い
意
味
で
の
否
定
で
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
科
学
的
に
そ
の
成
否
を
問
う
こ
と
が
で
き
な
い
問

い
で
す
。

だ
と
す
れ
ば
、
科
学
の
理
論
的
な
構
造
と
し
て
は
そ
も
そ
も
語
り
得
な
い
も
の
を
「
物
語
」（
あ
る
い
は
「
虚
構
」）
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、

エ

に
実
証
と
し
て
真
偽
を
語
り
得
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
知
る
」
ベ
き
も
の
で
あ
り
、「
信
じ
る
」
と
い

う
行
為
が
不
要
だ
か
ら
で
す
。

物
語
は
そ
れ
が
物
語
で
あ
る
な
ら
ば
、
誰
か
が
深
く
深
く
信
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五

僕
ら
は
、
正
し
く
は
な
い
が
切
実
な
物
語
を
求
め
て
い
る
。
観
測
や
実
証
、
つ
ま
り
理
性
に
よ
っ
て
明
確
に
「
知
る
」
と
い
う
の
で
は
な
く
、
根
拠

を
欠
い
た
形
で
「
信
じ
る
」
こ
と
の
で
き
る
物
語
（
＝
神
話
）
を
ひ
と
は
必
要
と
し
て
い
る
。
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で
は
、
な
ぜ
僕
ら
は
正
し
い
／
間
違
っ
て
い
る
と
い
う
範
疇
の
外
に
あ
る
物
語
を
求
め
る
の
か
、
求
め
ざ
る
を
得
な
い
の
か
？

　
な
ぜ
科
学
が
語
っ

て
く
れ
る
よ
う
な
正
し
い
物
語
で
は
満
足
で
き
な
い
の
か
？

そ
れ
は
、
正
し
い
物
語
で
は
僕
ら
の
孤
独
感

0

0

0

が
癒い
や

さ
れ
な
い
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
遠
藤
周
作
は
別
の
著
書
の
中
で
、
自
身
が
入
院
し
て
い

る
際
の
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
看
護
師
に
、
激
し
い
苦
痛
に
よ
っ
て
叫
び
声
を
上
げ
て
い
る
患
者
が
い
た
時
は
ど
ん
な
風
に
対
処
す
る
の
か
と
尋
ね
る
と
、
手
を
握
っ
て
あ
げ

る
の
で
す
、
と
答
え
た
。
手
を
握
っ
て
あ
げ
る
と
患
者
は
一
瞬
黙
る
と
い
う
。
そ
れ
を
聞
い
た
遠
藤
は
、
そ
ん
な
手
を
握
っ
て
や
る
く
ら
い
で
激
痛
が

お
さ
ま
る
も
の
か
と
訝い
ぶ
かし
く
思
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
自
身
も
術
後
の
激
し
い
痛
み
を
感
じ
た
時
、
看
護
師
が
手
を
握
っ
て
く
れ
た
。「
私
が
痛
く
て
思
わ
ず
手
を
ぐ
っ
と
握
る
と
、

相
手
も
ぐ
っ
と
握
る
ん
で
す
。
す
る
と
変
な
も
ん
で
、
こ
の
人
は
お
れ
の
痛
み
を
わ
か
っ
て
く
れ
る
ん
だ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
思
う
と
ね
、
痛
み
が
お
さ
ま
る
ん
で
す
。

オ

に
鎮
ま
る
ん
で
す
」

こ
こ
か
ら
遠
藤
は
非
常
に
重
要
な
指
摘
を
し
ま
す
。

「
そ
の
後
良
く
な
っ
て
か
ら
私
は
考
え
て
、
ど
ん
な
痛
み
で
も
苦
し
み
で
も
、
そ
こ
に
孤
独
感
が
含
ま
れ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ん
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
」

な
ぜ
僕
ら
は
物
語
を
求
め
、
そ
し
て
時
に
自
分
の
物
語
を
思
い
が
け
ず
物
語
る
の
か
。
そ
れ
は
、
自
分
の
痛
み
、
苦
し
み
、
悲ひ

嘆た
ん

を
誰
か
に
共
有
し

0

0

0

て
も
ら
う

0

0

0

0

た
め
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
身
の
苦
悩
を
理
解
し
て
も
ら
う
、
共
に
見
届
け
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
そ
れ
を
物
語
の
形
と
し
て
外
在
化

さ
せ
、
出
来
事
と
し
て
生
起
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
か
ら
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
で
語
ら
れ
る
物
語
は

カ

世
界
観
と
は
折
り
合
い
が
悪
い
も
の
、
折
り
合
い
の
つ
か
な
い
も
の
が
多
い
で
し
ょ
う
（
な
ぜ
な

ら
、
そ
も
そ
も
科
学
が
そ
の
孤
独
を
語
り
え
ぬ
局
面
に
お
い
て
、
神
話
が
語
ら
れ
る
の
で
す
か
ら
）。

見
え
る
も
の
と
見
え
な
い
も
の
、
観
測
で
き
る
も
の
と
で
き
な
い
も
の
、
実
証
可
能
な
も
の
と
不
可
能
な
も
の
。
そ
ん
な
科
学
の
領
域
と
神
話
の
世

界
を
縒よ

り
合
わ
せ
て
、
一
つ
の
糸
を
紡
ぐ
よ
う
に
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
が
現
代
を
生
き
る
僕
ら
に
必
要
な
こ
と
で
す
。

（
注
）
パ
ラ
ダ
イ
ム
＝
あ
る
一
時
代
の
人
々
の
も
の
の
見
方
・
考
え
方
を
根
本
的
に
規
定
し
て
い
る
概
念
的
枠
組
み

［
近
内 

悠
太
『V

oice

』

　
な
ぜ
人
は
「
正
し
い
物
語
」
で
は
満
足
で
き
な
い
の
か

　
に
よ
る
］
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問
１

　
空
欄

一

～

五

に
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
後
の
文
の
内
容
を
端
的
に
表
す
小
題
が
付
い
て
い
た
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、

次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は
一

16

　
　
二

17

　
　
三

18

　
　
四

19

　
　
五

20

①

　
「
知
的
権
威
」
へ
の
抵
抗

②

　
正
し
く
は
な
い
が
「
切
実
な
物
語
」

③

　
科
学
の
領
域
に
は
属
さ
な
い
物
語

④

　
「
正
し
い
／
間
違
っ
て
い
る
」
の
範
疇
を
超
え
て

⑤

　
「
科
学
と
、
科
学
以
外
の
物
語
」

問
２

　
空
欄

Ｘ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

21

①

　
十
六
世
紀
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
血
液
循
環
説
が
一
般
化
し
た
わ
け
で
す
。

②

　
血
液
は
肝
臓
で
作
ら
れ
、
抹
消
組
織
で
消
費
さ
れ
る
と
分
か
っ
た
の
で
す
。

③

　
十
八
世
紀
に
な
る
ま
で
、
人
類
は
間
違
っ
た
こ
と
を
信
じ
て
い
た
わ
け
で
す
。

④

　
十
八
世
紀
に
な
っ
て
も
血
液
循
環
説
は
異
端
の
主
張
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。

⑤

　
十
七
世
紀
に
な
る
ま
で
、
人
類
は
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

問
３

　
傍
線
部
①
～
⑤
の
漢
字
の
読
み
と
し
て
、
一
つ
だ
け
間
違
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
を
選
べ
。
解
答
番
号
は

22

①

　
霧む
さ
ん散

　
　
②

　
範は
ん
ち
ゅ
う疇

　
　
③

　
脆き
じ
ゃ
く弱

　
　
④

　
顚て
ん
ま
つ末

　
　
⑤

　
警け

い
り吏
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問
４

　
傍
線
部
Ａ
「
前
提
」
指
示
す
る
内
容
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

23

①

　
権
威
に
よ
る
既
存
の
学
説

②

　
小
学
校
で
習
う
よ
う
な
「
常
識
」

③

　
異
端
の
主
張
で
あ
っ
た
血
液
循
環
説

④

　
血
液
は
生
成
さ
れ
な
い
と
す
る
説

⑤

　
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
の
画
期
的
学
説

問
５

　
傍
線
部
Ｂ
の
空
欄
部
に
入
る
鳥
の
名
前
と
同
じ
漢
字
が
空
欄
部
に
入
る
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

解
答
番
号
は

24

①

　
合
の
衆

②

　
口
と
な
る
も
牛
後
と
な
る
な
か
れ

③

　
能
あ
る

は
爪
を
隠
す

④

　
百
ま
で
踊
り
忘
れ
ず

⑤

　
の
真
似
を
す
る
烏

問
６

　
空
欄

Ⅰ

～

Ⅴ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
の
組
み
合
わ
せ
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

25

①

　
Ⅰ

　
そ
し
て

　
　
　
Ⅱ

　
し
か
し

　
　
　
　
Ⅲ

　
な
ぜ
な
ら

　
　
　
　
Ⅳ

　
さ
て

　
　
　
　
　
Ⅴ

　
つ
ま
り

②

　
Ⅰ

　
な
ぜ
な
ら

　
　
Ⅱ

　
つ
ま
り

　
　
　
　
Ⅲ

　
さ
て

　
　
　
　
　
　
Ⅳ

　
そ
し
て

　
　
　
　
Ⅴ

　
し
か
し

③

　
Ⅰ

　
し
か
し

　
　
　
Ⅱ

　
そ
し
て

　
　
　
　
Ⅲ

　
な
ぜ
な
ら

　
　
　
　
Ⅳ

　
つ
ま
り

　
　
　
　
Ⅴ

　
さ
て

④

　
Ⅰ

　
つ
ま
り

　
　
　
Ⅱ

　
さ
て

　
　
　
　
　
Ⅲ

　
そ
し
て

　
　
　
　
　
Ⅳ

　
し
か
し

　
　
　
　
Ⅴ

　
な
ぜ
な
ら

⑤

　
Ⅰ

　
さ
て

　
　
　
　
Ⅱ

　
し
か
し

　
　
　
　
Ⅲ

　
つ
ま
り

　
　
　
　
　
Ⅳ

　
な
ぜ
な
ら

　
　
　
Ⅴ

　
そ
し
て
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問
７

　
空
欄

ａ

～

ｅ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
カ
タ
カ
ナ
外
来
語
を
、
次
の
①
～
⑥
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。

解
答
番
号
は
ａ

26

　
　
ｂ

27

　
　
ｃ

28

　
　
ｄ

29

　
　
ｅ

30

①

　
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

②

　
マ
ク
ロ

③

　
ス
ケ
ー
ル

④

　
シ
フ
ト

⑤

　
ミ
ク
ロ

⑥

　
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

問
８

　
空
欄

Ｙ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

31

①

　
神
話
の
語
釈
の
②
と
し
て
の
事
柄

②

　
①
で
も
②
で
も
な
い
科
学
的
物
語

③

　
第
③
の
解
釈
と
で
も
い
え
る
神
話

④

　
神
話
の
語
釈
の
①
と
し
て
の
物
語

⑤

　
神
話
と
科
学
と
の
融
合
し
た
物
語
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問
9

　
傍
線
部
Ｃ
「
遠
藤
周
作
」
の
作
品
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。（
太
平
洋
戦
争
中
、
九
州
大
学
の
医
学
部
で
行
わ
れ
た
生
体
解
剖
事

件
を
題
材
に
し
た
、
映
画
に
も
な
っ
た
代
表
作
で
す
）
解
答
番
号
は

32

①

　
人
間
失
格

②

　
海
と
毒
薬

③

　
黒
い
雨

④

　
暗
夜
行
路

⑤

　
地
獄
変  

問
10

　
空
欄

ア

～

カ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
の
組
み
合
わ
せ
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

33

①

　
ア

　
現
代
的

　
　
イ

　
積
極
的

　
　
ウ

　
実
証
的

　
　
エ

　
理
論
的

　
　
オ

　
心
理
的

　
　
カ

　
科
学
的

②

　
ア

　
積
極
的

　
　
イ

　
現
代
的

　
　
ウ

　
理
論
的

　
　
エ

　
実
証
的

　
　
オ

　
科
学
的

　
　
カ

　
心
理
的

③

　
ア

　
実
証
的

　
　
イ

　
理
論
的

　
　
ウ

　
現
代
的

　
　
エ

　
科
学
的

　
　
オ

　
心
理
的

　
　
カ

　
積
極
的

④

　
ア

　
理
論
的

　
　
イ

　
科
学
的

　
　
ウ

　
積
極
的

　
　
エ

　
心
理
的

　
　
オ

　
実
証
的

　
　
カ

　
現
代
的

⑤

　
ア

　
心
理
的

　
　
イ

　
実
証
的

　
　
ウ

　
科
学
的

　
　
エ

　
現
代
的

　
　
オ

　
積
極
的

　
　
カ

　
理
論
的
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2026（令和 8）年度　日本医療科学大学
入学試験問題【一般選抜（Ⅰ期Ｂ日程）】

1 . 試験中は監督者の注意・指示に従ってください。

2 . 解答開始の指示があるまで、この問題冊子の中は見てはいけません。

3 . 解答用紙（マークシート）には、解答欄以外に氏名、フリガナ、受験番号、入試区分、
受験科目の記入欄がありますので、監督者の指示に従って正しく記入・マークして
ください。正しく記入・マークされない場合、採点不可となることがありますので
十分に注意してください。

4 . 解答は、解答用紙（マークシート）の記入例に従って、正しくマークしてください。
マークが薄い場合や一部分しかマークしていない場合、訂正箇所を消しゴムできれい
に消していない（消し跡が残っている）場合などは、解答が正しく読み取れず採点に
影響することがあります。

5 . 問題冊子の余白は途中式等で適宜利用してかまいませんが、切り離してはいけません。

6 . 試験中に問題冊子の印刷不鮮明、ページの落丁、乱丁及び解答用紙（マークシート）
の汚れなどに気がついた場合は、手を挙げて監督者に申し出てください。

7 . 解答終了後、問題冊子は回収します。受験番号と氏名を記入してください。

8 . 数学Ⅰ・数学 A の解答上の注意は裏表紙に記載があります。監督者の指示後、この
問題冊子を裏返して読んでください。

9 . 各科目の問題は以下のページに記載されています。6 科目の中から 2 科目を選択し
解答してください。

受験番号 氏名

過去問題（2026 年度）



数学Ⅰ・数学Ａの解答上の注意

1 . 問題文中の 1 ， 2 ， 3 …には，特に指示がないかぎり，符号－，数字
0 ～ 9 のいずれか一つが対応しています。それらを解答用紙の解答番号の欄の 1，
2，3，…で示された解答記入欄にマークして答えなさい。問題文中の 1 2  ，
3 4 5 などでは，複数桁の数値あるいは符号－を伴う数値で答えなさい。

例1　 6 7 8
 に－ 37 と答える場合は

解答
番号 解 答 記 入 欄

６

７

８

なお，同じ問題文中で 9 ， 10 11 などが 2 回以上現れるときは，2 回目以降は
9 ， 10 11 のように細字で表記します。

2 . 分数の形の解答の場合は，既約（それ以上約分できない）分数で答えなさい。また，
符号は分子につけ，分母にはつけてはいけません。
根号を含む解答では，根号の中の自然数が最小となるように答えなさい。

例 2　
13

12
，

16

14 15
に

4

3 ，
3

52 と答えるところを，
8

6 ，
6

54 のように

答えてはいけません。

例3　
19

17 18
に

9

5 を答えるときは，
9

5 と答えなさい。

例 4　 20 21 ，
24

22 23
に 26 ，

2

10 と答えるところを， 83 ，
6

90√
の

ように答えてはいけません。

3 . 小数の形で解答する場合は，指定された桁数の一つ下の桁を四捨五入して答えなさい。
また，必要に応じて，指定された桁まで⓪にマークしなさい。

　　例5　 25 ． 26 に 2. 78 と答えたいときは，2. 8 として答えなさい。
　　例6　 27 ． 28 29 に 1. 3 と答えたいときは，1. 30 として答えなさい。

解答欄
解答
番号

６

７

８

【一般選抜（Ⅰ期 B 日程）】



第1問

以下の空欄をうめよ。

（ 1 ） 2
3 × 3

4 × 4
5 × 5

6 － 3
2 × 4

3 × 5
4 × 6

5 ＝
3

1 2

である。

（ 2 ）a ＋ b ＝ c
2 のとき，（a ＋ b ＋ c）2 －（a ＋ b － c）2 ＝ 4 である。

（ 3 ）x 2 ＋ xy － 2 y 2 ＋ x ＋ 5 y － 2 を因数分解すると（x ＋ ay ＋ b）（x ＋ cy ＋ d）
となるが，a ＋ b ＋ c ＋ d ＝ 5 である。

（ 4 ）x の2次不等式 ax2 ＋ bx ＋3＞0を満たす x の範囲が－3＜ x ＜ 2
1 であるとき，

a ＋ b ＝ 6 7 である。

（ 5 ）右の図は 8 個の数 9，3，7，5，7，10，5，2
を変量とするデータの箱ひげ図である。図中の
　p，q，r，s，t の値に対して p ＋ q ＋ r ＋ s ＋ t

＝ 8 9 である。ただし，箱ひげ図の間隔
は必ずしも正確ではない。

数学Ⅰ・数学Ａ

p q r s t

－ 1 －
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第2問

x の 2 次関数を
　　　　 f（x）＝ x 2 ＋ 4 ax ＋ 3 a 2 ＋ 3 a ＋ 4
とする。
以下の空欄をうめよ。

（ 1 ）f（x）のグラフの頂点の座標を a を用いて表すと
（ 10 11 a， 12 a 2 ＋ 13 a ＋ 14 ）である。また，f（x）のグラフが

x 軸と接するときの a の値を小さい順に a 1，a 2 とすると，a 1 ＝ 15 16 ，
a 2 ＝ 17 である。

（ 2 ）a 1，a 2 は（ 1 ）で定めた値とする。2 つの 2 次関数
　　　　 y ＝ x 2 ＋ 4 a 1 x ＋ 3 a 1

2 ＋ 3 a 1 ＋ 4
　　　　 y ＝ x 2 ＋ 4 a 2 x ＋ 3 a 2

2 ＋ 3 a 2 ＋ 4
のグラフの交点の x 座標を p とすると，p ＝ 18 19 である。
また，関数 g（x）を

　　　　 g（x）＝
⎧
⎨
⎩

x 2 ＋ 4 a 2 x  ＋ 3 a 2
2 ＋ 3 a 2  + 4（－ 10 ≦ x ＜ p）

x 2 ＋ 4 a 1 x  ＋ 3 a 1
2 ＋ 3 a 1  + 4（p ≦ x ≦ 8）

とするとき，g（x）は x ＝ 20 のとき最大値 21 22 をとる。

－ 2 －
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第3問

面積が 15 7 である三角形 ABC の 3 つの内角の大きさを∠ CAB ＝A,
∠ ABC ＝B，∠ BCA ＝C とし，3 辺の長さを BC ＝ a，CA ＝ b，AB ＝ c とすると，
a：b：c ＝ 5：6：4 となるという。
以下の空欄をうめよ。

（ 1 ）sin B ＝
25

23 24
である。また，a ＝ 26 27 ，b ＝ 28 29 ，c ＝ 30

である。

（ 2 ）三角形 ABC の外接円の半径，内接円の半径をそれぞれ R，r とすると

　　R ＝
34

3331 32
，r ＝ 35 である。

第4問

1 枚の硬貨を投げて表が出たら 1 点，裏が出たら 2 点を与えるものとする。硬貨を
何回か投げて，それまでの得点の合計が 5 点以上になった時点で硬貨を投げるのを
終了するとし，終了するまでに硬貨を投げた回数を X とする。
以下の空欄をうめよ。

（ 1 ）X ＝ 5，X ＝ 4，X ＝ 3 となる確率はそれぞれ
37 38

36
，

40 41

39
，

43

42

である。

（ 2 ）X の期待値は
44 45

46 47
である。

－ 3 －
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第5問

AB ＝ AC ＝ 5 である三角形 ABC の内接円と辺 BC，CA，AB の接点をそれぞれ
P，Q，R とすると，BP ＝ 2 となるという。
以下の空欄をうめよ。

（ 1 ）BR ＝ 48 ，BC ＝ 49 である。

（ 2 ）AP ＝ 50 51 である。また，三角形 ABC の内接円の中心を I とすると，

AI ＝
55

52 53 54
である。

第6問

自然数 p，q が
　　　　 7 p － 4 q ＝ 1　………①
を満たす。
以下の空欄をうめよ。

（ 1 ）①を満たす自然数 p，q の組（p，q）のうち，p の値が最小である組は
（ 56 ， 57 ）である。また，①を満たす自然数 p，q の組（p，q）のうち，

p の値が小さい方から数えて 4 番目の組は（ 58 59 ， 60 61 ）である。

（ 2 ）自然数 p，q が
　　　　 7 p － 4 q ＝ 11　………②

を満たすとき，②を満たす自然数 p，q の組（p，q）のうち，p の値が最小で
ある組は（ 62 ， 63 ）である。また，②を満たす自然数 p，q の組（p，q）
のうち，p の値が小さい方から数えて 4 番目の組は（ 64 65 ， 66 67 ）
である。

－ 4 －
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物理基礎

第1問　次の問い（問１～８）に答えよ。

問 1　 地上から 2. 0 kg の小球を初速度 9. 8 m/s で真上に投げ上げた。最高点の地上からの
高さ［m］と，最高点における小球にはたらく力の大きさ［N］の値として最も
適当なものを，次の①～⑤からそれぞれ一つずつ選べ。ただし，重力加速度の大きさ
を 9. 8 m/s 2 とする。� 高さ［解答番号 1 ］，力の大きさ［解答番号 2 ］

①　0　　②　4. 9　　③　9. 8　　④　14. 7　　⑤　19. 6

問 2　 図 1 は，時刻 t ＝ 0 において x 軸の原点で静止していた物体が x 軸上を運動する
ときの時刻 t における速度 v を表したグラフである。この物体の運動に関する記述
として誤りを含むものを，次の①～④から一つ選べ。� ［解答番号 3 ］

①　0 ≦ t ≦ t 1 において，加速度の大きさは増加している。
②　t 1 ≦ t ≦ t 2 において，等加速度運動している。
③　t 2 ≦ t ≦ t 3 において，加速度の向きは x 軸の負の向きである。
④　t ＝ t 1 における物体の位置 x は，t 軸と直線 t ＝ t 1 と曲線で囲まれた面積で表される。

図 1

0

v

tt 1 t 2 t 3
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問 3　 図 2 のように，あらい水平面上に置かれた重さ 12 N の物体に，水平から斜め上方
30°の向きに力 F を加える。この力の大きさを少しずつ大きくしていったところ，
F＝6. 0 N をこえた直後に物体は水平方向にすべり出した。この物体と面との間の
静止摩擦係数として最も適当なものを，次の①～④から一つ選べ。ただし， 3 ＝1. 73
とする。� ［解答番号 4 ］

①　0. 43　　②　0. 50　　③　0. 58　　④　0. 67

問 4　 一様な太さのU字管に入れた水と油が図3の位置でつりあっている。水と油の境界面
からそれぞれの液面までの高さは，水は 12 cm，油は 15 cm である。水の密度を
1. 0 × 10 3 kg/m3 としたとき，油の密度として最も適当なものを，次の①～④から
一つ選べ。� ［解答番号 5 ］

①　2. 5 × 10 2 kg/m3　　②　7. 5 × 10 2 kg/m3　　③　8. 0 × 10 2 kg/m3　　
④　1. 3 × 10 3 kg/m3

図 2

図 3

F
30°

12 cm 15 cm水
油
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問 5　 0℃の氷 100 gに一定の割合で熱量を加えていくと，8分 21 秒後に氷はすべてとけて
0 ℃の水となり，その 2 分 6 秒後に水の温度は 20 ℃になった。水はつねに一様な
温度で上昇するものとし，水の比熱を 4. 20 J/（g･K）�とする。このとき，氷の融解熱
の値として最も適当なものを，次の①～④から一つ選べ。� ［解答番号 6 ］

①　107 J/g　　②　183 J/g　　③　256 J/g　　④　334 J/g

問 6　 図 4 のように，弦は，振動数 440 Hz のおんさ A とおもりが両端に取りつけられ，
滑車 C にかけられている。こま B は A と C の間を移動して任意の 1 点で弦を固定
することができる。B がある位置でおんさを振動させたところ，弦が共振した。
次に，B を C に向かって少しずつ移動させながらおんさを振動させたところ，
25 cm 移動したとき初めて再び共振した。このとき，弦を伝わる波の速さとして最も
適当なものを，次の①～④から一つ選べ。� ［解答番号 7 ］

①　1. 1 × 10 2 m/s　�②　2. 2 × 10 2 m/s　�③　8. 8 × 10 2 m/s　�④　1. 8 × 10 3 m/s

問 7　 発電所で発電された電気は，送電線によって家庭や工場に運ばれている。これに
関する次の記述 A，B の正誤の組合せとして最も適当なものを，表の①～④から
一つ選べ。� ［解答番号 ８ ］

Ａ　一定の電力を送電する場合，電圧が高いほど送電線を
流れる電流は小さい。

Ｂ　一定の電力を送電する場合，送電線の電気抵抗による
電力損失は，電圧が高いほど大きい。

A B
① 正 正
② 正 誤
③ 誤 正
④ 誤 誤

図 4

A B C
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問 8　 電気エネルギーは，さまざまな１次エネルギーを変換することで得ることができる。
その過程で，力学的エネルギーに変換されない発電方式として最も適当なものを，
次の①～⑤から一つ選べ。� ［解答番号 9 ］

①　水力発電　　②　火力発電　　③　原子力発電
④　風力発電　　⑤　太陽電池による発電

－ 8 －
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第2問　図5のように，糸1で天井につり下げられた，なめらかに回転する軽い定滑車Pに
糸 2 をかけ，両端に質量 3 m および m の小球 A，B を取りつけた。A を支え，
糸のたるみのない状態から静かにはなすと，A は下降を始めた。
次に，図 6 のように，糸 3 の一端に A を，他端を天井に固定し，定滑車 P と
なめらかに回転する軽い定滑車 Q に通し，Q に糸で B を取りつけた。A を支え，
糸のたるみのない状態から静かにはなすと，A は下降を始めた。
糸はすべて軽くて伸びないものとし，重力加速度の大きさを として，次の
問い（問１～４）に答えよ。

問 1　 図 5 のとき，A の加速度の大きさとして最も適当なものを，次の①～⑤から一つ
選べ。� ［解答番号 10 ］

①　 4
1 　　②　 3

1 　　③　 2
1 　　④　 3

2 　　⑤　

問 2　 図 5 のとき，糸 2 の張力の大きさとして最も適当なものを，次の①～⑤から一つ
選べ。� ［解答番号 11 ］

①　m 　　②　 2
3 m 　　③　2 m 　　④　3 m 　　⑤　4 m

図 5 図 6

A
AB

B

P

糸 1

糸 2

糸 3

P Q
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問 3　 図 6 のとき，A の加速度の大きさを a と表すと，B の加速度はどう表されるか。
最も適当なものを，次の①～⑤から一つ選べ。� ［解答番号 12 ］

①　 4
1 a　　②　 3

1 a　　③　 2
1 a　　④　 3

2 a　　⑤　a

問 4　 問 3 の A の加速度の大きさ a として最も適当なものを，次の①～⑤から一つ選べ。
� ［解答番号 13 ］

①　 3
2 　　②　 6

5 　　③　 7
4 　　④　 8

5 　　⑤　13
10

－ 10 －
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第3問　図 7 の実線は，x 軸の正の向きに進んでいる正弦波の時刻 t ＝ 0 s における波形
である。時間がたつにつれて波形は移動し，0. 040 s 後に波形は初めて時刻 0 s
における波形と同じになった。この波について，次の問い（問１～４）に答えよ。

問 1　 この波の速さはいくつか。最も適当な値を，次の①～④から一つ選べ。
� ［解答番号 14 ］

①　0. 16 m/s　　②　0. 32 m/s　　③　100 m/s　　④　200 m/s

問 2　 次に，x ＝ 18 m の点を固定端としたところ，x 軸の負の向きに進む反射波が生じ，
十分に時間が経過した後，定在波（定常波）ができた。

　　　入射波が図と同じ波形になる時刻において，反射波の x ＝ 0 m における媒質の振動
の様子として最も適当なものを，次の①～④から一つ選べ。� ［解答番号 15 ］

①　変位 yが 1. 0 m　　　　　　　　　　�②　変位 yが－ 1. 0 m
③　変位 yが 0 m で，速度が正の向き　　④　変位 yが 0 m で，速度が負の向き

問 3　 問 2 において，隣りあう節と節の間隔は何 m か。最も適当な値を，次の①～④から
一つ選べ。� ［解答番号 16 ］

①　2. 0 m　　②　4. 0 m　　③　8. 0 m　　④　16 m

図 7

0
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問 4　 問 2 において，x ＝ 4. 0 m の位置は，定在波の腹になる，節になる，どちらでもない，
のいずれになるか。最も適当なものを，次の①～③から一つ選べ。

� ［解答番号 17 ］

①　腹　　②　節　　③　どちらでもない

－ 12 －
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第4問　図8のように，抵抗A，B，Cを電池に接続する。このとき，次の問い（問１～４）
に答えよ。

問 1　 A，B，C の抵抗値がすべて R のとき，A，B，C の合成抵抗の式として最も適当な
ものを次の①～⑤から一つ選べ。� ［解答番号 18 ］

①　 3
2 R　　②　R　　③　 2

3 R　　④　2 R　　⑤　3 R

問 2　 A，B の抵抗値がそれぞれ R，3 R であり，加わる電圧が等しいとき，C の抵抗値を
表す式として最も適当なものを次の①～⑤から一つ選べ。� ［解答番号 19 ］

①　 3
1 R　　②　 3

2 R　　③　 2
3 R　　④　2 R　　⑤　3 R

問 3　 B，C の抵抗値がそれぞれ R，2 R であるとき，C で発生するジュール熱は，B で
発生するジュール熱の何倍か。最も適当なものを次の①～⑤から一つ選べ。

� ［解答番号 20 ］

①　 4
1 　　②　 2

1 　　③　1　　④　2　　⑤　4

図 8
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B

C
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問 4　 A，B，C の抵抗値がそれぞれ R，R，2 R であるとき，C で発生するジュール熱は，
A で発生するジュール熱の何倍か。最も適当なものを次の①～⑤から一つ選べ。

� ［解答番号 21 ］

①　 9
2 　　②　 9

4 　　③　 3
1 　　④　 3

2 　　⑤　 3
4

－ 14 －
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第5問　図 9 のように，なめらかな水平な床と，水平と 30°の角をなす斜面がなめらかに
つながっている。床の一部にばね定数 50 N/m の軽いばねをつけ，一端に質量
2. 0 kg の物体を押しあててばねを d［m］だけ縮め静かにはなした。物体は
ばねが自然の長さになった位置でばねから離れ，水平面上の点 A を速さ 4. 2 m/s
で通過し，斜面を上がり，最高点 C に達した。このとき，重力加速度の大きさを
9. 8 m/s 2 として，次の問い（問１～４）に答えよ。

問 1　 ばねの縮み d の値として最も適当なものを，次の①～⑤から一つ選べ。
� ［解答番号 22 ］

①　0. 16 m　　②　0. 42 m　　③　0. 56 m　　④　0. 63 m　　⑤　0. 84 m

問 2　 斜面 BC がなめらかで摩擦がないとすると，最高点 C の水平面からの高さは何 m に
なるか。最も適当な値を，次の①～⑤から一つ選べ。� ［解答番号 23 ］

①　0. 42 m　　②　0. 63 m　　③　0. 70 m　　④　0. 90 m　　⑤　1. 8 m

問 3　 斜面 BC があらく摩擦があり，動摩擦係数が 2 3
1

であるとき，物体が斜面上で

受ける動摩擦力はいくつか。最も適当な値を，次の①～⑤から一つ選べ。

� ［解答番号 24 ］

①　2. 8 N　　②　4. 9 N　　③　9. 8 N　　④　14. 7 N　　⑤　19. 8 N

 A B

C

30°

図 9
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問 4　 問 3 のとき，物体が斜面上で到達する最高点の高さは，水平面から何 m になるか。
最も適当な値を，次の①～⑤から一つ選べ。� ［解答番号 25 ］

①　0. 42 m　　②　0. 60 m　　③　0. 70 m　　④　0. 90 m　　⑤　1. 8 m

－ 16 －
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化学基礎

必要があれば、原子量および定数は次の値を使うこと。
H：1. 0　　He：4. 0　　C：12　　N：14　　O：16　　Na：23　　Cl：35. 5　　K：39
アボガドロ定数　6. 0 × 10 23 /mol

第1問　以下の問い（問 1 ～ 4）に答えよ。

問 1　 以下の記述（ 1 ）、（ 2 ）に当てはまるものとして最も適当なものを、それぞれ次の
①～⑥のうちから一つ選べ。

（ 1 ）ともに純物質であるものの組み合わせ� ［解答番号 1 ］

（ 2 ）ともに混合物であるものの組み合わせ� ［解答番号 2 ］

①　泥と銀
②　水と空気
③　牛乳とメタン
④　希硫酸とガソリン
⑤　酸素とドライアイス
⑥　海水と水酸化ナトリウム

問 2　 以下の記述（ａ～ｄ）のうち、物質の三態の中で液体の状態として正しいものは
どれか。組み合わせとして最も適当なものを、次の①～⓪のうちから一つ選べ。

� ［解答番号 3 ］

ａ　粒子は熱運動をしている。
ｂ　粒子は自由に飛び回っている。
ｃ　粒子は特定の場所にとどまっている。
ｄ　粒子間の距離が大きく、他の状態と比べて密度が最も小さい。

①　ａ　　　　②　ｂ　　　　③　ｃ　　　　④　ｄ　　　　⑤　ａ・ｂ
⑥　ａ・ｃ　　⑦　ａ・ｄ　　⑧　ｂ・ｃ　　⑨　ｂ・ｄ　　⓪　ｃ・ｄ

－ 17 －
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問 3　 以下の文章の に当てはまるものとして最も適当なものを、次の①～⑥の
うちから一つ選べ。� ［解答番号 4 ］

再結晶とは、一定量の溶媒に溶解する物質の量が溶媒の によって異なること
を利用し、固体物質に含まれる少量の不純物を除いて、目的となる物質の結晶を作る
操作のことである。

①　重さ　　②　密度　　③　体積　　④　温度　　⑤　種類　　⑥　物質量

問 4　 大理石に希塩酸を注ぐと発生する気体はどれか。最も適当なものを、次の①～⑥の
うちから一つ選べ。� 　［解答番号 5 ］

①　H2　　②　He　　③　O2　　④　N2　　⑤　CO2　　⑥　NH3

－ 18 －
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第2問　以下の問い（問 1 ～ 5）に答えよ。

問 1　 電子の総数がケイ素と同じものはどれか。最も適当なものを、次の①～⑧のうち
から一つ選べ。� ［解答番号 6 ］�

①　H2O　　②　NH3　　③　OH－　　④　CO
⑤　Cl－　　�⑥　C　　　�⑦　O2��　　�⑧　Na＋

問 2　 以下の原子（ａ～ｆ）のうち、安定なイオンになったとき、最外殻が変わるものは
どれか。組み合わせとして最も適当なものを、次の①～⓪のうちから一つ選べ。

� ［解答番号 7 ］

ａ　硫黄
ｂ　塩素
ｃ　酸素
ｄ　フッ素
ｅ　リチウム
ｆ　カルシウム

①　ａ・ｂ　　②　ｂ・ｃ　　③　ｃ・ｄ　　④　ｄ・ｅ　　⑤　ｅ・ｆ
⑥　ａ・ｃ　　⑦　ｂ・ｄ　　⑧　ｃ・ｅ　　⑨　ｄ・ｆ　　⓪　ａ・ｆ

問 3　 ある元素の放射性同位体 X の量が 32 日後、6. 25 % に減少していた。X の半減期
として最も適当なものを、次の①～⑧のうちから一つ選べ。� ［解答番号 8 ］

①　 2 日　　②　 3 日　　③　 4 日　　④　 8 日
⑤　16 日　　⑥　64 日　　⑦　128 日　　⑧　256 日

－ 19 －
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問 4　 金属元素はどれか。最も適当なものを、次の①～⑥のうちから一つ選べ。
� ［解答番号 9 ］

①　Be　　②　Si　　③　P　　④　S　　⑤　Cl　　⑥　Ne

問 5　 以下の記述（ａ～ｆ）のうち、誤りを含むものはどれか。組み合わせとして最も
適当なものを、次の①～⓪のうちから一つ選べ。� ［解答番号 10 ］

ａ　遷移元素はすべて金属元素である。
ｂ　2 族の元素はすべて金属元素である。
ｃ　原子番号 20 までの元素はすべて典型元素である。
ｄ　周期表の 1 族、2 族および 12 ～ 18 族の元素をすべて典型元素という。
ｅ　周期表の第2周期に属するすべての元素の原子の最も外側の電子殻はM殻である。
ｆ　貴ガス以外のすべての典型元素は、価電子の数と族番号の 1 の位の数が一致して

いる。

①　ａ・ｂ　　②　ｂ・ｃ　　③　ｃ・ｄ　　④　ｄ・ｅ　　⑤　ｅ・ｆ
⑥　ａ・ｃ　　⑦　ｂ・ｄ　　⑧　ｃ・ｅ　　⑨　ｄ・ｆ　　⓪　ａ・ｆ
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第3問　以下の問い（問 1 ～ 3）に答えよ。

問 1　 以下の物質（ａ～ｆ）について、以下の問い（ 1 ）、（ 2 ）に答えよ。

ａ　水
ｂ　塩素
ｃ　水素
ｄ　メタン
ｅ　二酸化炭素
ｆ　アンモニア

（ 1 ）極性分子はどれか。組み合わせとして最も適当なものを、次の①～⓪のうち
から一つ選べ。� ［解答番号 11 ］

①　ａ・ｂ　　②　ｂ・ｃ　　③　ｃ・ｄ　　④　ｄ・ｅ　　⑤　ｅ・ｆ
⑥　ａ・ｃ　　⑦　ｂ・ｄ　　⑧　ｃ・ｅ　　⑨　ｄ・ｆ　　⓪　ａ・ｆ

（ 2 ）無極性分子で、かつ分子内の各原子間の結合に電荷の偏りのあるものはどれか。
組み合わせとして最も適当なものを、次の①～⓪のうちから一つ選べ。

� ［解答番号 12 ］

①　ａ・ｂ　　②　ｂ・ｃ　　③　ｃ・ｄ　　④　ｄ・ｅ　　⑤　ｅ・ｆ
⑥　ａ・ｃ　　⑦　ｂ・ｄ　　⑧　ｃ・ｅ　　⑨　ｄ・ｆ　　⓪　ａ・ｆ

問 2　 以下の原子のうち、不対電子が最も多いものはどれか。最も適当なものを、次の
①～⑧のうちから一つ選べ。� ［解答番号 13 ］

①　リチウム　　②　ベリリウム　　③　ホウ素　　④　炭素
⑤　窒素　　　　⑥　酸素　　　　　⑦　フッ素　　⑧　ネオン

－ 21 －
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問 3　 以下の記述（ 1 ）、（ 2 ）に当てはまるものとして最も適当なものを、それぞれ次の
①～⓪のうちから一つ選べ。

（ 1 ）イオン化エネルギーが最も小さい原子� ［解答番号 14 ］

（ 2 ）電子親和力が最も大きい原子� ［解答番号 15 ］

①　H　　②　He　　③　Li　　④　Be　　⑤　B
⑥　C　　⑦　N　　��⑧　F　　⑨　Ne　　⓪　Na

－ 22 －
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第4問　以下の問い（問 1 ～ 2）に答えよ。

問 1　 112 L の水素と 44. 8 L の酸素を混合し点火し完全に反応させたとき、生じた水の
質量は何 g か。また、残っている気体の体積は何 L か。最も適当なものを、それ
ぞれ次の①～⑥のうちから一つ選べ。ただし、気体の体積は 0 ℃、1. 013 × 10 5 Pa
の条件下で測定したものとする。

生じた水の質量� ［解答番号 16 ］

①　18 g　　②　36 g　　③　48 g　　④　60 g　　⑤　72 g　　⑥　88 g

残っている気体の体積� ［解答番号 17 ］

①　22. 4 L　�②　44. 8 L　�③　67. 2 L　�④　89. 4 L　�⑤　112. 0 L　�⑥　134. 4 L

問 2　 次の（ 1 ）～（ 3 ）の気体はどれか。最も適当なものを、それぞれ次の①～⑥の
うちから一つ選べ。

（ 1 ）0 ℃、1. 013 × 10 5 Pa で 112 mL、重さ 0. 220 g の気体� ［解答番号 18 ］

（ 2 ）0 ℃、1. 013 × 10 5 Pa で密度 1. 63 g/L の気体� ［解答番号 19 ］

（ 3 ）0 ℃、1. 013 × 10 5 Pa で水素の密度の 2 倍の気体� ［解答番号 20 ］

①　CO2　　②　NH3　　③　CO　　④　He　　⑤　Cl 2　　⑥　HCl

－ 23 －
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第5問　以下の問い（問 1 ～ 5）に答えよ。

問 1　 pH 1. 0 の塩酸10 mLに水を加えてpH 3. 0 にした。このとき、加えた水の量はどれか。
最も適当なものを、次の①～⑧のうちから一つ選べ。� ［解答番号 21 ］

①　 10 mL　　②　 90 mL　　③　190 mL　　④　 200 mL
⑤　290 mL　　⑥　300 mL　　⑦　990 mL　　⑧　1, 000 mL

問 2　 以下の溶液のうち、最も pH が大きいのはどれか。最も適当なものを、次の①～⑥
のうちから一つ選べ。� ［解答番号 22 ］

①　酢　��②　醤油　��③　血液　��④　牛乳　��⑤　植物の灰を入れた水　��⑥　涙

問 3　 塩化ナトリウムを含む水酸化カリウムの粉末 7. 0 g を水に溶かして 200 mL にした。
このうち 10 mL をとり、0. 50 mol/L の塩酸で中和したところ、10 mL を要した。
最初の粉末の水酸化カリウムの純度として最も適当なものを、次の①～⑥のうち
から一つ選べ。� ［解答番号 23 ］

①　80 %　　②　84 %　　③　86 %　　④　90 %　　⑤　94 %　　⑥　96 %

問 4　 以下の溶液のうち、最も電離度が小さいのはどれか。最も適当なものを、次の①～⑥
のうちから一つ選べ。ただし、溶液の温度は 25 ℃、濃度は全て 1 mol/L とする。

� ［解答番号 24 ］

①　KOH　　　②　CH3COOH　　③　HNO3

④　H2SO 4　　⑤　Ba（OH）2　　　⑥　NaOH

－ 24 －
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問 5　 以下の物質（ａ～ｆ）について、水溶液にすると酸性を示すのはどれか。組み合わせ
として最も適当なものを、次の①～⓪のうちから一つ選べ。� ［解答番号 25 ］

ａ　NaCl
ｂ　NH4Cl�
ｃ　Na 2CO 3

ｄ　NaHSO4

ｅ　NaHCO3

ｆ　（CH3COO）2Ca�

①　ａ・ｂ　　②　ｂ・ｃ　　③　ｃ・ｄ　　④　ｄ・ｅ　　⑤　ｅ・ｆ
⑥　ａ・ｃ　　⑦　ｂ・ｄ　　⑧　ｃ・ｅ　　⑨　ｄ・ｆ　　⓪　ａ・ｆ

－ 25 －
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第6問　以下の問い（問 1 ～ 5）に答えよ。

問 1　 以下の酸化還元反応で、下線を引いた原子の酸化数が反応の前後で最も大きく変化
したのはどれか。最も適当なものを、次の①～⑥のうちから一つ選べ。

� ［解答番号 26 ］

①　2 H2O ＋ 2�Na → 2�NaOH ＋ H2

②　SO2 ＋ 2 H2S → 3�S ＋ 2 H2O
③　2 KMnO4 ＋ 5 H2O 2 ＋ 3 H2SO 4 → K2SO 4 ＋ 2�MnSO4 ＋ 5 O2＋ 8 H2O
④　Cu ＋ 2 H2　SO 4 → CuSO4 ＋ 2 H2O ＋ SO2

⑤　NH3 ＋ 2 O2 → HNO3 ＋ H2O
⑥　2 KClO 3 → 2 KCl ＋ 3 O2

問 2　 以下の銅板と亜鉛板を使ったダニエル電池に関する記述（ａ～ｆ）のうち、誤りを
含むものはどれか。組み合わせとして最も適当なものを、次の①～⓪のうちから
一つ選べ。� ［解答番号 27 ］

ａ　銅板が正極（＋）になる。
ｂ　銅（Ⅱ）イオンは還元される。
ｃ　正極（＋）では Cu が析出する。
ｄ　負極（－）では Zn2＋が溶け出す。
ｅ　亜鉛板から銅板に向かって電流が流れる。
ｆ　銅板側の電解液には硫酸銅水溶液を用いる。

①　ａ　　②　ｂ　　　　③　ｃ　　　　④　ｄ　　　　⑤　ｅ
⑥　ｆ　　⑦　ａ・ｂ　　⑧　ｃ・ｄ　　⑨　ｅ・ｆ　　⓪　ａ・ｆ
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問 3　 以下の金属（ａ～ｆ）について、高温の水蒸気と反応するものはどれか。組み合わせ
として最も適当なものを、次の①～⓪のうちから一つ選べ。� ［解答番号 28 ］

ａ　Fe　　ｂ　Sn　　ｃ　Cu　　ｄ　Pb　　ｅ　Ni　　ｆ　Zn

①　ａ　　②　ｂ　　　　③　ｃ　　　　④　ｄ　　　　⑤　ｅ
⑥　ｆ　　⑦　ａ・ｂ　　⑧　ｃ・ｄ　　⑨　ｅ・ｆ　　⓪　ａ・ｆ

問 4　 以下の記述（ａ～ｆ）のうち、酸化還元反応が関連していないものはどれか。組み
合わせとして最も適当なものを、次の①～⓪のうちから一つ選べ。

� ［解答番号 29 ］

ａ　銅像が錆びて表面が緑色になった。
ｂ　鉄粉を用いたカイロが温かくなった。
ｃ　食塩水を放置したところ結晶が生じた。
ｄ　燃料電池から電気エネルギーを取り出した。
ｅ　水酸化ナトリウム水溶液を塩酸で中和した。
ｆ　鉄鉱石とコークスを溶鉱炉で加熱したら鉄ができた。

①　ａ・ｂ　　②　ｂ・ｃ　　③　ｃ・ｄ　　④　ｄ・ｅ　　⑤　ｅ・ｆ
⑥　ａ・ｃ　　⑦　ｂ・ｄ　　⑧　ｃ・ｅ　　⑨　ｄ・ｆ　　⓪　ａ・ｆ

問 5　 携帯電話、ノートパソコン、電気自動車に使われる電池はどれか。最も適当なものを、
次の①～⑥のうちから一つ選べ。� ［解答番号 30 ］

①　鉛蓄電池　　　　　②　酸化銀電池　　③　リチウムイオン電池
④　マンガン乾電池　　⑤　空気電池　　　⑥　ニッケル・カドミウム電池
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生物基礎

第1問　細胞と DNA に関する次の文章を読み、以下の問い（問１～ 10）に答えよ。

生物は、1 つの細胞で生命を営んでいる単細胞生物と、様々な構造や機能に
ア した複数の細胞からなる多細胞生物に分けられる。細胞の種類は、

（ａ）原核細胞と、様々な構造体をもつ真核細胞に分けられる。どちらの細胞にも、
イ という分子が（ｂ）多数つながってできている DNA が含まれる。 イ は、

（ｃ）塩基・（ｄ）糖・リン酸の 3 つの部分から構成されている。DNA の塩基配列は

（ｅ）RNA の塩基配列として写し取られ、その後、（ｆ）タンパク質のアミノ酸配列
に変換される。

問 1　 文章中の ア に入る語句として最も適当なものを、次の①～④のうちから一つ
選べ。� ［解答番号 １ ］

①　進化　　②　異化　　③　分化　　④　分配

問 2　 下線部（ａ）の記述に関して、原核細胞からなる生物として最も適当なものを、次の
①～⑥のうちから一つ選べ。� ［解答番号 2 ］

①　ゾウリムシ　　　　　②　ミドリムシ　　　③　クラミドモナス
④　シアノバクテリア　　⑤　オオカナダモ　　⑥　ヒドラ

問 3　 文章中の イ に入る語句として最も適当なものを、次の①～④のうちから一つ
選べ。� ［解答番号 3 ］

①　アデノシン　　②　アデノシン三リン酸　　③　リボ核酸　　
④　ヌクレオチド
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問 4　 下線部（ｂ）の記述に関して、分子どうしがつながっている部分の組み合わせとし
て最も適当なものを、次の①～④のうちから一つ選べ。� ［解答番号 4 ］

①　塩基－糖　　　②　塩基－リン酸　　
③　糖－リン酸　　④　リン酸－リン酸

問 5　 下線部（ｃ）の記述に関して、ある生物に含まれる DNA の塩基数全体に対して
アデニンの割合が 26. 8�% であった場合、シトシンの割合として最も適当なものを、
次の①～⑥のうちから一つ選べ。� ［解答番号 5 ］

①　22. 8�%　　②　23. 2�%　　③　26. 8�%　　
④　27. 2�%　　⑤　28. 6�%　　⑥　33. 2�%

問 6　 下線部（ｄ）の記述に関して、DNA を構成している糖として最も適当なものを、
次の①～⑥のうちから一つ選べ。� ［解答番号 6 ］

①　グルコース　　②　スクロース　　③　グリコーゲン
④　デンプン　　　⑤　リボース　　　⑥　デオキシリボース

問 7　 下線部（ｅ）の記述に関して、RNA に含まれている物質として最も適当なものを、
次の①～④のうちから一つ選べ。� ［解答番号 7 ］

①　チミン　　②　グアニン　　③　システイン　　④　メチオニン

問 8　 下線部（ｅ）の記述に関して、RNA の塩基配列がタンパク質のアミノ酸配列に変換
される過程を示す語句として最も適当なものを、次の①～④のうちから一つ選べ。
� ［解答番号 8 ］

①　転写　　②　翻訳　 　③　発現　 　④　セントラルドグマ
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問 9　 ゲノムと DNA に関する記述として最も適当でないものを、次の①～⑥のうちから
一つ選べ。� ［解答番号 9 ］

①　ゲノムは、個体の形成、維持、生命活動を営むための遺伝情報をもつ DNA
の 1 組である。

②　真核生物の生殖細胞には、1 組のゲノムが含まれる。
③　真核生物の体細胞には、2 組のゲノムが含まれる。
④　アフリカツメガエルのゲノムサイズは、大腸菌よりも大きい。
⑤　ヒトのゲノムサイズは、約 30 億塩基対である。
⑥　ヒトのゲノムにおいて、遺伝子が占める割合は約 15�% である。

問 10　生体内の化学反応に関する記述として最も適当でないものを、次の①～⑥のうちから
一つ選べ。� ［解答番号 10 ］

①　酵素は、おもにタンパク質からできていて、細胞内で合成される。
②　酵素は、ほかの物質の化学反応を促進するはたらきをもつ。
③　酵素は、特定の基質にだけはたらきかける性質をもつ。
④　酵素は、細胞外へ分泌されてはたらく場合もある。
⑤　呼吸は、無機物を分解してエネルギーを取り出す仕組みである。
⑥　光合成は、光エネルギーを用いた炭酸同化である。
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第2問　ヒトの体の調節について以下の問い（問 1 ～ 10）に答えよ。

問 1　 動脈血が流れる血管として最も適当なものを、次の①～⑥のうちから一つ選べ。
� ［解答番号 11 ］

①　肝門脈　　②　肝静脈　　③　腎静脈
④　肺動脈　　⑤　肺静脈　　⑥　鎖骨下静脈

問2　 血液凝固の際に形成される繊維状のタンパク質を示す語句として最も適当なものを、
次の①～④のうちから一つ選べ。� ［解答番号 12 ］

①　アルブミン　　②　トロンビン　　③　フィブリン　　④　グロブリン

問 3　 重く過剰な全身性のアレルギーを示す語句として最も適当なものを、次の①～④の
うちから一つ選べ。� ［解答番号 13 ］

①　フィードバック　　②　ホメオスタシス
③　二次応答　　　　　④　アナフィラキシー

問 4　 アドレナリンを分泌する内分泌腺として最も適当なものを、次の①～④のうちから
一つ選べ。� ［解答番号 14 ］

①　副腎髄質　　②　副腎皮質　　③　甲状腺　　④　副甲状腺

問 5　 脳下垂体前葉から分泌されるホルモンとして最も適当なものを、次の①～④のうち
から一つ選べ。� ［解答番号 15 ］

①　チロキシン　　　　　②　糖質コルチコイド
③　鉱質コルチコイド　　④　副腎皮質刺激ホルモン
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問 6　 グリコーゲンの分解を促進するホルモンとして最も適当なものを、次の①～④の
うちから一つ選べ。� ［解答番号 16 ］

①　グルカゴン　　　②　インスリン　　
③　バソプレシン　　④　パラトルモン

問 7　 ヒトの脳の構造において脳幹に含まれるものとして最も適当でないものを、次の
①～④のうちから一つ選べ。� ［解答番号 17 ］

①　小脳　　②　中脳　　③　間脳　　④　延髄

問 8　 肝臓のはたらきに関する記述として最も適当でないものを、次の①～④のうちから
一つ選べ。� ［解答番号 18 ］

①　アンモニアを尿素に変える。
②　胆汁を生成する。
③　血しょう中のタンパク質を合成する。
④　動脈血をろ過し、必要な物質を再吸収する。

問 9　 自律神経系のはたらきに関する記述として最も適当でないものを、次の①～⑥の
うちから一つ選べ。� ［解答番号 19 ］

①　自律神経系の中枢は、間脳視床下部にある。
②　自律神経系による調節は、意思とは関係なくはたらく。
③　交感神経は、気管支を拡張する。
④　交感神経は、瞳孔を拡大する。
⑤　副交感神経は、胃腸のぜん動を促進する。
⑥　副交感神経は、ぼうこうからの排尿を抑制する。
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問 10　適応免疫のはたらきに関する記述として最も適当でないものを、次の①～⑥のうち
から一つ選べ。� ［解答番号 20 ］

①　ヘルパー T 細胞は、キラー T 細胞や B 細胞を活性化する。
②　キラー T 細胞は、感染細胞やがん細胞を攻撃する。
③　B 細胞は、活性化されると抗体を産生する。
④　抗原と抗体が結合した複合体は、マクロファージに認識されやすくなる。
⑤　涙には、細菌の細胞壁を溶かすリゾチームが含まれている。
⑥　増殖した T 細胞や B 細胞の一部は、記憶細胞となり体内に残る。
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第3問　生物の多様性と生態系について以下の問い（問 1 ～ 12）に答えよ。

問 1　 土壌が形成されていない場所から始まる遷移を示す語句として最も適当なものを、
次の①～④のうちから一つ選べ。� ［解答番号 21 ］

①　湿性遷移　　②　乾性遷移　　③　一次遷移　　④　二次遷移

問 2　 熱帯・亜熱帯にみられ、乾燥に強いイネのなかまが優占し、背丈の低い樹木が点在
するバイオームとして最も適当なものを、次の①～④のうちから一つ選べ。�
� ［解答番号 22 ］

①　サバンナ　　②　ステップ　　③　砂漠　　④　ツンドラ

問 3　 年平均気温が高く、雨季と乾季のある地域にみられるバイオームとして最も適当な
ものを、次の①～⑥のうちから一つ選べ。� ［解答番号 23 ］

①　熱帯多雨林　　②　夏緑樹林　　③　雨緑樹林
④　硬葉樹林　　　⑤　照葉樹林　　⑥　針葉樹林

問 4　 亜熱帯多雨林にみられる植物として最も適当なものを、次の①～⑥のうちから一つ
選べ。� ［解答番号 24 ］

①　オリーブ　　②　ゲッケイジュ　　③　アカシア
④　ヘゴ　　　　⑤　チーク　　　　　⑥　カラマツ

問 5　 九州、四国から関東地方にかけての丘陵帯にみられる植物として最も適当なものを、
次の①～⑥のうちから一つ選べ。� ［解答番号 25 ］

①　スダジイ　　②　ブナ　　　　③　ミズナラ
④　コマクサ　　⑤　エゾマツ　　⑥　トドマツ
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問 6　 本州中部の亜高山帯にみられる植物として最も適当なものを、次の①～⑥のうちから
一つ選べ。� ［解答番号 26 ］

①　タブノキ　　②　クスノキ　　③　トチノキ
④　ハイマツ　　⑤　シラビソ　　⑥　ハクサンイチゲ

問 7　 日本における絶滅危惧種として最も適当なものを、次の①～⑥のうちから一つ選べ。
� ［解答番号 27 ］

①　オニオオハシ　　　　　　②　ウチダザリガニ　　③　セアカゴケグモ
④　カスミサンショウウオ　　⑤　ウシガエル　　　　⑥　ブルーギル

問 8　 日本における外来生物として最も適当なものを、次の①～⑥のうちから一つ選べ。
� ［解答番号 28 ］

①　アオキ　　②　カタクリ　　　③　ブタクサ
④　ヒグマ　　⑤　ニホンジカ　　⑥　オオムラサキ

問 9　 優占種を説明する記述として最も適当なものを、次の①～④のうちから一つ選べ。
� ［解答番号 29 ］

①　植生を構成する植物のうち、量的な割合が高い種である。
②　土壌が形成されていない場所に最初に生息する種である。
③　生態系の上位にあってほかの生物の生活に大きな影響を与える種である。
④　生息場所の改変などにより、そこに生息する他の生物に影響を与える種で

ある。

問 10　間接効果を説明する記述として最も適当なものを、次の①～④のうちから一つ選べ。
� ［解答番号 30 ］

①　生物が非生物的環境に影響を及ぼすことである。
②　私たちが生態系から受けるさまざまな恩恵のことである。
③　直接的には捕食・被食の関係がない生物の間で見られる影響のことである。
④　生物の死がいや排出物を栄養分として取り入れることである。
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問 11　人為的攪乱を示す記述として最も適当でないものを、次の①～④のうちから一つ
選べ。� ［解答番号 31 ］

①　森林を農地や宅地に転換することである。
②　極相林にできたギャップにより樹木が入れ替わることである。
③　漁業によって特定の生物種を乱獲することである。
④　マイクロプラスチックが海洋へ流れ込むことである。

問 12　生態系に関する記述として最も適当でないものを、次の①～④のうちから一つ選べ。
� ［解答番号 32 ］

①　里山は、生物多様性の高い生態系となっている。
②　食物連鎖は、捕食や被食を介した生物どうしの複雑な絡み合いである。
③　環境アセスメントでは、開発の前後に生物や環境について調査をする。
④　生態系には、攪乱を受けても、もとの状態に戻ろうとする復元力が備わって

いる。
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英語

第1問　次の問 1 ～問 6 の空欄 1 ～ 6 に入れるのに最も適当なものを、
それぞれ下の①～④のうちから一つずつ選び、解答欄に番号をマークせよ。

問 1　 The public policy of Japan is shaped with a 1 to the benefit of the nation 
as a whole.

①　aim
②　purpose
③　thought
④　view

問 2　 My father gives me a 2 to school every day.

①　car
②　foot
③　ride
④　try

問 3　 The patient was barely 3 of writing his own name.

①　brave
②　capable
③　regrettable
④　possible

問 4　 Money is the only thing which 4 to her.

①　bothers
②　concerns
③　matters
④　troubles
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問 5　 5 most people in this office, he doesn’t come to work by train.

①　Among
②　Despite
③　Perhaps
④　Unlike

問 6　 John had 3 boxes of 4 balls. His friend gave him 2 more balls. 
Therefore, John has 6 balls now.

①　5
②　9
③　10
④　14
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第 2問　次の問 1 ～問 5 の会話の 7 ～ 11 に入れるのに最も適当なものを、 
それぞれ下の①～④のうちから一つずつ選び、解答欄に番号をマークせよ。

問 1　 A：Lucy, the cookies you baked for us were delicious !
7 I’d like to bake some for my kids.

B：Sure. I will email it to you later.

①　Can you bake some more?
②　I like the chocolate ones the best.
③　Where did you buy them?
④　You’ll have to tell me the recipe. 

問 2　 A：I bought two kilos of mushrooms at the grocery store. 8

B：No, thank you. I don’t like mushrooms.

①　Did you buy any other vegetables?
②　Did you go to the grocery store?
③　Do you know how to make mushroom soup?
④　Do you want some of them?

問 3　 A：I am thinking of becoming a dancer. 9

I have them three times a week.
B：That sounds like a good start.

①　I have already begun taking lessons.
②　My friend said I was a good dancer.
③　We have danced together before.
④　You are good at dancing.

－ 39 －

【一般選抜（Ⅰ期 B 日程）】



問 4　 A：The water in this river looks clean and transparent. 10

B：Yes. It’s safe and clean.

①　Can we drink it?
②　Did you see any flowers?
③　Let’s jump into the lake.
④　Where did you buy the water?

問 5　 A：I would like to go downtown by taxi. 11

B：It should be about fifteen bucks.

①　How can I get there?
②　How far is it?
③　How long does it take?
④　How much will it be?
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第3問　次の（1）～（9）の 9 組の文章の 12 ～ 20 にはそれぞれ共通の語が入る。 
下の枠内の①～⑨のうちから最も適当な語を一つずつ選び、解答欄に番号を 
マークせよ。ただし、各語は一度のみ使用することとする。

⑴　Doctors expect him to make a full 12 .
The economy is showing signs of 12 .

⑵　Eating healthy food as snacks is a good 13 .
Some people drink alcohol as much from 13 as from desire.

⑶　She lost her 14 of hearing early in life.
It makes 14 to save money while you can.

⑷　Police believe there are thousands of illegal guns in 15 . 
Regular exercise will improve blood 15 .

⑸　He suffered 16 loss for weeks after the accident.
I have a clear 16 of the first time I met Lisa.

⑹　The immune 17 is the body’s ability to stay safe by protecting against harmful agents.
The decision provoked an angry 17 from residents.

⑺　Environmental factors can accelerate the 18 of certain cancers.
The funds will be used for marketing and product 18 .

⑻　It is impossible to understand the complex nature of the human 19 .
“A sound 19 in a sound body” is a famous proverb.

⑼　Muscle 20 can be a sign of stress.
The incident has further increased 20 between the two countries.

①　circulation　　②　development　　③　habit　　④　memory　　⑤　mind
⑥　recovery　　 ⑦　response　　　  ⑧　sense　　⑨　tension
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第4問　次の問 1 ～問 12 の空欄 21 ～ 32 に入れるのに最も適当なものを、 
それぞれ下の①～④のうちから一つずつ選び、解答欄に番号をマークせよ。

問 1　 Some of the results in this research paper were quite 21 .

①　surprise　　②　surprised　　③　surprising　　④　to surprise

問 2　 Fresh strawberries taste 22 but they are expensive.

①　deliciously　　②　good　　③　successive　　④　well

問 3　 She insisted that everyone 23 to the commemoration ceremony. 

①　come　　②　comes　　③　came　　④　had come

問 4　 I know a friend 24 first and last names are the same as mine.

①　what　　②　which　　③　who　　④　whose

問 5　 It was careless 25 you to leave the window open.

①　for　　②　of　　③　to　　④　with

問 6　 It rained most of the time we were in New York, 26 was pretty disappointing.

①　what　　②　when　　③　where　　④　which

問 7　 When Tom 27 , he is going to live in Canada.

①　retire　　②　retires　　③　retired　　④　will retire
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問 8　 My parents are considering 28 a new house. 

①　buy　　②　buying　　③　bought　　④　to buy

問 9　 She is two years junior 29 me. 

①　below　　②　than　　③　under　　④　to

問 10　I would rather you 30 in summer than in winter.

①　came　　②　coming　　③　to come　　④　will come

問 11　My Spanish is as good as 31 .

①　he　　②　he’s　　③　him　　④　his

問 12　 32 under a microscope, a rare form of lung cancer is distinguishable from 
the usual type.

①　See　　②　Seeing　　③　Seen　　④　Having seen 
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第5問　次の 33 ～ 37 に入れるのに最も適当な語を、下の①～⑤のうちから 
選び、解答欄に番号をマークせよ。ただし、各語は一度のみ使用することとする。

You can often treat a cold without seeing a doctor. You should 33 to feel better 
in about 1 to 2 weeks. If you 34 a high temperature or do not feel well enough to 
do your normal activities, try to stay at home and avoid contact with other people until 
you feel better. You can buy cough and cold medicines from pharmacies. A pharmacist 
can 35 you on the best medicine. Doctors do not recommend antibiotics for colds 
because they will not 36 your symptoms or speed up your recovery. Antibiotics only
37 if you have a bacterial infection, but colds are caused by viruses.

（Modified：National Health Service,“Common cold”）

①　advise
②　begin
③　have
④　relieve
⑤　work
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第6問　次の文を読んで、後の問 1 ～問 3 に答えよ。

Japan’s unemployment rate in January remained unchanged for the fourth 
consecutive month at 2.5 percent, reflecting a tight labor market amid a worker shortage, 
the government said Tuesday. The total number of people with jobs climbed 0.2 percent 
to a seasonally adjusted 68.27 million, while those without jobs grew 1.2 percent to 1.74 
million, the Ministry of Internal Affairs and Communications said.

The unemployment rate remained flat from a revised 2.5 percent in December, 
the ministry said. “The labor market seems to be expanding,” a ministry official said, 
adding, “The employment situation at the moment seems not so bad.”

Of those not in work, the number of people 39 voluntarily left their jobs decreased 
1.3 percent to 760,000, while those seeking employment rose 11.6 percent to 480,000. 
The number of people dismissed 40 employers or who reached retirement age fell 
7.5 percent to 370,000, according to the ministry. The ministry official said the rise in 
the number of people seeking jobs was possibly affected by recent inflation.

The job availability ratio increased 0.01 point from December to 1.26, up for 
the first time in four months, meaning there were 126 jobs available for every 100 job 
seekers, according to separate data released by the Ministry of Health, Labour and Welfare.

By industry, there were 5.0 percent more new job offers in the service sector 
than a year earlier, while academic research and specialized services saw a 3.2 percent 
increase. Meanwhile, new job openings fell 5.3 percent in the education sector and slid 
5.0 percent in the entertainment sector, the data said.

（Modified：KYODO NEWS, Mar 4, 2025）
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問 1　下線の単語 tight の意味に最も近い語を、下の①～④のうちから 1 つ選び、解答欄
38 に番号をマークせよ。

①　isolated　　②　relaxed　　③　strained　　④　united

問 2　本文中の 39 と 40 に入れるのに最も適当な語を、それぞれ①～④のうち
から一つずつ選び、解答欄に番号をマークせよ。

（1） 39

①　when　　②　which　　③　who　　④　whose

（2） 40

①　among　　②　by　　③　to　　④　with

－ 46 －

【一般選抜（Ⅰ期 B 日程）】



問 3　 以下の 41 ～ 45 の解説文について、本文の内容と一致するものには①、 
一致しないものには②の番号を解答欄にマークせよ。

41 The total number of people without jobs grew 1.2 percent to 1.74 million.

42 The number of people seeking employment rose 11.6 percent to 480,000.

43 The rise in the number of people seeking jobs was solely affected by recent 
inflation.

44 There were 126 jobs available for every 100 job seekers, according to 
separate data released by the Ministry of Internal Affairs and Communications. 

45 By industry, there were 5.0 percent more new job offers in the entertainment 
sector than a year earlier.
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【
一
】
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
い
（
問
１
～
問
８
）
に
答
え
よ
。
な
お
、
設
問
の
都
合
上
、
本
文
を
省
略
、
改
変
し
た
箇
所
が
あ
る
。

２
０
１
６
年
の
米
大
統
領
選
で
は
「
Ｘ
ポ
ス
ト
真
実
」
と
い
う
言
葉
が
注
目
さ
れ
た
。
伝
統
的
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
や
科
学
な
ど
専
門
的
な
言
説

に
対
す
る
信
頼
性
が
低
下
し
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
や
㋐
イ
ン
謀
論
が
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
状
況
を
指
す
㋑
ガ
イ
念
で
あ
る
。
そ
の
後
、

事
態
は
さ
ら
に

Ａ

し
、
今
や
私
た
ち
は
ポ
ス
ト
真
実
が
常
態
化
し
た
世
界
に
生
き
て
い
る
。

㋒
シ
ュ
ウ
知
の
通
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
一
連
の
状
況
を
生
み
出
し
た
、
あ
る
い
は
ⓐ
悪
化
さ
せ
た
要
因
と
し
て
し
ば
し
ば
批
判
さ
れ
て
き
た
。

Ⅰ

ポ
ス

ト
真
実
へ
の
㋓
シ
ョ
方
箋せ
ん

も
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
偽
・
誤
情
報
へ
の
対
策
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。

Ⅱ

、
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
の
㋔
ス
イ
進
、

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
、

Ⅲ

法
的
規
制
で
あ
る
。
昨
年
の
国
内
の
選
挙
を
め
ぐ
る
諸
問
題
か
ら
危
機
意
識
を
高
め
た
日
本
の
伝
統
的

メ
デ
ィ
ア
で
も
、
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
こ
そ
が
ポ
ス
ト
真
実
に
対
し
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
果
た
す
べ
き
役
割
だ
と
い
う
考
え
が
共
有
さ
れ
つ
つ
あ
る

よ
う
に
見
え
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
流
通
す
る
情
報
や
そ
れ
を
可
能
に
す
る
デ
ジ
タ
ル
環
境
に
問
題
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

Ⅳ

、
こ
こ
で
あ
え
て
問
い
た
い
の
は
次

の
点
で
あ
る
。
ポ
ス
ト
真
実
の

Ｂ

に
対
し
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
取
り
組
む
べ
き
は
、
果
た
し
て
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
だ
け
で
十
分
だ
ろ
う
か
？

ポ
ス
ト
真
実
の
成
立
に
は
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
変
化
だ
け
で
な
く
、
民
主
主
義
諸
制
度
の

Ｃ

、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
思
想
の

Ｄ

、
反
エ
リ
ー

ト
主
義
の
広
が
り
な
ど
の
社
会
の
多
様
な
領
域
に
お
け
る
中
・
長
期
的
な
変
化
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
点
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

Ⅴ

、
ポ

ス
ト
真
実
に
向
き
合
う
た
め
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
対
策
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
複
合
的
な
要
因
が
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
か
の
診
断
と
そ
れ
を
踏
ま

え
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
し
て
こ
う
し
た
中
・
長
期
的
動
向
に
目
を
向
け
た
時
、「
ニ
ュ
ー
ス
の
娯
楽
化
」
と
い
う
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
変
化
も
ま
た
、
ポ
ス
ト
真
実
の
成

立
や
活
性
化
と
の
関
連
性
を
め
ぐ
り
、
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

ニ
ュ
ー
ス
の

Ｅ

そ
の
も
の
は
、
20
世
紀
末
か
ら
進
展
す
る
世
界
的
な
①
潮
流
だ
が
、
そ
の
具
体
的
な
過
程
は
多
様
だ
。
日
本
の
場
合
、
テ
レ

ビ
が
こ
の
変
化
を
主
導
し
た
。
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
②
嚆
矢
は
１
９
８
５
年
か
ら
放
送
を
開
始
し
た
「
ニ
ュ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
あ

る
。「
中
学
生
で
も
分
か
る
ニ
ュ
ー
ス
」
を
掲
げ
、「
軽
快
・
③
庶
民
感
覚
・
Ｙ
喜
怒

楽
」
と
い
う
報
道
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
た
同
番
組
は
高
視

聴
率
を
獲
得
し
、
テ
レ
ビ
政
治
時
代
の
本
格
的
到
来
を
も
た
ら
し
た
。

こ
う
し
た
傾
向
は
、「
政
治
報
道
」
が
情
報
番
組
や
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
と
い
っ
た
娯
楽
系
ジ
ャ
ン
ル
と
融
合
し
始
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
加
速
す
る
。

一
連
の
流
れ
に
お
い
て
鍵
と
な
っ
た
の
が
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
変
化
で
あ
っ
た
。
従
来
は
芸
能
や
事
件
・
事
故
を
中
心
に
扱
っ
て
き
た
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
が

現
代
の
国
語
・
言
語
文
化
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次
第
に
政
治
関
連
の
話
題
を
ⓑ
軽
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
２
０
０
１
年
に
誕
生
し
た
Ｋ
政
権
が
展
開
し
た
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
「
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
政
治
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
Ｋ
首
相
が
提
示
し
た
改
革
勢

力
と
抵
抗
勢
力
の
対
立
図
式
や
、
人
々
の
共
感
を
④
喚
起
す
る
言
動
は
ニ
ュ
ー
ス
の
娯
楽
化
の
潮
流
に
適
合
的
で
あ
っ
た
。
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
は
こ
れ
ら

一
連
の
特
徴
を
強
調
す
る
形
で
政
治
を
劇
場
化
し
た
。今
日
に
至
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
政
治
の
理
解
や
語
り
の
枠
組
み
は
こ
こ
で
形
づ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
ニ
ュ
ー
ス
の
娯
楽
化
を
通
じ
て
公
共
的
、
あ
る
い
は
政
治
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
新
た
な
文
化
が
確
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
以

下
で
は
そ
れ
を
「
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
的
な
も
の
」
と
呼
び
た
い
。
こ
の
文
化
は
政
治
を
感
情
喚
起
型
の
物
語
と
し
て
語
る
特
徴
を
持
つ
。
す
な
わ
ち
、
第

一
に
「
分
か
り
や
す
さ
」
と
「
共
感
」
が
ⓒ
重
視
さ
れ
る
。
そ
し
て
第
二
に
、
政
治
を
「
対
立
」
の
フ
レ
ー
ム
で
捉
え
る
。

そ
し
て
第
三
に
、
一
連
の
物
語
が
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
。
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
肩
書
の
人
物
が
起
用
さ
れ
る
が
、

そ
こ
で
は
必
ず
し
も
専
門
的
な
解
説
が
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、「
庶
民
感
覚
」
に
根
差
し
た
素
朴
な
感
想
や
痛
快

な
批
判
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
十
分
な
取
材
や
調
査
に
基
づ
か
な
い
個
人
の
「
感
じ
方
」
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
名
の
下
に
社
会
に
向
け
て
伝
達
し
、

世
論
形
成
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
ニ
ュ
ー
ス
の
娯
楽
化
は
日
本
で
は
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
的
な
も
の
と
し
て
発
達
し
、
そ
の
文
化
は
民
放
テ
レ
ビ
を
超
え
て
他
の
メ
デ
ィ
ア
に

も
広
が
っ
た
。
そ
し
て
現
在
、
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
的
な
も
の
の
諸
要
素
は
例
え
ば
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
ネ
ッ
ト
上
で
独
自
に
配
信
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
系
な

い
し
解
説
系
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
放
送
法
の
制
約
が
な
い
分
、
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
以
上
に
事
実
性
が
ⓓ
軽
視
さ
れ
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
多
く
で
も
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
的
役
割
が
ⓔ
重
視
さ
れ
る
。
さ
ら
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
無
数
の
ア
カ
ウ
ン
ト
も
ま
た
、
同
種

の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
や
そ
の
他
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
す
る
言
説
こ
そ
が
、
目
下
の
ポ
ス
ト
真
実
の
常
態
化
を
促
進
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
だ
が
、
一
連

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
様
式
や
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
役
割
に
着
目
す
る
と
、
そ
れ
が
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
的
な
も
の
の
「
正
統
な
継
承
者
」
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
ポ
ス
ト
真
実
状
況
の
成
立
や
活
性
化
に
伝
統
的
メ
デ
ィ
ア
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
も
密
接
に
関
わ
っ
て
き
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

無
論
、
ニ
ュ
ー
ス
の
娯
楽
化
が
政
治
へ
の
関
心
を
高
め
る
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
の
意
義
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

に
お
け
る
「
共
感
」
や
「
分
か
り
や
す
さ
」「
庶
民
感
覚
」
が
ポ
ス
ト
真
実
と
の
連
続
線
上
に
あ
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
、
そ
の
適
切
な
あ
り
方
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
民
放
で
今
な
お
続
く
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
依
存
の
姿
勢
も
⑤
早
急
に
再
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
取
り

組
む
べ
き
は
、
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（
注
）
Ｓ
Ｎ
Ｓ
＝  （
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
人
々
が
情
報
を
共
有
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
こ
と
。

［
山
腰
修
三
『
朝
日
新
聞
』「
メ
デ
ィ
ア
私
評
」
に
よ
る
］
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問
１

　
傍
線
部
㋐
～
㋔
の
カ
タ
カ
ナ
に
相
当
す
る
漢
字
を
使
う
も
の
を
、
次
の
①
～
④
の
傍
線
部
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。

解
答
番
号
は
㋐

１

　
　
㋑

２

　
　
㋒

３

　
　
㋓

４

　
　
㋔

５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
犯
罪
人
を
イ
ン
匿
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
イ
ン
果
応
報

㋐

　
イ
ン
謀

　
　
　
　
③

　
光
イ
ン
矢
の
如
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
婚
イ
ン
届
け
を
出
す

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
ガ
イ
博
な
知
識
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
気
ガ
イ
に
欠
け
る

㋑

　
ガ
イ
念

　
　
　
　
③

　
弾
ガ
イ
裁
判
に
出
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
憤
ガ
イ
に
堪
え
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
用
意
シ
ュ
ウ
到
な
準
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
シ
ュ
ウ
寡
敵
せ
ず

㋒

　
シ
ュ
ウ
知

　
　
　
③

　
火
災
予
防
シ
ュ
ウ
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
医
学
を
シ
ュ
ウ
業
す
る

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
シ
ョ
行
無
常
の
響
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
由
シ
ョ
正
し
い
家
柄

㋓

　
シ
ョ
方
箋

　
　
　
③

　
シ
ョ
名
捺
印
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
厳
重
に
シ
ョ
罰
す
る

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
任
務
を
完
ス
イ
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
演
技
に
心
ス
イ
す
る

㋔

　
ス
イ
進

　
　
　
　
③

　
ス
イ
薦
入
試
を
受
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
人
の
世
の
栄
枯
盛
ス
イ
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問
２

　
傍
線
部
①
～
⑤
の
漢
字
の
読
み
と
し
て
、
一
つ
だ
け
間
違
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
を
選
べ
。
解
答
番
号
は

６

①

　
潮ち
ょ
う
り
ゅ
う流

　
　
②

　
嚆こ
う
や矢

　
　
③

　
庶し
ょ
み
ん民

　
　
④

　
喚か
ん
き起

　
　
⑤

　
早さ
っ
き
ゅ
う急

問
３

　
傍
線
部
Ｘ
「
ポ
ス
ト
」
の
本
文
中
で
の
意
味
に
最
も
近
い
意
味
の
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

７

①

　
中
心

　
　
②

　
前
後

　
　
③

　
地
位

　
　
④

　
反

　
　
⑤

　
以
後

問
４

　
空
欄

Ⅰ

～

Ⅴ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
の
組
み
合
わ
せ
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

８

①

　
Ⅰ

　
そ
れ
ゆ
え

　
　
Ⅱ

　
す
な
わ
ち

　
　
Ⅲ

　
そ
し
て

　
　
　
Ⅳ

　
と
は
い
え

　
　
Ⅴ

　
つ
ま
り

②

　
Ⅰ

　
す
な
わ
ち

　
　
Ⅱ

　
そ
れ
ゆ
え

　
　
Ⅲ

　
つ
ま
り

　
　
　
Ⅳ

　
そ
し
て

　
　
　
Ⅴ

　
と
は
い
え

③

　
Ⅰ

　
そ
し
て

　
　
　
Ⅱ

　
と
は
い
え

　
　
Ⅲ

　
そ
れ
ゆ
え

　
　
Ⅳ

　
つ
ま
り

　
　
　
Ⅴ

　
す
な
わ
ち

④

　
Ⅰ

　
と
は
い
え

　
　
Ⅱ

　
つ
ま
り

　
　
　
Ⅲ

　
す
な
わ
ち

　
　
Ⅳ

　
そ
れ
ゆ
え

　
　
Ⅴ

　
そ
し
て

⑤

　
Ⅰ

　
つ
ま
り

　
　
　
Ⅱ

　
そ
れ
ゆ
え

　
　
Ⅲ

　
と
は
い
え

　
　
Ⅳ

　
そ
し
て

　
　
　
Ⅴ

　
す
な
わ
ち

問
５

　
傍
線
部
ⓐ
～
ⓔ
の
う
ち
一
つ
だ
け
故
意
に
（
わ
ざ
と
）
原
文
と
反
対
の
語
に
書
き
換
え
た
語
が
あ
る
。
そ
れ
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。
解
答
番
号
は

９

①

　
ⓐ

　
悪
化

②

　
ⓑ

　
軽
視

③

　
ⓒ

　
重
視

④

　
ⓓ

　
軽
視

⑤

　
ⓔ

　
重
視
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問
６

　
空
欄

Ａ

～

Ｅ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。

解
答
番
号
は
Ａ

10

　
　
Ｂ

11

　
　
Ｃ

12

　
　
Ｄ

13

　
　
Ｅ

14

①

　
常
態
化

②

　
娯
楽
化

③

　
大
衆
化

④

　
形
骸
化

⑤

　
深
刻
化

問
７

　
傍
線
部
Ｙ
「
喜
怒

楽
」
の
空
欄
部
に
入
る
語
と
同
じ
漢
字
が
空
欄
部
に
入
る
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

解
答
番
号
は

15

①

　
縁
奇
縁

②

　
昧
模
糊

③

　
よ
り
青
し

④

　
悼
の
意

⑤

　
想
が
尽
き
る

問
８

　
本
文
の
筆
者
の
主
張
（
考
え
）
に
最
も
近
い
も
の
を
、
次
の
①
～
⑥
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

16

①

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
流
通
す
る
情
報
や
デ
ジ
タ
ル
環
境
に
問
題
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

②

　
ポ
ス
ト
真
実
に
向
き
合
う
た
め
に
は
、
複
合
的
な
要
因
の
関
連
性
の
診
断
と
そ
の
対
応
が
必
要
だ
。

③

　
ニ
ュ
ー
ス
の
娯
楽
化
は
、
世
界
中
ど
の
国
に
も
見
ら
れ
な
い
、
日
本
固
有
の
現
象
だ
と
言
え
よ
う
。

④

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
す
る
言
説
が
、
目
下
の
ポ
ス
ト
真
実
の
常
態
化
を
促
進
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

⑤

　
ニ
ュ
ー
ス
の
娯
楽
化
が
、
政
治
へ
の
関
心
を
高
め
る
役
割
を
担
う
と
い
う
こ
と
は
、
あ
り
得
な
い
。

⑥

　
ポ
ス
ト
真
実
に
対
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
役
割
は
、
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
以
外
に
は
な
い
の
だ
。
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【
二
】
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
い
（
問
１
～
問
5
）
に
答
え
よ
。
な
お
、
設
問
の
都
合
上
、
本
文
を
省
略
、
改
変
し
た
箇
所
が
あ
る
。

世
に
言
う
「
名
言
」
に
は
、
Ａ
言
わ
ず
も
が
な
、
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
古
代
ロ
ー
マ
の
博
物
学
者
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
言
葉
だ
と
さ
れ

る
、〈
た
だ
一
つ
確
か
な
こ
と
は
、
確
か
な
こ
と
は
何
も
な
い
と
い
う
こ
と
だ
〉。
Ｂ
泉
下
の
碩
学
に
叱
ら
れ
そ
う
で
す
が
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
も
っ

と
も
ら
し
く
言
っ
て
い
る
だ
け
、
と
い
う
気
も
し
ま
す
。

無
論
、
こ
の
世
が
「
不
確
実
性
」
に
満
ち
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
で
も
、「
確
か
な
こ
と
は
何
も
な
い
」
か
ら
っ
て
、
一
歩
も
動
か
な
い
、

あ
る
い
は
何
ら
先
へ
の
備
え
も
し
な
い
、
と
い
う
の
で
は
社
会
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
あ
る
程
度
、
予
測
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
の
が
人
間
と
い
う
も

の
で
し
ょ
う
。

警
察
の
運
転
免
許
講
習
な
ど
で
よ
く
言
わ
れ
る
の
が
「
だ
ろ
う
運
転
」
へ
の
戒
め
。

Ｘ

は
「
か
も
し
れ
な
い
運
転
」
で
す
。
例
え
ば
、「
対
向

し
て
く
る
直
進
車
が
通
過
す
る
前
に
右
折
で
き
る
だ
ろ
う

4

4

4

」
と

ａ

に
考
え
る
の
で
は
な
く
「
直
進
車
が
通
過
す
る
前
に
は
右
折
で
き
な
い
か
も
4

4

し
れ
な
い

4

4

4

4

」
と
考
え
よ
、
と
い
っ
た
意
味
で
す
。

で
も
、
当
然
で
す
が
、
い
つ
も

ｂ

に
予
測
し
「
か
も
し
れ
な
い
」
と
警
戒
し
て
い
ら
れ
る
か
、
と
言
え
ば
そ
う
も
い
き
ま
せ
ん
。
実
際
の
話
、

交
差
点
で
「
直
進
の
信
号
は
『
青
』
だ
が
、
信
号
無
視
の
車
が
横
か
ら
突
っ
込
ん
で
来
る

１

」
な
ど
と
考
え
て
い
た
ら
怖
く
て
前
に
進
め
な
い

し
、
交
差
点
が
大
混
乱
に
陥
る
の
は
必
至
で
す
。
ど
の
ド
ラ
イ
バ
ー
も
「
信
号
が
『
青
』
な
ら
、
横
か
ら
車
が
来
る
こ
と
は
な
い
（

２

）」
と

ル
ー
ル
を
信
じ
て
直
進
す
る
か
ら
こ
そ
、
道
路
交
通
の
秩
序
は
保
た
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
法
律
や
条
約
や
協
定
な
ど
無
数
の
ル
ー
ル
、
あ
る
い
は
常
識
や
儀
礼
（
マ
ナ
ー
）
と
い
っ
た
社
会
規
範
と
は
、
こ
の
「
確
か
な
こ
と
は

何
も
な
い
」
世
界
を
生
き
抜
い
て
い
く
た
め
、
人
間
が
紡
ぎ
出
し
た
「
知
恵
」
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

社
会
や
共
同
体
は
、
人
々
が
「
ル
ー
ル
は
守
る
（

３

）」「
常
識
や
マ
ナ
ー
に
反
す
る
こ
と
は
し
な
い
（

４

）」
と
い
う
楽
観
的
予
測
に

よ
っ
て
「
不
確
実
性
」
を
和
ら
げ
る
こ
と
で
何
と
か
回
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
神
な
ら
ぬ
人
間
に
、
地
震
や
台
風
の
よ
う
な
自
然
の

「
不
確
実
性
」
は
ど
う
に
も
で
き
な
い
が
、
せ
め
て
人
の
営
み
は
…
と
い
う
わ
け
で
す
。

今
、
そ
の
正
反
対
、
せ
っ
せ
と
「
不
確
実
性
」
を
高
め
て
い
る
の
が
、
あ
の
米
大
統
領
で
す
。
主
に
経
済
思
想
に
関
し
て
、
19
世
紀
の
「
確
実
性
」

と
20
世
紀
の
「
不
確
実
性
」
を
対
比
し
て
論
じ
た
の
が
、
ジ
ョ
ン
・
Ｋ
・
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
著
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
不
確
実
性
の
時
代
』
で
す
が
、
Ｔ
氏

は
21
世
紀
の
今こ
ん
に
ち日
、
い
わ
ば
、
１
人
で
「
新
・
不
確
実
性
の
時
代
」
を
演
出
し
て
い
ま
す
。

「
他
国
を
手
に
入
れ
た
が
っ
た
り
し
な
い
」「
自
国
よ
り
厳
格
な
他
国
の
自
動
車
安
全
基
準
に
難
癖
を
つ
け
た
り
し
な
い
」「『
法
の
支
配
』
を
傷
つ
け

た
り
し
な
い
」
…
。
世
界
が
、
ル
ー
ル
や
常
識
に
照
ら
し
、
民
主
主
義
国
の
指
導
者
な
ら
「
し
な
い
（

５

）」
と
予
測
し
て
い
た
こ
と
を
、
こ
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と
ご
と
く
や
っ
て
い
る
印
象
で
す
。

誰
も
が
「
続
く
」
と
思
っ
て
い
た
こ
と
を
「
や
め
る
」
は
大
得
意
だ
し
、
自
分
で
「
や
る
」
と
言
っ
た
こ
と
を
「
や
め
る
」
も
し
ば
し
ば
。
そ
の
言

葉
は
羽
根
よ
り
も
軽
く
、
ま
さ
に
「
不
確
実
性
」
が
背
広
を
着
て
い
る
よ
う
な
人
で
す
。

〈
中
略
〉

度
外
れ
た
高
関
税
な
ど
Ｔ
流
の
政
策
で
、
米
国
で
は
消
費
低
迷
な
の
に
物
価
が
上
が
る
「
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
が
起
き
、
世
界
不
況
に
つ
な
が

り
か
ね
な
い
―
と
い
っ
た
見
方
が
あ
り
ま
す
が
、

ｃ

影
響
も
恐
れ
ま
す
。
濃
く
な
っ
た
「
不
確
実
性
」
の
影
に
覆
わ
れ
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な

領
域
で
大
胆
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
モ
メ
ン
タ
ム
（
勢
い
）
が
失
わ
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

見
通
し
の
利
か
な
い
道
で
は
車
の
ス
ピ
ー
ド
を
出
せ
な
い
よ
う
に
、「
不
確
実
性
」
が
高
ま
る
ほ
ど

ｄ

挑
戦
は
し
に
く
く
な
る
。
複
雑
で
長

い
期
間
を
要
す
る
よ
う
な
「
不
確
実
性
」
に
さ
ら
さ
れ
や
す
い
試
み
な
ら
余
計
に
で
す
。
そ
れ
は
、

ｅ

な
新
薬
や
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
か
も
し
れ

な
い
し
、
地
球
環
境
の
危
機
を
回
避
す
る
研
究
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
Ｔ
氏
の
せ
い
で
、
人
類
を
救
う
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
潰つ
い

え
る
と
し
た
ら
、

こ
れ
ほ
ど
罪
深
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

［『
東
京
新
聞
』「
新
・
不
確
実
性
の
時
代
」
に
よ
る
］
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問
１

　
傍
線
部
Ａ
「
言
わ
ず
も
が
な
」
の
本
文
で
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

解
答
番
号
は

17

①

　
決
し
て
口
に
し
て
は
い
け
な
い

②

　
一
度
は
言
っ
て
み
た
い

③

　
誰
で
も
知
っ
て
い
る

④

　
ま
わ
り
く
ど
い

⑤

　
こ
と
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
い

問
２

　
傍
線
部
Ｂ
「
泉
下
の
碩
学
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

18

①

　
あ
の
世
の
博
学
者

②

　
歴
史
的
大
人
物

③

　
世
界
的
な
哲
学
者

④

　
清
貧
な
宗
教
家

⑤

　
戦
争
時
の
偉
人

問
３

　
空
欄

Ｘ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

19

①

　
二
律
背
反

②

　
二
者
択
一

③

　
対
向
意
識

④

　
対
抗
概
念

⑤

　
言
語
道
断

－ 55 －

【一般選抜（Ⅰ期 B 日程）】



問
４

　
空
欄

１

～

５

の
う
ち
四
つ
に
は
「
だ
ろ
う
」
が
入
っ
て
い
た
が
、
一
つ
だ
け
「
か
も
し
れ
な
い
」
が
入
っ
て
い
た
空
欄
が
あ
る
。

そ
れ
を
選
べ
。
解
答
番
号
は

20

　　

問
５

　
空
欄

ａ

～

ｅ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。

解
答
番
号
は
ａ

21

　
　
ｂ

22

　
　
ｃ

23

　
　
ｄ

24

　
　
ｅ

25

①

　
画
期
的

②

　
心
理
的

③

　
冒
険
的

④

　
悲
観
的

⑤

　
楽
観
的
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【
三
】
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
い
（
問
１
～
問
5
）
に
答
え
よ
。
な
お
、
設
問
の
都
合
上
、
本
文
を
省
略
、
改
変
し
た
箇
所
が
あ
る
。

一

友
人
宅
の
庭
に
日
参
し
て
ご
飯
を
も
ら
っ
て
い
た
大
き
な
雄
ネ
コ
「
の
ら
に
ゃ
ん
」
が
体
調
を
崩
し
た
の
は

（
注
）
昨
年
１
月
中
旬
。
動
物
病
院
に
連

れ
て
行
く
と
腎
不
全
と
診
断
さ
れ
、
３
泊
４
日
入
院
の
後
、「

Ａ

」
が
始
ま
っ
た
。
暖
房
と
加
湿
器
を
フ
ル
稼
働
さ
せ
た
専
用
ス
ペ
ー
ス
を
用

意
し
、
動
物
病
院
で
教
わ
っ
た
皮
下
点
滴
を
毎
日
実
施
す
る
な
ど
手
を
尽
く
し
た
が
、
の
ら
に
ゃ
ん
は
１
カ
月
余
り
で
息
を
引
き
取
っ
た
。

腎
臓
病
は
ネ
コ
の
「
宿
命
の
病
」
と
も
言
わ
れ
、
15
歳
以
上
の
ネ
コ
の
８
割
は
慢
性
腎
臓
病
に
罹り

患か
ん

し
て
い
た
と
の
報
告
も
あ
る
。
人
間
と
同
様
、

根
本
治
療
は
な
く
、

Ｂ

に
限
ら
れ
る
。
の
ら
に
ゃ
ん
に
し
て
や
れ
る
こ
と
に
は
限
り
が
あ
っ
た
。

だ
が
、
朗
報
も
あ
る
。
腎
臓
病
の
ネ
コ
の
た
め
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
た
新
薬
が
完
成
し
、
早
け
れ
ば
２
年
後
の
実
用
化
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う

の
だ
。
約
３
年
半
前
、
こ
の
コ
ラ
ム
で
書
い
た
宮
﨑
徹
さ
ん（
62
）の
「
Ａ
Ｉ
Ｍ
ネ
コ
薬
」
で
あ
る
。

二

Ａ
Ｉ
Ｍ
は
多
く
の
動
物
の
血
液
中
に
存
在
し
、
体
内
の
ご
み
（
老
廃
物
）
を
掃
除
す
る
タ
ン
パ
ク
質
。
宮
﨑
さ
ん
が
ス
イ
ス
・
バ
ー
ゼ
ル
免
疫
学
研

究
所
（
当
時
）
の
主
任
研
究
員
だ
っ
た
１
９
９
９
年
に
発
見
、
論
文
で
発
表
し
た
。

そ
の
17
年
後
、
東
大
大
学
院
医
学
系
研
究
科
教
授
だ
っ
た
宮
﨑
さ
ん
は
、
ネ
コ
の
Ａ
Ｉ
Ｍ
は
先
天
的
に
機
能
し
な
い
た
め
腎
臓
内
に
ご
み
が
蓄
積
し

て
腎
臓
病
に
な
り
や
す
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
ネ
コ
薬
開
発
に
取
り
組
み
始
め
た
。
３
億
円
近
い
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
、
宮
﨑
さ
ん
は
令
和
４
年
に
東

大
を
辞
め
て
一
般
社
団
法
人
「
Ａ
Ｉ
Ｍ
医
学
研
究
所
」
を
設
立
。
翌
年
に
製
薬
ベ
ン
チ
ャ
ー
「
Ｉ
Ａ
Ｍ

　
Ｃ
Ａ
Ｔ
」
も
設
立
し
た
。

免
疫
学
が
専
門
の
ヒ
ト
の
医
者
で
あ
る
宮
﨑
さ
ん
が
ネ
コ
薬
を
創
り
、
会
社
を
作
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
す
る
の
は
極
め
て
ま
れ
な
ケ
ー
ス
だ
。
欧
米

で
は
ア
カ
デ
ミ
ア
の
研
究
を
も
と
に
し
た
創
薬
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
新
薬
開
発
の
原
動
力
だ
が
、
日
本
で
は
教
授
が
学
内
で
創
薬
、
実
用
化
ま
で
推
進
す
る

に
は
学
内
規
則
や
雑
務
が
多
く
難
し
い
。
宮
﨑
さ
ん
は
こ
う
言
う
。

「
研
究
成
果
の
実
用
化
は
製
薬
会
社
に
委
ね
る
の
が
普
通
で
す
が
、
彼
ら
は
当
然
事
業
リ
ス
ク
に
慎
重
で
、
意
思
決
定
に
時
間
が
か
か
る
。
た
く
さ

ん
の
飼
い
主
が
待
ち
望
ん
で
く
れ
て
い
る
の
で
、
自
分
で
作
っ
た
方
が
早
い
と
い
う
一
点
で
、
独
立
し
て
自
分
で
創
薬
ま
で
や
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」。

こ
の
３
年
ほ
ど
の
間
、
宮
﨑
さ
ん
は
「
株
式
会
社
と
は
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
「
知
ら
な
か
っ
た
世
界
」
を
イ
チ
か
ら
学
ん
だ
と
い
う
。
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三

Ａ
Ｉ
Ｍ
薬
は
凍
結
乾
燥
さ
せ
た
タ
ン
パ
ク
質
製
剤
で
、
製
造
拠
点
は
台
湾
に
確
保
し
た
。
今
月
か
ら
約
半
年
か
け
て

Ｃ

を
行
い
、
年
内
に
結

果
を
ま
と
め
て
安
定
性
試
験
の
結
果
な
ど
と
と
も
に
、
来
春
に
は
農
林
水
産
省
に

Ｄ

す
る
計
画
だ
。
も
し
１
年
前
後
で
認
可
さ
れ
れ
ば
、
令
和

Ｘ

年
春
に
は
実
用
化
と
な
る
。〔

　
①

　
〕

宮
﨑
さ
ん
は
腎
臓
病
を
山
火
事
に
た
と
え
る
。
小
さ
か
っ
た
火
種
が
徐
々
に
燃
え
広
が
る
と
、
黒
く
焼
け
焦
げ
た
草
木
は
再
生
し
な
い
よ
う
に
、
腎

臓
病
の
多
く
は
最
初
、
尿
細
管
の
詰
ま
り
な
ど
か
ら
周
辺
に
炎
症
が
起
き
、
や
が
て
糸
球
体
に
も
及
ん
で
腎
臓
を
構
成
す
る
「
ネ
フ
ロ
ン
」
が
１
個
、

２
個
と
死
ん
で
い
く
。
一
度
死
ん
だ
ネ
フ
ロ
ン
は
再
生
し
な
い
た
め
、
低
下
し
た
腎
機
能
は
戻
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。〔

　
②

　
〕

た
だ
、
腎
臓
は
１
０
０
％
機
能
せ
ず
と
も
命
に
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
20
～
30
％
働
い
て
い
れ
ば
日
常
生
活
に
ほ
と
ん
ど
影
響
は
な
い
と
い
う
。

Ａ
Ｉ
Ｍ
薬
の
働
き
は
「
山
火
事
の
火
を
消
し
、
火
の
勢
い
で
黄
色
く
な
っ
た
部
分
を
元
気
に
す
る
」
よ
う
な
も
の
だ
と
い
い
、「
５
年
、
10
年
と

Ｅ

を
蓄
積
で
き
れ
ば
、
Ａ
Ｉ
Ｍ
の
働
き
の
解
明
が
さ
ら
に
進
む
可
能
性
が
あ
る
」
と
期
待
す
る
。〔

　
③

　
〕

ペ
ッ
ト
保
険
な
ど
を
手
掛
け
る
ア
ニ
コ
ム
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
「
家
庭
ど
う
ぶ
つ
白
書
２
０
２
３
」
に
よ
る
と
、
ペ
ッ
ト
保
険
に
加
入
し
て
い
る

慢
性
腎
不
全
の
ネ
コ
の
年
間
診
療
費
は
平
均
約
８
万
２
千
円
だ
。
幹
細
胞
治
療
１
回
20
万
円
と
い
う
高
額
治
療
を
掲
げ
る
動
物
病
院
も
あ
る
が
、
宮
﨑

さ
ん
は
Ａ
Ｉ
Ｍ
薬
を
「
誰
も
が
使
え
る
よ
う
で
き
る
だ
け
安
価
で
提
供
し
た
い
」
と
言
う
。「
治
験
で
も
な
い
調
査
に
も
協
力
い
た
だ
き
、
日
本
の
ネ

コ
の
飼
い
主
さ
ん
た
ち
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
」。〔

　
④

　
〕

十
数
億
円
の
資
金
獲
得
の
際
、
出
資
者
と
交
わ
し
た
約
束
の
一
つ
は
、
宮
﨑
さ
ん
自
身
が
こ
の
仕
事
を
「
絶
対
に
や
め
な
い
」
こ
と
。
問
わ
れ
た
の

は
、「
患
者
を
救
い
た
い
」
熱
意
と
覚
悟
は
本
物
か
、
だ
っ
た
。〔

　
⑤

　
〕

ネ
コ
に
続
き
、
宮
﨑
さ
ん
は
ヒ
ト
の
「
治
せ
な
い
病
を
治
す
」
薬
の
開
発
を
目
指
し
て
い
る
。
科
学
の
世
界
に
魔
法
は
な
い
が
、
人
の
思
い
に
は
人

や
社
会
を
動
か
す
力
が
あ
る
。

（
注
）
令
和
六
年

［
木
村
さ
や
か
『
産
経
新
聞
』「
絶
対
に
や
め
な
い
」
覚
悟
の
ネ
コ
薬
二
〇
二
五
年
四
月
九
日

　
に
よ
る
］

－ 58 －

【一般選抜（Ⅰ期 B 日程）】



問
１

　
空
欄

一

～

三

に
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
後
の
文
の
内
容
を
端
的
に
表
す
小
題
が
付
い
て
い
た
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の

う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は
一

26

　
　
二

27

　
　
三

28

①

　
早
く
作
り
た
い

②

　
で
き
る
だ
け
安
価
に

③

　
ネ
コ
よ
り
人
間
の
命
を

④

　
「
宿
命
の
病
」

⑤

　
ペ
ッ
ト
保
険
の
弊
害

問
２

　
空
欄

Ａ

～

Ｅ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。

解
答
番
号
は
Ａ

29

　
　
Ｂ

30

　
　
Ｃ

31

　
　
Ｄ

32

　
　
Ｅ

33

①

　
臨
床
デ
ー
タ

②

　
対
症
療
法

③

　
在
宅
療
養

④

　
承
認
申
請

⑤

　
臨
床
試
験

問
３

　
空
欄

Ｘ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
数
字
を
、
全
文
の
内
容
か
ら
推
察
し
て
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

34

①

　
６

　
　
②

　
７

　
　
③

　
８

　
　
④

　
９

　
　
⑤

　
10
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問
４

　
文
中
に
は
次
の
一
文
が
抜
け
落
ち
て
い
る
。
こ
れ
を
文
中
の
〔

　
①

　
〕
～
〔

　
⑤

　
〕
の
ど
の
箇
所
に
補
え
ば
よ
い
か
。
最
も
適
切
な
箇
所
を
、

一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

35

　
脱
文
＝
ネ
コ
薬
の
実
用
化
は
「
恩
返
し
」
な
の
だ
。

問
５

　
本
文
中
の
「
の
ら
に
ゃ
ん
」
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

36

①

　
野
生
の
雄
ネ
コ
だ
っ
た
が
、
筆
者
が
飼
い
な
ら
し
て
自
分
の
家
猫
と
し
て
育
て
て
い
る
。

②

　
友
人
の
飼
い
猫
だ
っ
た
が
、
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
友
人
か
ら
筆
者
が
譲
り
受
け
た
。

③

　
野
良
猫
だ
っ
た
が
、
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
筆
者
が
親
身
に
な
っ
て
手
当
し
た
。

④

　
筆
者
の
飼
い
猫
だ
っ
た
が
、
体
調
を
崩
し
た
の
で
友
人
が
世
話
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

⑤

　
肝
臓
病
に
掛
か
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
十
分
な
治
療
を
し
た
の
で
一
命
だ
け
は
と
り
と
め
た
。

－ 60 －
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2026（令和 8）年度　日本医療科学大学
入学試験問題【一般選抜（Ⅱ期）】

1 . 試験中は監督者の注意・指示に従ってください。

2 . 解答開始の指示があるまで、この問題冊子の中は見てはいけません。

3 . 解答用紙（マークシート）には、解答欄以外に氏名、フリガナ、受験番号、入試区分、
受験科目の記入欄がありますので、監督者の指示に従って正しく記入・マークして
ください。正しく記入・マークされない場合、採点不可となることがありますので
十分に注意してください。

4 . 解答は、解答用紙（マークシート）の記入例に従って、正しくマークしてください。
マークが薄い場合や一部分しかマークしていない場合、訂正箇所を消しゴムできれい
に消していない（消し跡が残っている）場合などは、解答が正しく読み取れず採点に
影響することがあります。

5 . 問題冊子の余白は途中式等で適宜利用してかまいませんが、切り離してはいけません。

6 . 試験中に問題冊子の印刷不鮮明、ページの落丁、乱丁及び解答用紙（マークシート）
の汚れなどに気がついた場合は、手を挙げて監督者に申し出てください。

7 . 解答終了後、問題冊子は回収します。受験番号と氏名を記入してください。

8 . 数学Ⅰ・数学 A の解答上の注意は裏表紙に記載があります。監督者の指示後、この
問題冊子を裏返して読んでください。

9 . 各科目の問題は以下のページに記載されています。6 科目の中から 2 科目を選択し
解答してください。

受験番号 氏名

過去問題（2026 年度）



数学Ⅰ・数学Ａの解答上の注意

1 . 問題文中の 1 ， 2 ， 3 …には，特に指示がないかぎり，符号－，数字
0 ～ 9 のいずれか一つが対応しています。それらを解答用紙の解答番号の欄の 1，
2，3，…で示された解答記入欄にマークして答えなさい。問題文中の 1 2  ，
3 4 5 などでは，複数桁の数値あるいは符号－を伴う数値で答えなさい。

例1　 6 7 8
 に－ 37 と答える場合は

解答
番号 解 答 記 入 欄

６

７

８

なお，同じ問題文中で 9 ， 10 11 などが 2 回以上現れるときは，2 回目以降は
9 ， 10 11 のように細字で表記します。

2 . 分数の形の解答の場合は，既約（それ以上約分できない）分数で答えなさい。また，
符号は分子につけ，分母にはつけてはいけません。
根号を含む解答では，根号の中の自然数が最小となるように答えなさい。

例 2　
13

12
，

16

14 15
に

4

3 ，
3

52 と答えるところを，
8

6 ，
6

54 のように

答えてはいけません。

例3　
19

17 18
に

9

5 を答えるときは，
9

5 と答えなさい。

例 4　 20 21 ，
24

22 23
に 26 ，

2

10 と答えるところを， 83 ，
6

90√
の

ように答えてはいけません。

3 . 小数の形で解答する場合は，指定された桁数の一つ下の桁を四捨五入して答えなさい。
また，必要に応じて，指定された桁まで⓪にマークしなさい。

　　例5　 25 ． 26 に 2. 78 と答えたいときは，2. 8 として答えなさい。
　　例6　 27 ． 28 29 に 1. 3 と答えたいときは，1. 30 として答えなさい。

解答欄
解答
番号

６

７

８

【一般選抜（Ⅱ期）】



第1問

以下の空欄をうめよ。

（ 1 ） 2
2－ 3

－ 2
2＋ 3

＝ 1 である。

（ 2 ）x ＜ 0 のとき， x 2 ＋ x 2 6 x 9－ ＋ ＝ 11 を満たす x の値は 2 3 である。

（ 3 ）x 4 ＋ 4 を因数分解すると（x 2 ＋ ax ＋ b）（x 2 ＋ cx ＋ d）となるとき，
a ＋ b ＋ c ＋ d ＝ 4 である。

（ 4 ）x の 2 次方程式 x 2 － 8 x ＋ 3 ＝ 0 の小さな方の解をαとおくと，
α2 － 9α＋ 7 ＝ 5 6 である。

（ 5 ）右の図は 6 個の数 5，2，3，7，10，x を変量
とするデータの箱ひげ図である。このデータで
x のとり得る整数値の総和は 7 8 である。
ただし，箱ひげ図の間隔は必ずしも正確では
ない。

数学Ⅰ・数学Ａ

2 6 10

－ 1 －

【一般選抜（Ⅱ期）】



第2問

右の図は 2 次関数
　　　　 y ＝ ax 2 ＋ bx ＋ c　………①
のグラフである。
以下の空欄をうめよ。

（ 1 ）a，b，c の値は，a ＝ 9 ，b ＝ 10 11 ，
c ＝ 12 であり，①のグラフの頂点の座標は

（ 13 ， 14 15 ）である。
また，定義域を 0 ≦ x ≦ k としたとき，2 次関数①の最大値が 16 になるような
正の定数 k の値は k ＝ 16 である。

（ 2 ）定義域を 0 ≦ x ≦ k としたとき，2 次関数①の最大値と最小値の差が 8 になる
ような定数 k のとり得る値の範囲は 17 ≦ k ≦ 18 である。

6

①

O 1 3 x

y

－ 2 －

【一般選抜（Ⅱ期）】



第3問

円に内接する四角形 ABCD は，AB ＝ 5，BC ＝ CD，DA ＝ 4，cos ∠ DAB ＝ 8
1

である。
以下の空欄をうめよ。

（ 1 ）対角線 BD の長さは 19 であり，辺 BC の長さは 20 である。

（ 2 ）四角形 ABCD の面積は
24

2321 22
である。

また，sin ∠ ADC ＝
27

25 26
である。

第4問

3 個の箱 A，B，C には，1 から 5 までの整数を 1 つずつ記したカードが，それぞれ
5 枚ずつ入っている。3 個の箱から 1 枚ずつカードを取り出し，箱 A，B，C から
取り出したカードに記された数をそれぞれ a，b，c とする。
以下の空欄をうめよ。

（ 1 ）a ＝ b ＝ c となる確率は
29 30

28
である。

また，a ≠ b かつ b ≠ c かつ c ≠ a となる確率は
31 32

33 34
である。

（ 2 ）a ＝ b かつ b ≠ c となる確率は
36 37

35
である。

（ 3 ）（a － b）（b － c）（c － a）＝ 0 となるとき，a ＝ b かつ b ≠ c となる条件付き

確率は
39 40

38
である。

－ 3 －

【一般選抜（Ⅱ期）】



第5問

AB ＝ 7，BC ＝ 5，CA ＝ 6 である三角形 ABC の∠ ABC の二等分線と辺 CA の
交点を D とし，辺 AB を 2：5 に内分する点を E とする。さらに線分 BD と線分 CE
の交点を F とし，直線 AF と辺 BC の交点を G とする。
以下の空欄をうめよ。

（ 1 ）DC
AD ＝

42

41
， GC

BG ＝
44

43
， FG

AF ＝
46

45
である。

（ 2 ）三角形ABCの面積をS，三角形CFGの面積をS 'とすると，S '＝
48 49

47
S

である。

第6問

72 と 240 の最大公約数をG，最小公倍数 L とする。
以下の空欄をうめよ。

（ 1 ）G ＝ 50 51 ，L ＝ 52 53 54 である。

（ 2 ）a，b を互いに素な自然数とし，aG ＝ 72，bG ＝ 240 とすると，ab ＝ 55 56

である。また，最大公約数をG，最小公倍数 L とする 2 つの自然数の組は
（72，240）を含めて全部で 57 組ある。

－ 4 －

【一般選抜（Ⅱ期）】



物理基礎

第1問　次の問い（問１～８）に答えよ。

問 1（ 1 ）54 km/h は何 m/s か。最も適当な値を，次の①～⑤から一つ選べ。
� ［解答番号 1 ］

①　15　　②　36　　③　90　　④　150　　⑤　900

（ 2 ）2 地点 AB 間を，行きは平均時速 40 km/h で，帰りは平均時速 60 km/h で往復
した。このとき，往復の平均時速［km/h］として最も適当な値を，次の①～⑤
から一つ選べ。� ［解答番号 2 ］

①　45　　②　48　　③　50　　④　52　　⑤　56

問 2　 図 1 は，x 軸上を運動する物体の速度 v［m/s］と経過時間 t［s］の関係を表す図
である。図中の点 A，B，C，D，E 各点について，加速度が最も大きい点はどれか。
最も適当なものを，次の①～⑤から一つ選べ。� ［解答番号 3 ］

①　A　　②　B　　③　C　　④　D　　⑤　E

図 1

Ｂ

C
D

E

A
0

v�［m/s］

t�［s］

－ 5 －
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問 3　 図 2 のように，一端を壁に固定した軽いばね K の他端に軽い糸をつけて滑車にかけ，
糸におもり A を取りつけたところ，ばねは自然の長さから d だけ伸びて静止した。
次に，図3のように，Kの両端に軽い糸をつけて滑車にかけ，それぞれの糸におもり
A と，A と質量の等しいおもり B を取りつけたところ，ばねは自然の長さから a

だけ伸びて静止した。また，図 4 のように，図 2 の K と壁との間にもうひとつ同じ
ばねを取りつけたところ，ばねは自然の長さから 2 つのばねを合わせて b だけ
伸びて静止した。a，b の大きさとして最も適当なものを，次の①～④から一つ選べ。

� ［解答番号 4 ］

a b

① d d

② d 2 d

③ 2 d d

④ 2 d 2 d

問 4　 直線上の高速道路を速さ 30. 0 m/s で走っていた自動車 A が，ブレーキをかけて
一定の加速度で減速し，12 s 後に速さ 15. 0 m/s になった。この 12 s の間に自動車
A が走った距離［m］として最も適当な値を，次の①～⑤から一つ選べ。

� ［解答番号 5 ］

①　90　　②　180　　③　270　　④　360　　⑤　540

図 2 図 3 図 4

K
壁 壁

A A AB

K K K

－ 6 －
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問 5　 ニクロム線を用いた 100 V 用 250 W の電熱器 A と 100 V 用 500 W の電熱器 B に
関する記述として誤りを含むものを，次の①～④から一つ選べ。

� ［解答番号 6 ］

①　それぞれを 100 V�で同じ時間使用した場合，発生する熱量は B のほうが大きい。
②　それぞれを 100 V�で使用した場合，ニクロム線の抵抗値は B のほうが大きい。
③　それぞれを 100 V�で使用した場合，ニクロム線を流れる電流は B のほうが大きい。
④　A，B を直列につないで 100 V�で使用した場合，消費電力は A のほうが大きい。

問 6　 図 5 は，x 軸の正の向きに媒質中を伝わる縦波の，ある時刻の媒質の x 軸方向の
変位を y軸にとって表している。このとき，媒質が最も密になる点はどこか。次の
①～④から一つ選べ。� ［解答番号 7 ］

①　Ａ　　②　Ｂ　　③　Ｃ　　④　Ｄ

図 5

DCA
B

O
x

y

－ 7 －

【一般選抜（Ⅱ期）】



問 7　 図 6 のように，鉄芯に同じ向きに 2 つのコイルを巻き，1 次コイルに電池，スイッチ
を，2 次コイルに検流計を接続した。スイッチを開閉したときの記述として最も
適当なものを，次の①～④から一つ選べ。� ［解答番号 ８ ］

①　スイッチを入れてしばらく時間が経過したとき，1 次コイルと同じ向きに 2 次
コイルに電流が流れる。

②　スイッチを入れてしばらく時間が経過したとき，1 次コイルと逆向きに 2 次コイル
に電流が流れる。

③　スイッチを入れた瞬間に 1 次コイルと同じ向きに，切った瞬間に 1 次コイルと
逆向きに，2 次コイルに電流が流れる。

④　スイッチを入れた瞬間に 1 次コイルと逆向きに，切った瞬間に 1 次コイルと同じ
向きに，2 次コイルに電流が流れる。

問 8　 電磁波に関する記述として誤りを含むものを，次の①～④から一つ選べ。
� ［解答番号 9 ］

①　電波，可視光線，X 線やγ線は，すべて同じ速さで空間を伝わる。
②　マイクロ波より X 線のほうが，波長が短い。
③　赤外線は紫外線より振動数が大きい。
④　β線は電磁波ではない。

電池 スイッチ

1 次コイル 2 次コイル

検流計

図 6

－ 8 －
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第2問　図 7 のように，水平な床の上に質量 3. 0 kg の物体 A，質量 2. 0 kg の物体 B を
互いに接して置き，水平方向からAをBのほうへ一定の力 F［N］で押し続けた。
このとき，重力加速度の大きさを 9. 8 m/s 2 として，次の問い（問 1 ～ 4）に
答えよ。

問 1　 物体 A，B と床の間に摩擦がなく，F ＝ 6. 0 N のとき，物体 A，B の加速度［m/s 2］
の大きさとして最も適当な値を，次の①～⑤から一つ選べ。� ［解答番号 10 ］

①　1. 2　　②　1. 6　　③　2. 0　　④　3. 0　　⑤　12

問 2　 問 1 のとき，A が B を押している力［N］の大きさとして最も適当な値を，次の
①～⑤から一つ選べ。� ［解答番号 11 ］

①　1. 2　　②　2. 4　　③　3. 0　　④　3. 6　　⑤　6. 0

問 3　 物体 A，B と床の間に摩擦がある場合，F が小さいうちは A，B は静止していたが，
F を大きくしていったところ，F ＝ 19. 8 N になったところですべりだした。静止
摩擦係数として最も適当な値を，次の①～⑤から一つ選べ。ただし，物体 A，B と
床の間の静止摩擦係数は等しいものとする。� ［解答番号 12 ］

①　0. 40　　②　0. 50　　③　0. 67　　④　1. 0　　⑤　2. 0

図 7

A
B

F

－ 9 －
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問 4　 問 3 で，A，B�がすべりだした後も一定の力 F を加え続けたところ，時間とともに
A，Bの速さは大きくなっていった。このときの運動の記述として最も適当なものを，
次の①～③から一つ選べ。� ［解答番号 13 ］

①　A，B にはたらく動摩擦力は，大きくなっていった。
②　A が B を押す力の大きさは，大きくなっていった。
③　A，B の加速度の大きさは，変化しなかった。

－ 10 －
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第3問　図 8 のように，間隔が 1. 2 m の 2 つの支点 A，B の間に弦を張り，一端におもり
をつり下げた。この弦を振動させて，腹の数が 3 個の定在波を生じさせたとき，
その振動数は3. 0 × 102 Hzであった。このとき，次の問い（問1～ 4）に答えよ。

問 1　 弦を伝わる波の波長［m］として最も適当な値を，次の①～④から一つ選べ。
� ［解答番号 14 ］

①　0. 40　　②　0. 60　　③　0. 80　　④　0. 90

問 2　 弦を伝わる波の速さ［m/s］として最も適当な値を，次の①～④から一つ選べ。
� ［解答番号 15 ］

①　1. 2 × 102　　②　1. 8 × 102　　③　2. 4 × 102　　④　3. 8 × 102

問 3　 次に，おもりをそのままにして異なる振動数で弦を振動させて，腹の数が 2 個の
定在波を生じさせた。このときの振動数［Hz］として最も適当な値を，次の①～④
から一つ選べ。� ［解答番号 16 ］

①　2. 0 × 102　　②　2. 4 × 102　　③　3. 6 × 102　　④　4. 5 × 102

図 8

ＢA

－ 11 －
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問 4　 今度はおもりを重くして異なる振動数で弦を振動させて，腹の数が 2 個の定在波を
生じさせた。このときの振動数と波長は，問 3 のときと比べてどうなるか。最も
適当なものを，次の①～⑤から一つ選べ。� ［解答番号 17 ］

①　波長はそのままで振動数が大きくなる。
②　波長はそのままで振動数が小さくなる。
③　振動数はそのままで波長が大きくなる。
④　振動数はそのままで波長が小さくなる。
⑤　振動数も波長も大きくなる。

－ 12 －
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第4問　図 9 のように，円筒形の容器の中に，ピストンによって気体が封入されている。
このとき，次の問い（問 1 ～ 4）に答えよ。ただし，設問中の Q，W の値は正と
する。

問 1　 気体の体積を一定に保って気体にQ［ J ］の熱量を与えたとき，気体の内部エネルギー
の変化として最も適当なものを，次の①～③から一つ選べ。� ［解答番号 18 ］

①　変化しない。　　②　Q［ J ］増加する。　
③　増加するが増加量は Q［ J ］より小さい。

問 2　 気体の圧力を一定に保って気体にQ［ J ］の熱量を与えたとき，気体は外部にW［ J ］
の仕事をした。気体の内部エネルギーの変化として最も適当なものを，次の①～④
から一つ選べ。� ［解答番号 19 ］

①　変化しない。　　　　　　　�②　Q［ J ］増加する。
③　Q － W［ J ］増加する。　　④　W － Q［ J ］増加する。

問 3　 気体の温度を一定に保って気体に Q［ J ］の熱量を与えたとき，気体が外部にした
仕事として最も適当なものを，次の①～④から一つ選べ。� ［解答番号 20 ］

①　0 J　　②　Q［ J ］　　③　－ Q［ J ］　　④　仕事はするが Q［ J ］より小さい。

気体
ピストン

円筒形の容器

図 9

－ 13 －
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問 4　 気体に外部との熱のやりとりがないようにして，気体が外部にW［ J ］の仕事をした
とき，気体の内部エネルギーの変化として最も適当なものを，次の①～③から一つ
選べ。� ［解答番号 21 ］

①　変化しない。　　②　W［ J ］増加する。　　③　W［ J ］減少する。

－ 14 －
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第5問　地上から小球を初速度 v 0 ＝ 14 m/s で真上に投げ上げたところ最高点に達し，
その高さは地上から高さ h 1［m］であった。（図 10）次に，地上から同じ小球を
水平から 60°上向きに初速度 v 0 で投げ上げたところ最高点に達し，その高さは
地上から高さ h 2［m］であった。（図11）さらに，地上に∠A＝60°，∠C＝90°，
BC ＝ 6. 4 m の三角台を図 12 のように置き，地上の点 A から斜面 AB に沿って
初速度 v 0 ですべり上がらせたところ，点 B を速さ v［m/s］で通過し，その後
放物運動をして地上から高さ h 3［m］の最高点に達した。このとき，重力加速度
の大きさを 9. 8 m/s 2 として，次の問い（問 1 ～ 4）に答えよ。

問 1　 図 10 のとき，最高点の高さ h 1［m］の値として最も適当な値を，次の①～⑤から
一つ選べ。� ［解答番号 22 ］

①　1. 0　　②　2. 5　　③　5. 0　　④　7. 5　　⑤　10

問 2　 図 11 のとき，最高点の高さ h 2［m］の値として最も適当な値を，次の①～⑤から
一つ選べ。� ［解答番号 23 ］

①　1. 0　　②　2. 5　　③　5. 0　　④　7. 5　　⑤　10

問 3　 図 12 のとき，点 B における速さ v［m/s］の値として最も適当な値を，次の①～⑤
から一つ選べ。� ［解答番号 24 ］

①　6. 3　　②　7. 2　　③　8. 4　　④　9. 0　　⑤　14

図 10 図 11 図 12

60° 60°

A C

B
h 1

h 2
h 3

v 0
v 0

v 0

v
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問 4　 図 12 のとき，最高点の高さ h 3［m］の値として最も適当な値を，次の①～⑤から
一つ選べ。� ［解答番号 25 ］

①　7. 5　　②　8. 2　　③　8. 7　　④　9. 1　　⑤　10

－ 16 －
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化学基礎

必要があれば、原子量および定数は次の値を使うこと。
H：1. 0　　　 Be：9. 0　　C：12　　　N：14　　O：16　　　F：19　　 Na：23
Mg：24　　　Al：27　　  P：31　　　S：32　　Cl：35. 5　　Ca：40　　Fe：56
Cu：63. 5　　 I：127　　  Ba：137　　　　　　 アボガドロ定数　6. 0 × 10 23 /mol

第1問　以下の問い（問 1 ～ 5）に答えよ。

問 1　 次の物質（ａ～ｅ）のうち、混合物であるものの組み合わせとして最も適当なものを、
次の①～⓪のうちから一つ選べ。 ［解答番号 1 ］

ａ　ドライアイス
ｂ　サラダ油
ｃ　重曹
ｄ　希硫酸
ｅ　塩化水素

①　ａ・ｂ　　②　ａ・ｃ　　③　ａ・ｄ　　④　ａ・ｅ　　⑤　ｂ・ｃ
⑥　ｂ・ｄ　　⑦　ｂ・ｅ　　⑧　ｃ・ｄ　　⑨　ｃ・ｅ　　⓪　ｄ・ｅ

問 2　 次の文章（ａ～ｅ）で、下線部が元素ではなく単体を表しているものの組み合わせ
として最も適当なものを、次の①～⓪のうちから一つ選べ。 ［解答番号 2 ］

ａ　水を電気分解すると、水素と酸素が得られる。
ｂ　塩素の原子量は 35. 5 である。
ｃ　カルシウムは、重要な栄養素である。
ｄ　メタンは炭素と水素だけを含む化合物である。
ｅ　空気には窒素が含まれている。

①　ａ・ｂ　　②　ａ・ｃ　　③　ａ・ｄ　　④　ａ・ｅ　　⑤　ｂ・ｃ
⑥　ｂ・ｄ　　⑦　ｂ・ｅ　　⑧　ｃ・ｄ　　⑨　ｃ・ｅ　　⓪　ｄ・ｅ

－ 17 －
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問 3　 身のまわりに見られる現象に関する記述（ａ～ｂ）について、それぞれと関係の
深い語句の組み合わせとして最も適当なものを、次の①～⓪のうちから一つ選べ。

 ［解答番号 3 ］

ａ　かつおぶしで出汁をとる。
ｂ　石油（原油）からガソリンを得る。

ａ ｂ
① 分留 蒸留
② ろ過 昇華
③ 抽出 再結晶
④ 昇華 分留
⑤ 再結晶 ろ過
⑥ 昇華 蒸留
⑦ 分留 ろ過
⑧ ろ過 再結晶
⑨ 抽出 分留
⓪ 再結晶 昇華

問 4　 互いに同素体の関係にある組み合わせとして最も適当なものを、次の①～⓪のうち
から一つ選べ。 　［解答番号 4 ］

①　水と過酸化水素　　　　　　②　鉛と亜鉛
③　メタノールとエタノール　　④　塩化鉄（Ⅱ）と塩化鉄（Ⅲ）
⑤　酸素とオゾン　　　　　　　⑥　ヘリウムとネオン　　⑦　氷と水蒸気
⑧　一酸化窒素と二酸化窒素　　⑨　水素と重水素　　　　⓪　フラーレンと黄リン

問 5　 水道水に硝酸銀水溶液を加えると薄く白濁する。このときに生じた白色沈殿として
最も適当なものを、次の①～⓪のうちから一つ選べ。 ［解答番号 5 ］

①　Ag 2CO 3　　②　Ag 2O　　　 ③　AgOH　　④　AgCl　　⑤　CaCO 3

⑥　CaO　　　　⑦　Ca（OH）2　　⑧　CaCl 2　　 ⑨　MgO　　⓪　Mg（OH）2

－ 18 －
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第2問　以下の問い（問 1 ～ 5）に答えよ。

問 1　 以下の電子配置に関する記述（ａ～ｅ）のうち、正しいものの組み合わせとして
最も適当なものを、次の①～⓪のうちから一つ選べ。 ［解答番号 6 ］ 

ａ　原子の電子殻は原子核に近い内側から順に、L 殻、K 殻、N 殻、・・・と呼ばれる。
ｂ　内側の電子殻にある電子ほど、原子核に強く引きつけられて安定である。
ｃ　内側から n 番目の電子殻は、最大で n 2 個の電子を収容することができる。
ｄ　最外殻にある電子の数は、ヘリウム＜ネオン＜アルゴンの順に大きくなる。
ｅ　フッ化物イオンとネオン原子は、ともに最外殻が完全に満たされた電子配置をもつ。

①　ａ・ｂ　　②　ａ・ｃ　　③　ａ・ｄ　　④　ａ・ｅ　　⑤　ｂ・ｃ
⑥　ｂ・ｄ　　⑦　ｂ・ｅ　　⑧　ｃ・ｄ　　⑨　ｃ・ｅ　　⓪　ｄ・ｅ

問 2　 52
24 Cr 3＋がもつ中性子の数と電子の数の組み合わせとして最も適当なものを、次の
①～⓪のうちから一つ選べ。 ［解答番号 7 ］

中性子の数 電子の数
① 21 24
② 21 27
③ 24 21
④ 24 24
⑤ 24 27
⑥ 27 24
⑦ 27 27
⑧ 28 21
⑨ 28 24
⓪ 28 27

－ 19 －
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問 3　 ある遺跡の木片中の 14 C の割合を調べると、大気に含まれる量の 6. 25 % に減少して
いた。この木片は、今からおよそ何年前のものと推定されるか。最も適当な数値を、
次の①～⓪のうちから一つ選べ。ただし、14 C の半減期は、5730 年であるとする。
また、過去から現在の間、大気中の放射性同位体 14 C の割合は一定であり、14 C の
崩壊はβ崩壊のみとする。 ［解答番号 8 ］

①　1146　　 ②　1433　　 ③　1910　　 ④　2865　　 ⑤　5730
⑥　11460　　⑦　17190　　⑧　22920　　⑨　28650　　⓪　31515

問 4　 以下のうち、価電子数が最も小さいものとして最も適当なものを、次の①～⑥の
うちから一つ選べ。 ［解答番号 9 ］

①　ベリリウム　　②　アルミニウム　　③　硫黄　　
④　ケイ素　　　　⑤　ホウ素　　　　　⑥　リン

問 5　 以下の元素（ａ～ｆ）のうち、ハロゲンに含まれる元素の組み合わせとして最も
適当なものを、次の①～⓪のうちから一つ選べ。 ［解答番号 10 ］

ａ　ケイ素　　ｂ　塩素　　ｃ　窒素　　ｄ　ヨウ素　　ｅ　ホウ素　　ｆ　水素

①　ａ・ｂ　　②　ｂ・ｃ　　③　ｃ・ｄ　　④　ｄ・ｅ　　⑤　ｅ・ｆ　　
⑥　ａ・ｃ　　⑦　ｂ・ｄ　　⑧　ｃ・ｅ　　⑨　ｄ・ｆ　　⓪　ａ・ｆ

－ 20 －
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第3問　以下の問い（問 1 ～ 5）に答えよ。

問 1　 結晶に関する記述として最も適当なものを、次の①～⑥のうちから一つ選べ。
 ［解答番号 11 ］

①　イオン結晶を融点より高い温度にしても、結晶の陽イオンと陰イオンは規則正しく
配列したまま動かない。

②　炭酸カルシウムの結晶は水に溶けやすい。
③　共有結合結晶では、多数の安定な分子が共有結合によって結合している。
④　金属結晶は、イオン結晶に比べてもろく、壊れやすい。
⑤　分子中の原子間では、分子間力がみられる。
⑥　分子中の 2 原子間の共有電子対は、どちらか一方の原子のほうに強く引き寄せ

られる場合がある。

問 2　 次の分子（ａ～ｉ）のうち、無極性分子であるものはいくつあるか。最も適当な
数値を、次の①～⑨のうちから一つ選べ。 ［解答番号 12 ］

ａ　CH 3Cl　　ｂ　NH 3　　ｃ　Cl 2　　ｄ　H 2S　　ｅ　CH 4　　ｆ　CO 2

ｇ　HF　　　 ｈ　H 2O　　ｉ　CCl 4

①　1　  ②　2　  ③　3　  ④　4　  ⑤　5　  ⑥　6　  ⑦　7　  ⑧　8　  ⑨　9

問 3　 次の記述に当てはまるものとして最も適当なものを、次の①～⑨のうちから一つ選べ。
 ［解答番号 13 ］

吸湿性がある。道路の凍結防止剤や衣類用乾燥剤として使用される。

①　炭酸ナトリウム　　②　硫酸カルシウム　　　　③　水酸化カルシウム　
④　炭酸カルシウム　　⑤　炭酸水素ナトリウム　　⑥　塩化ナトリウム
⑦　酸化カルシウム　　⑧　硫酸バリウム　　　　　⑨　塩化カルシウム

－ 21 －
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問 4　 次の元素の組み合わせのうち、イオン結合を形成しやすいものはどれか。最も適当な
ものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。 ［解答番号 14 ］

①　C・Cl　　②　Si・O　　③　H・He　　④　Na・F　　⑤　H・N

問 5　 1 分子中に 3 対の共有電子対と 2 対の非共有電子対をもつものはどれか。最も適当な
ものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。 ［解答番号 15 ］

①　アンモニア　　②　メタン　　③　水　　④　二酸化炭素　　⑤　窒素

－ 22 －
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第4問　以下の問い（問 1 ～ 4）に答えよ。

問 1　 2 mol のエチレン CH 2＝CH 2 が完全燃焼するのに必要な酸素は何 mol か。最も
適当な数値を、次の①～⑥のうちから一つ選べ。 ［解答番号 16 ］

①　1　　②　2　　③　3　　④　4　　⑤　5　　⑥　6

問 2　 原子 1 個の質量の平均値が 6. 70 × 10 －23 g であるとき、この元素はどれか。最も
適当なものを、次の①～⑧のうちから一つ選べ。 ［解答番号 17 ］

①　Be　　②　N　　③　F　　④　Mg　　⑤　Al　　⑥　P　　⑦　Cl　　⑧　Ca

問 3　 30 % のアンモニア水を水で薄めて 12 % のアンモニア水を 450 g 作るとき、必要な
アンモニア水は何 mL か。最も適当な数値を、次の①～⑧のうちから一つ選べ。
ただし、30 % のアンモニア水の密度を 0. 90 g/mL とする。 ［解答番号 18 ］

①　50　　 ②　100　　③　150　　④　200
⑤　250　　⑥　300　　⑦　350　　⑧　400

－ 23 －
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問 4　 濃度 X % の炭酸ナトリウム水溶液 10. 0 g に 5. 00 mol/L の塩酸を YmL 加えて完全に
反応させたところ、224 mL の二酸化炭素が発生した。炭酸ナトリウム水溶液の
濃度 X % と、加えた塩酸の量 YmL について最も適当な数値を、それぞれ次の①～⑥
のうちから一つ選べ。ただし、気体の体積は 0 ℃、1. 013 × 10 5 Pa の条件下で測定
したものとし、溶液中に残存している二酸化炭素は無視できるものとする。

炭酸ナトリウム水溶液の濃度 X % ［解答番号 19 ］

①　1. 40　　②　3. 72　　③　4. 50　　④　6. 00　　⑤　8. 25　　⑥　10. 6

加えた塩酸の量 YmL ［解答番号 20 ］

①　4. 00　　②　6. 00　　③　8. 00　　④　10. 0　　⑤　12. 0　　⑥　14. 0

－ 24 －
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第5問　以下の問い（問 1 ～ 4）に答えよ。

問 1　 水酸化バリウム 17. 1 g を純水に溶かし、1. 00 L の水溶液とした。この水溶液を
用いて、濃度不明の酢酸水溶液 10. 0 mL の中和滴定を行ったところ、過不足なく
中和するのに、15. 0 mL を要した。次の（ 1 ）～（ 2 ）に答えよ。

（ 1 ）この実験操作に関する記述として最も適当でないものを、次の①～⑤のうちから
一つ選べ。 ［解答番号 21 ］

①　ホールピペットの内部が純水でぬれているときは、はかりとる溶液で内部を洗って
から使用する。

②　酢酸水溶液を正確にはかりとるとき、駒込ピペットを用いてはいけない。
③　水酸化バリウム水溶液はメスシリンダーを用いて調製する。
④　酢酸水溶液を入れるコニカルビーカーは、純水でぬれたまま使用してもよい。
⑤　滴下量は、滴下前後のビュレットの目盛りの読みの差から求める。

（ 2 ）酢酸水溶液の濃度は何 mol/L か。最も適当な数値を、次の①～⑧のうちから一つ
選べ。 ［解答番号 22 ］

①　0. 030　　②　0. 060　　③　0. 120　　④　0. 180
⑤　0. 260　　⑥　0. 300　　⑦　0. 360　　⑧　0. 400

問 2　 硫酸カリウムと炭酸ナトリウムを含む水溶液の pH はどの程度か。最も適当なものを、
次の①～④のうちから一つ選べ。 ［解答番号 23 ］

①　pH＝2 より小さくなる。
②　pH＝2 と pH＝6 の間になる。
③　pH＝7 くらいになる。
④　pH＝8 と pH＝12 の間になる。

－ 25 －
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問 3　 以下の酸と塩基に関する記述（ａ～ｆ）のうち、正しいものの組み合わせとして最も
適当なものを、次の①～⓪のうちから一つ選べ。 ［解答番号 24 ］

ａ　塩基性の水溶液では、常に［H ＋］＜［OH －］である。
ｂ　酸性が強くなるほど、pH は大きくなる。
ｃ　同じモル濃度でも、塩酸と酢酸では水溶液中の［H ＋］が異なる。
ｄ　強酸と弱酸を過不足なく中和するためには、同じモル濃度の水酸化ナトリウム

水溶液であっても体積は異なる。
ｅ　1 価の酸より 2 価の酸のほうが強い酸である。
ｆ　酸性塩とは、水に溶けると酸性を示す塩のことである。

①　ａ・ｂ　　②　ｂ・ｃ　　③　ｃ・ｄ　　④　ｄ・ｅ　　⑤　ｅ・ｆ
⑥　ａ・ｃ　　⑦　ｂ・ｄ　　⑧　ｃ・ｅ　　⑨　ｄ・ｆ　　⓪　ａ・ｆ

問 4　 0. 010 mol/L の塩酸 10 mL を純水で希釈して 100 mL とした。この水溶液の pH は
いくらか。最も適当な数値を、次の①～⑥のうちから一つ選べ。

 ［解答番号 25 ］

①　1　　②　2　　③　3　　④　4　　⑤　5　　⑥　6
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第6問　以下の問い（問 1 ～ 2）に答えよ。

問 1　 濃度不明の過酸化水素水 10. 0 mL に希硫酸を加えて酸性にした後、0. 10 mol/L ヨウ化
カリウム水溶液 50. 0 mL を加えた。これをコニカルビーカーに移し、デンプンを
指示薬として 0. 10 mol/L のチオ硫酸ナトリウム水溶液で滴定したところ、12. 0 mL
を要した。次の（ 1 ）～（ 4 ）に答えよ。ただし、ヨウ素 I 2 とチオ硫酸ナトリウム
とは、以下のように反応するものとする。

I 2 ＋ 2 Na 2S 2O 3 → 2 NaI ＋ Na 2S 4O 6

（ 1 ）この実験に関する記述として最も適当なものを、次の①～④のうちから一つ選べ。
 ［解答番号 26 ］

①　希硫酸の代わりに希塩酸や希硝酸を用いても滴定に誤差は生じない。
②　希硫酸の代わりに希塩酸を用いても滴定に誤差は生じないが、希硫酸の代わりに

希硝酸を用いると滴定に誤差が生じる。
③　希硫酸の代わりに希硝酸を用いても滴定に誤差は生じないが、希硫酸の代わりに

希塩酸を用いると滴定に誤差が生じる。
④　希硫酸の代わりに希塩酸や希硝酸を用いると滴定に誤差が生じる。

（ 2 ）生成したヨウ素の物質量は何 mol か。最も適当な数値を、次の①～⑧のうちから
一つ選べ。 ［解答番号 27 ］

①　3. 00 × 10 －5　　②　6. 00 × 10 －5　　③　1. 00 × 10 －4　　④　3. 00 × 10 －4

⑤　6. 00 × 10 －4　　⑥　1. 00 × 10 －3　　⑦　3. 00 × 10 －3　　⑧　6. 00 × 10 －3

（ 3 ）もとの過酸化水素水のモル濃度は何 mol/L か。最も適当な数値を、次の①～⑧の
うちから一つ選べ。 ［解答番号 28 ］

①　3. 00 × 10 －4　　②　6. 00 × 10 －4　　③　1. 00 × 10 －3　　④　3. 00 × 10 －3

⑤　6. 00 × 10 －3　　⑥　1. 00 × 10 －2　　⑦　3. 00 × 10 －2　　⑧　6. 00 × 10 －2
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（ 4 ）溶液の密度をすべて 1. 0 g/cm 3 としたとき、過酸化水素水の質量パーセント
濃度は何 % か。最も適当な数値を、次の①～⑧のうちから一つ選べ。

 ［解答番号 29 ］

①　0. 01　　②　0. 02　　③　0. 05　　④　0. 10
⑤　0. 20　　⑥　0. 50　　⑦　1. 0　　 ⑧　2. 0

問 2　 次の下線で示した原子の酸化数として最も適当な数値を、次の①～⓪のうちから
一つ選べ。 ［解答番号 30 ］

K 2 Cr 2O 7

①　－ 14　　②　－ 12　　③　－ 6　　④　－ 4　　 ⑤　－ 2　　
⑥　＋ 2　　 ⑦　＋ 4　　 ⑧　＋ 6　　⑨　＋ 12　　⓪　＋ 14
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生物基礎

第1問　生物の特徴に関する次の文章を読み、以下の問い（問 1 ～ 6）に答えよ。

すべての生物は、 ア 祖先から イ してきたと考えられている。すべて
の生物は細胞から構成されるという共通性がある一方で、（ａ）原核生物と真核生物
というように、その（ｂ）構造には多様性がみられる。また、光合成や呼吸といった
ように ウ にもさまざまなものがあり、（ｃ）光合成を行なう生物と行わない
生物がいるなどの多様性がみられる。

問 1　 文中の ア に入る語句として最も適当なものを、次の①～④のうちから一つ
選べ。� ［解答番号 １ ］

①　多様な　　②　共通の　　③　2 つの　　④　3 つの

問 2　 文中の イ に入る語句として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ
選べ。� ［解答番号 2 ］

①　分化　　②　分裂　　③　発生　　④　進化　　⑤　遺伝

問 3　 文中の ウ に入る語句として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ
選べ。� ［解答番号 3 ］

①　同化　　②　異化　　③　代謝　　④　光エネルギーの変換　　⑤　触媒

問 4　 下線部（ａ）について、原核生物として最も適当なものを、次の①～④のうちから
一つ選べ。� ［解答番号 4 ］

①　ネンジュモ　　②　酵母　　③　ノロウイルス　　④　ミドリムシ
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問 5　 下線部（ｂ）について、細胞小器官のうち、ミトコンドリアに関する説明として
最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。� ［解答番号 5 ］

①　細胞の光合成に関わる細胞小器官である。
②　酸素を使って無機物を分解し、エネルギーを取り出している。
③　長さ約 1 mm の粒状または糸状をしている。
④　核の DNA とは別に独自の DNA をもっている。
⑤　二酸化炭素と水から有機物を合成する。

問 6　 下線部（ｃ）について、光合成を行う生物として最も適当なものを、次の①～⑤の
うちから一つ選べ。� ［解答番号 6 ］

①　ノロウイルス　　②　大腸菌　　　　③　酵母　　
④　ゾウリムシ　　　⑤　ミドリムシ
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第2問　遺伝子とその働きについて、以下の問い（問 1 ～ 9）に答えよ。

問 1　 mRNA についての説明として最も適当なものを、次の①～④うちから一つ選べ。
� ［解答番号 7 ］

①　糖とリン酸は DNA と共通である。　　
②　塩基はすべて DNA と共通である。　　
③　基本的には一本鎖である。
④　細胞のエネルギー源である。

問 2　 細胞が分裂する際、その前に DNA がコピーされることを何というか。最も適当な
ものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。� ［解答番号 8 ］

①　翻訳　　②　分解　　③　転写　　④　複製　　⑤　発現

問 3　 ヒトの体を構成する細胞のうち、すい臓の細胞と唾液腺の細胞に存在している遺伝子
の組み合わせとして最も適当なものを、�次の①～⑦のうちから一つ選べ。

� ［解答番号 9 ］

すい臓 唾液腺

インスリンの遺伝子 アミラーゼの遺伝子 インスリンの遺伝子 アミラーゼの遺伝子

① あり あり あり あり

② あり あり なし あり

③ あり あり なし なし

④ あり なし あり あり

⑤ あり なし なし あり

⑥ なし あり なし あり

⑦ なし なし なし なし
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問 4　 細胞周期のうち、細胞分裂が実際に行われるのはどの時期か。最も適当なものを、�
次の①～⑥のうちから一つ選べ。� ［解答番号 10 ］

①　C 期　　②　D 期　　③　G₁ 期　　④　G₂ 期　　⑤　M 期　　⑥　S 期

問 5　 二重らせん構造を持つ DNA に含まれる塩基の数の関係として最も適当なものを、
次の①～⑤のうちから一つ選べ。ただし、各記号はその塩基の数を表すものとする。
� ［解答番号 11 ］

①　A ＝ T ＝ G ＝ C
②　A ＋ T ＝ G ＋ C
③　A ＝ C、G ＝ T
④　A ＋ T ＋ G ＝ C
⑤　A ＋ G ＝ T ＋ C

問 6　 DNA についての記述として最も適当でないものを、次の①～④のうちから一つ
選べ。� ［解答番号 12 ］

①　ヒトの細胞 1 つあたりの DNA 量は、大腸菌の DNA 量より多い。
②　個体内の一般的な体細胞では基本的にほぼ等量の DNA をもつ。
③　DNA はすべての細胞に存在する。
④　卵や精子の DNA 量は、体細胞の半分である。

問 7　 ファージを用い、遺伝子の本体が DNA であることを証明した人物として最も適当
なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。� ［解答番号 13 ］

①　グリフィス　　②　エイブリー　　③　ハーシーとチェイス　　
④　ウィルキンスとフランクリン　　　⑤　ワトソンとクリック
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問 8　 酵素や筋肉の主成分である ア は、多数の イ が鎖状につながった物質で
あり、その種類は非常に多く、 イ の種類、数、配列によって決まる。 ア と
イ に入る語句の組み合わせとして最も適当なものを、次の①～⑥のうちから

一つ選べ。� ［解答番号 14 ］

ア イ

① 炭水化物 アミノ酸

② 炭水化物 ヌクレオチド

③ 炭水化物 糖

④ タンパク質 アミノ酸

⑤ タンパク質 ヌクレオチド

⑥ タンパク質 糖

問 9　 体細胞 1 個に含まれる染色体の数は、同じ種に属する個体間、たとえばユスリカの
ある個体と別の個体で ウ 。染色体には、DNA が含まれており、真核生物の
場合、DNA の エ が遺伝子を構成している。 ウ と エ に入る語句の
組み合わせとして最も適当なものを、次の①～④のうちから一つ選べ。

� ［解答番号 15 ］

ウ エ

① 異なる 一部

② 異なる 全部

③ 同じである 一部

④ 同じである 全部
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第3問　ヒトの体の調節について、以下の問い（問 1 ～ 12）に答えよ。

問 1　 小腸から吸収された栄養分を最も多く含む血管として最も適当なものを、次の①～⑥
のうちから一つ選べ。� ［解答番号 16 ］

①　肝動脈　　②　肝静脈　　③　肝門脈　　
④　腎動脈　　⑤　腎静脈　　⑥　肺動脈

問 2　 血液凝固の際に形成されるタンパク質と血球が絡み合った構造を示す語句として最も
適当なものを、次の①～④のうちから一つ選べ。� ［解答番号 17 ］

①　フィブリン　　②　トロンビン　　③　血小板　　④　血ぺい

問 3　 本来の免疫応答を逸脱して起こる過敏な反応を示す語句として最も適当なものを、
次の①～④のうちから一つ選べ。� ［解答番号 18 ］

①　アレルギー　　　　②　エイズ　　
③　フィードバック　　④　ホメオスタシス

問 4　 甲状腺刺激ホルモンを分泌する内分泌腺として最も適当なものを、次の①～④の
うちから一つ選べ。� ［解答番号 19 ］

①　間脳視床下部　��②　脳下垂体前葉　��③　脳下垂体後葉　��④　副甲状腺

問 5　 副腎髄質から分泌されるホルモンとして最も適当なものを、次の①～④のうちから
一つ選べ。� ［解答番号 20 ］

①　アドレナリン　　②　グルカゴン　　
③　チロキシン　　　④　副腎皮質刺激ホルモン
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問 6　 タンパク質の分解を引き起こし、グルコースの合成を促進するホルモンとして最も
適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。� ［解答番号 21 ］

①　糖質コルチコイド　　②　鉱質コルチコイド　　③　成長ホルモン
④　パラトルモン　　　　⑤　グリコーゲン

問 7　 ヒトの脳の構造において脳幹に含まれるものとして最も適当なものを、次の①～④
のうちから一つ選べ。� ［解答番号 22 ］

①　大脳　　②　中脳　　③　小脳　　④　脊髄

問 8　 心臓の拍動を調節する電気信号を発している部分として最も適当なものを、次の
①～④のうちから一つ選べ。� ［解答番号 23 ］

①　左心房　　②　右心室　　③　洞房結節　　④　房室弁

問 9　 インスリンのはたらきに関する記述として最も適当なものを、次の①～④のうちから
一つ選べ。� ［解答番号 24 ］

①　血糖濃度を増加させる。
②　血圧を増加させる。
③　グリコーゲンの合成を促進する。
④　水の再吸収を促進する。

問 10　腎臓のはたらきに関する記述として最も適当なものを、次の①～④のうちから一つ
選べ。� ［解答番号 25 ］

①　胆汁を合成する。
②　アンモニアを尿素に変える。
③　水分を再吸収する。
④　水分の減少を感知する。
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問 11　自律神経系の構造や機能に関する記述として最も適当でないものを、次の①～⑥の
うちから一つ選べ。� ［解答番号 26 ］

①　自律神経系は、恒常性の維持に重要なはたらきをする。
②　交感神経は、胸部から腰部にかけての脊髄から出ている。
③　副交感神経は、脳幹及び脊髄の最下部（仙髄）から出ている。
④　交感神経と副交感神経は、互いに拮抗的にはたらく。
⑤　交感神経は、立毛筋を収縮させる。
⑥　副交感神経は、気管支を拡張させる。

問 12　免疫に関する記述として最も適当でないものを、次の①～⑥のうちから一つ選べ。
� ［解答番号 27 ］

①　マクロファージには、食作用がある。
②　NK 細胞は、食細胞である。
③　キラー T 細胞は、リンパ球である。
④　ヘルパー T 細胞は、胸腺で分化する。
⑤　B 細胞は、骨髄で分化する。
⑥　活性化された B 細胞は、増殖して抗体産生細胞となる。
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第4問　生物の多様性と生態系について、以下の問い（問 1 ～ 8）に答えよ。

問 1　 湿性遷移において、湿原から草原に移り変わった後はどうなるか。最も適当なものを、
次の①～④のうちから一つ選べ。� ［解答番号 28 ］

①　草原として安定する。
②　再び湿原へ戻る。
③　低木林が形成される。
④　裸地となる。

問 2　 伊豆大島や三宅島が遷移の調査に適している理由として最も適当なものを、次の
①～⑤のうちから一つ選べ。� ［解答番号 29 ］

①　火山の噴火が繰り返し発生しており、その発生時期がわかっている。
②　気候が温暖で雨量が多く、植物がよく育つ気候環境である。
③　島が海に囲まれており、海風や潮の影響を受けやすい場所である。
④　動物の種類が少なく、植生に与える影響が限定されている。
⑤　観光地として開発が進み、人の手が加えられてきた場所である。

問 3　 陽樹の例として最も適当なものを、�次の①～⑤のうちから一つ選べ。
� ［解答番号 30 ］

①　クスノキ　　②　アカマツ　　③　スダジイ　　
④　タブノキ　　⑤　アラカシ

問 4　 北アメリカ北部にみられるツンドラが森林へ遷移しない理由として最も適当なものを、
次の①～⑤のうちから一つ選べ。� ［解答番号 31 ］

①　強風によって植物の葉がすぐに落ちてしまう。
②　地表が乾燥しており、樹木の成長に必要な水分が得られない。
③　動物が少なく、種子が運ばれにくい。
④　地衣類やコケ類が優占しており、樹木が根を張れない。
⑤　気温が低く、樹木の生育が難しい。
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問 5　 生態系サービスとして最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。
� ［解答番号 32 ］

①　海水浴などのレクリエーション利用
②　下水処理施設による水質浄化
③　車の排気ガスによる大気汚染
④　都市公園の清掃サービス
⑤　生態系の保全活動や外来種の駆除

問 6　 近年、琵琶湖において、アユに比べてフナ類の急激な減少がみられている。その違い
の理由として最も適当なものを、�次の①～④のうちから一つ選べ。

� ［解答番号 33 ］

①　フナ類の卵をアユが捕食する。
②　フナ類はブラックバスと繁殖に利用する環境が近い。
③　アユはブラックバスの捕食対象ではない。
④　アユは必ず川を遡上する。

問 7　 生物の生息地の分断の説明として最も適当なものを、次の①～⑥のうちから一つ
選べ。� ［解答番号 34 ］

①　道路やダムは動物に配慮しているため原因にはならない。
②　生息域が狭くなるので繁殖相手を見つけやすくなる。
③　植物の繁殖にも影響がある。
④　生物の多様性には影響しない。
⑤　魚道を設けると分断の影響が大きくなる。
⑥　小動物用の橋は警戒するので解決策にはならない。

問 8　 日本では一定以上の規模の開発を行う場合には事前に影響を予測・評価することが
制度化されている。これを何というか。最も適当なものを、次の①～⑤のうちから
一つ選べ。� ［解答番号 35 ］

①　調節サービス　　②　環境アセスメント　　③　SDGs
④　土地利用計画　　⑤　環境形成作用
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英語

第1問　次の問 1 ～問 6 の空欄 1 ～ 6 に入れるのに最も適当なものを、
それぞれ下の①～④のうちから一つずつ選び、解答欄に番号をマークせよ。

問 1　 We will keep 1 on our elderly neighbors.

①　an attention
②　an eye
③　a sight
④　a view

問 2　 Bicycles are a cheap and convenient form of 2 .

①　transaction
②　transformation
③　transmission
④　transportation

問 3　 Train services are now back to 3 after the storm.

①　common
②　normal
③　ordinary
④　regular

問 4　 Jason is trying to put 4 some money to buy a new car.

①　by
②　down
③　off
④　out
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問 5　 Most of us take our freedom for 5 .

①　appreciated
②　demanded
③　granted
④　pleased

問 6　 Margaret had 2 bags of 6 candies. She met a friend and gave her 5 candies. 
Therefore, Margaret has 6 candies now.

①　3
②　7
③　13
④　17
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第 2問　次の問 1 ～問 5 の会話の 7 ～ 11 に入れるのに最も適当なものを、 
それぞれ下の①～④のうちから一つずつ選び、解答欄に番号をマークせよ。

問 1　 A：Hello. This is the front desk. How may I help you?
B：Hi. This is Robert Miller in Room 503. I am calling because 7 .

The water temperature keeps changing.

①　the air conditioner won’t work
②　there are no towels in the bathroom
③　there is a problem with the shower
④　you have the wrong number

問 2　 A：Where is the best place to see the cherry blossoms in this park?
B： 8 Most of the trees lost their blossoms last week.

①　It’s too far from here.
②　I have been there before.
③　The park is closed today.
④　You are a little bit late.

問 3　 A：My cat just had four kitties. I need to give away some of them.
9

B：No problem. Let’s ask our friends if they want one.

①　Can you help me find new homes for them?
②　Could you buy some cat food for me?
③　Do you want to come to see them?
④　Would you like one?
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問 4　 A：Do you know a lot about clothes?
B：Yes. 10 I sold women’s jackets there.

①　I always wear the newest styles.
②　I bought my husband a new wallet.
③　I designed the exquisite accessories.
④　I used to work at a shopping mall.

問 5　 A：Welcome to our restaurant. May I take your order? 
B：No. 11 We will order after he gets here.

①　I am full.
②　I am very hungry.
③　I am waiting for a friend.
④　I have not paid yet.
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第3問　次の（1）～（9）の 9 組の文章の 12 ～ 20 にはそれぞれ共通の語が入る。 
下の枠内の①～⑨のうちから最も適当な語を一つずつ選び、解答欄に番号を 
マークせよ。ただし、各語は一度のみ使用することとする。

⑴　These drugs offer effective pain 12 for the very sick.
I felt a huge sense of 12 when I heard they were all OK.

⑵　Meals play an essential 13 in your recovery.
He assumes a leadership 13 within the organization.

⑶　The patient is still in a critical 14 in the hospital.
The 14 of the painting is excellent.

⑷　You should have a second 15 before undergoing the operation. 
In my 15 , it’s a waste of time.

⑸　The doctor recommended an 16 of the stomach.
He made efforts to pass the 16 .

⑹　The patient felt pain and no 17 in his knee.
The fitness program will help you maintain your 17 .

⑺　He had an operation to remove an 18 in his throat.
Police can remove a vehicle that is causing an 18 .

⑻　When you drink alcohol, it quickly enters your blood 19 .
The 19 flows through a narrow valley.

⑼　The old man has 20 hearing.
We succeeded in spite of the 20 of the task.

①　condition　 ②　difficulty　 ③　examination　 ④　obstruction　 ⑤　opinion
⑥　relief　　　⑦　role　　　 ⑧　stream　　　　⑨　strength
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第4問　次の問 1 ～問 12 の空欄 21 ～ 32 に入れるのに最も適当なものを、 
それぞれ下の①～④のうちから一つずつ選び、解答欄に番号をマークせよ。

問 1　 We think 21 important to teach children art and music.

①　as　　②　for　　③　it　　④　that

問 2　 Lisa is the girl 22 I go to school every day.

①　by which　　②　by whom　　③　with which　　④　with whom

問 3　 If it 23 tomorrow, we will not go camping. 

①　rain　　②　rains　　③　rained　　④　will rain

問 4　 The freezing point of alcohol is much lower than 24 of water.

①　one　　②　such　　③　sort　　④　that

問 5　 I don’t mind 25 you the money if you pay it back within a month.

①　borrowing　　②　lending　　③　to borrow　　④　to lend

問 6　 26 it not for music, the world would be a boring place.

①　As　　②　If　　③　Until　　④　Were

問 7　 My brother usually brushes his teeth with the water 27 .

①　ran　　②　run　　③　running　　④　to run
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問 8　 The flowers, 28 we planted in the front yard, are growing well. 

①　that　　②　which　　③　who　　④　whose

問 9　 The doctor advised me 29 less and exercise more. 

①　eat　　②　eaten　　③　eating　　④　to eat

問 10　My grandfather 30 for five years.

①　died　　②　has died　　③　is dead　　④　has been dead

問 11　We demanded that he 31 us the truth.

①　tell　　②　tells　　③　told　　④　was telling

問 12　We were 32 to see much food dumped at the restaurant.

①　surprise　　②　surprising　　③　surprised　　④　to surprise 
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第5問　次の 33 ～ 37 に入れるのに最も適当な語を、下の①～⑤のうちから 
選び、解答欄に番号をマークせよ。ただし、各語は一度のみ使用することとする。

Your central nervous system is the main information highway of your body. Sleep 
is necessary to keep it functioning properly, but chronic insomnia can disrupt how your 
body usually sends and processes information.

You may also 33 it more difficult to concentrate or learn new things. The signals 
your body sends may also be delayed, decreasing your coordination and increasing your 
risk for accidents.

Sleep deprivation also negatively affects your mental abilities and emotional state. 
You may 34 more impatient or prone to mood changes. It can also 35 decision 
making processes and creativity.

You may also 36 up experiencing microsleep during the day. During these 
episodes, you’ll 37 asleep for a few to several seconds without realizing it.

（healthline,“The Effects of Sleep Deprivation on Your Body”）

①　compromise
②　end
③　fall
④　feel
⑤　find
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第6問　次の文を読んで、後の問 1 ～問 3 に答えよ。

The number of births in Japan in 2024 is set to fall below 700,000 for the first time 
after government data showed Friday that the figure for the first 11 months of the year 
dropped 5.1 percent to 661,577.

The figure underscores a trend in Japan where more people are choosing not to 
marry or delaying marriage, partly due to concerns about child-rearing amid rising living 
costs. The lingering effects of the COVID-19 pandemic are also thought to have had an 
impact.

The preliminary data released by the Ministry of Health, Labour and Welfare for 
births from January to November includes foreigners. However, the full-year figure is 
expected to exclude babies born to foreign nationals.

The number of births in the country has been on a downward trend, dropping to 
below 900,000 in 2019 and below 800,000 in 2022. The figure fell in 2023 to 727,277, 
a record low since comparable data became 39 in 1899.

A 40 of 3.8 percent from 2023 will bring the figure below 700,000. The decline 
between January and August 2024 from a year earlier was 5.9 percent.

The National Institute of Population and Social Security Research estimated the 
figure for 2024 to be 755,000 and had projected births to drop below 700,000 by 2038. 
Japan faces labor shortages that threaten the sustainability of social security systems, 
such as health care and pensions.

The government aims to raise the birthrate through measures such as expanding 
child care allowances and offering benefits for parental leave, viewing the period until 
the early 2030s as the “last chance” to address the birthrate crisis.

（Modified：KYODO NEWS, Jan 24, 2025）
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問 1　下線の単語 underscores の意味に最も近い語を、下の①～④のうちから一つ選び、
解答欄 38 に番号をマークせよ。

①　emphasizes　　②　loosens　　③　maintains　　④　weakens

問 2　本文中の 39 と 40 に入れるのに最も適当な語を、それぞれ下の①～④の
うちから一つずつ選び、解答欄に番号をマークせよ。

（1） 39

①　able　　②　available　　③　capable　　④　enable

（2） 40

①　discount　　②　fall　　③　increase　　④　rise
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問 3　 以下の 41 ～ 45 の解説文について、本文の内容と一致するものには①、 
一致しないものには②の番号を解答欄にマークせよ。

41 The number of births in Japan in 2024 is 661,577.

42 More people are choosing not to marry or delaying marriage in Japan solely 
due to concerns about child-rearing amid rising living costs.

43 The number of births in Japan has been on a downward trend, dropping 
to below 800,000 in 2022, and is set to fall below 700,000 in 2024.

44 The National Institute of Population and Social Security Research estimated 
the figure below 700,000 for 2024.

45 The government views the period until the early 2030s as the “last chance” 
to address the birthrate crisis.
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【
一
】
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
い
（
問
1
～
７
）
に
答
え
よ
。
な
お
、
設
問
の
都
合
上
、
本
文
を
省
略
、
改
変
し
た
箇
所
が
あ
る
。

私
が
、
独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術
文
化
㋐
シ
ン
興
会
と
い
う
と
こ
ろ
の
理
事
長
に
な
っ
て
２
年
以
上
が
過
ぎ
た
。
こ
の
間
、
国
立
劇
場
の
閉
場
が

あ
り
、
次
の
入
札
に
向
け
て
の
手
続
き
が
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
い
つ
国
立
劇
場
が
再
開
場
で
き
る
の
か
、
な
か
な
か
先
が
見
通
せ
な
い
。
そ
れ
に
伴
っ
て

ど
れ
ほ
ど
負
の
効
果
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
は
十
分
に
認
識
し
て
い
る
。

私
は
、
自
然
人
類
学
、
進
化
生
物
学
の
研
究
者
で
あ
る
。
自
然
人
類
学
と
は
、
ヒ
ト
と
い
う
生
物
が
ど
の
よ
う
に
進
化
し
て
今
の
よ
う
な
姿
に

な
っ
た
の
か
を
探
る
学
問
な
の
で
、
芸
術
と
い
う
ヒ
ト
に
固
有
の
活
動
が
な
ぜ
あ
る
の
か
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
２
年
間
に
わ
た
っ
て
、
な
ぜ
日
本
の
伝
統
芸
能
を
国
家
的
に
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
文
化

は
大
事
だ
、
日
本
文
化
の
神
髄
は
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
な
ど
と
い
う
掛
け
声
は
い
く
ら
で
も
聞
か
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
の
本
筋
は
、

必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
か
ら
だ
。

す
べ
て
の
ヒ
ト
の
起
源
は
ア
フ
リ
カ
だ
が
、
お
よ
そ
７
万
年
前
に
ア
フ
リ
カ
を
出
た
ヒ
ト
の
集
団
は
い
く
つ
に
も
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
文

化
を
築
い
て
き
た
。
日
本
文
化
は
、
何
千
と
あ
る
文
化
の
そ
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
。

西
洋
は
、
オ
ペ
ラ
や
バ
レ
エ
な
ど
の
西
洋
文
化
を
、
国
立
劇
場
や
国
立
の
オ
ペ
ラ
座
そ
の
他
で
支
え
て
き
た
。
そ
こ
に
は
、
現
在
の
世
界
の

Ａ

潮
流
を
創
り
、
そ
れ
を
支
え
て
き
た
の
は
自
分
た
ち
だ
と
い
う
自
負
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
国
費
で
文
化
を
支
え
る
に
あ
た
っ
て
、
さ
し
た
る

特
別
な
理
由
も
必
要
な
い
ほ
ど
な
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ
を
支
え
ら
れ
る
ほ
ど
、
基
本
的
に
豊
か
な
国
々
な
の
だ
。

し
か
し
、
西
洋
文
化
で
は
な
い
日
本
で
は
ど
う
か
？

日
本
は
そ
の
他
の
多
様
な
文
化
の
一
つ
だ
と
い
う
だ
け
で
は
、
そ
れ
を

Ｂ

に
支
え
る
理
由
と
し
て
は
、
い
ま
い
ち
不
十
分
に
思
え
る
。
と
り

わ
け
、

Ｃ

に
㋑
ヨ
裕
が
な
く
な
っ
て
き
た
現
代
で
は
そ
う
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
、
よ
り

Ｄ

な
理
由
を
考
え
て
み
た
。

そ
れ
に
は
日
本
文
化
が
、
西
洋
の
文
化
と
は
ど
こ
が
違
う
の
か
を
明
ら
か
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
日
本
文
化
の
独
自
性
と
は
、
た
と
え
言
葉
で
表
す

も
の
で
あ
っ
て
も
、

Ｅ

に
表
れ
て
い
る
言
語
以
外
の
感
情
や
気
持
ち
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
表
現
と
、
そ
の
よ
う
な
価
値
観
。
ま
た
、
ヒ
ト
を

自
然
の
一
部
と
み
な
し
、
自
然
を
㋒
セ
イ
服
す
る
の
で
は
な
く
、
自
然
の
移
り
変
わ
り
を
そ
の
ま
ま
に
受
け
入
れ
て
め
で
る
態
度
を
持
つ
こ
と
、
な

の
で
は
な
い
か
。
今
の
日
本
文
化
が
ど
れ
ほ
ど
西
洋
化
し
て
い
る
と
し
て
も
、
こ
ん
な
特
徴
は
、
陰
に
陽
に
保
た
れ
て
い
る
と
思
う
の
だ
。

で
は
な
ぜ
そ
れ
ら
を
守
り
、
継
㋓
シ
ョ
ウ
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
？

現
代
の
国
語
・
言
語
文
化
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そ
れ
は
、
西
洋
文
明
に
対
す
る
強
㋔
レ
ツ
な

Ｘ

と
し
て
の
価
値
に
あ
る
の
だ
と
思
う
。
西
洋
文
明
が
世
界
を
席
巻
し
、
こ
れ
ま
で
の
文
明
の

動
向
を
決
め
て
き
た
の
は
そ
の
通
り
だ
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
現
在
の

Ｙ

を
引
き
起
こ
し
、
文
明
の
存
続
自
体
を
脅
か
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、

そ
う
で
は
な
い
や
り
方
も
あ
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
示
す
こ
と
が
大
事
な
の
だ
と
私
は
思
う
。

西
洋
と
比
較
す
る
と
、
一
般
に
ア
ジ
ア
は
、
日
本
と
似
た
よ
う
な
自
然
観
、
価
値
観
の
文
化
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。

Ⅰ

、
日
本
文
化
の
独
自

性
ば
か
り
で
な
く
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
協
力
し
て
、
ア
ジ
ア
的
自
然
観
、
価
値
観
と
い
う
も
の
を
一
体
と
し
て
見
せ
る
こ
と
も
重
要
な
の
で
は
な
い
か
。

Ⅱ

、
日
本
も
そ
う
だ
が
、
世
界
中
の
す
べ
て
の
国
々
と
そ
の
文
化
は
、
西
洋
文
化
に
侵
食
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
？

　
単
に
植
民
地

政
策
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
西
洋
文
化
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
人
間
性
に
訴
え
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

一
つ
に
は
、
西
洋
諸
国
が
こ
れ
ま
で
、
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
非
常
に
強
力
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
強
い
も
の
は
憧
れ
の
対
象
と
な
る
。

Ⅲ

、

西
洋
文
化
の
産
物
は
確
か
に
人
々
の
生
活
を
便
利
で
豊
か
に
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
西
洋
の
人
間
観
は
、
人
間
を
至
上
の
存
在
と
す
る
た
め
、

人
間
の
欲
望
の
達
成
を
無
制
限
に
許
す
か
ら
な
の
で
は
な
い
か
？

Ⅳ

、
西
洋
の
人
間
観
・
自
然
観
だ
け
が
絶
対
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
西
洋
的
自
然
観
の
行
き
着
く
と
こ
ろ
が
現
在
の
地
球
環
境
問
題
だ
と
す

る
と
、
人
間
だ
け
が
特
別
で
何
を
し
て
も
よ
い
わ
け
で
は
な
い
と
す
る
、
ア
ジ
ア
的
自
然
観
・
人
間
観
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
時
が
来
た
と
思
う
の

で
あ
る
。

そ
う
は
言
っ
て
も
、
今
の
私
た
ち
の
生
活
は
、
大
部
分
、
西
洋
文
化
に
席
巻
さ
れ
て
い
る
。

Ⅴ

、
日
本
的
要
素
が
濃
縮
さ
れ
た
伝
統
芸
能
が

大
切
な
の
で
は
な
い
か
？

［
長
谷
川
眞
理
子
『
毎
日
新
聞
』「
時
代
の
風
」
に
よ
る
］
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問
１

　
傍
線
部
㋐
～
㋔
の
カ
タ
カ
ナ
に
相
当
す
る
漢
字
を
使
う
も
の
を
、
次
の
①
～
④
の
傍
線
部
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。

解
答
番
号
は
㋐

１

　
　
㋑

２

　
　
㋒

３

　
　
㋓

４

　
　
㋔

５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
事
業
が
不
シ
ン
に
陥
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
屈
シ
ン
運
動
を
す
る

㋐

　
シ
ン
興

　
　
　
　
③

　
通
シ
ン
教
育
を
受
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
改
革
案
を
シ
ン
言
す
る

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
企
画
に
参
ヨ
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
ヨ
興
に
手
品
を
す
る

㋑

　
ヨ
裕

　
　
　
　
　
③

　
天
気
ヨ
報
が
外
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
救
世
主
出
現
の
ヨ
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
時
間
の
セ
イ
約
を
受
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
外
国
へ
遠
セ
イ
す
る

㋒

　
セ
イ
服

　
　
　
　
③

　
形
セ
イ
が
逆
転
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
大
器
は
晩
セ
イ
す
る

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
大
会
を
シ
ョ
ウ
致
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
顕
シ
ョ
ウ
碑
を
建
て
る

㋓

　
継
シ
ョ
ウ

　
　
　
③

　
学
問
を
シ
ョ
ウ
励
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
申
し
出
を
シ
ョ
ウ
諾
す
る

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
卑
レ
ツ
な
手
段
を
と
る
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
要
求
事
項
を
レ
ッ
挙
す
る

㋔

　
強
レ
ツ

　
　
　
　
③

　
レ
ッ
火
の
如
く
怒
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
交
渉
が
決
レ
ツ
す
る
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問
２

　
二
重
傍
線
部
「
な
ぜ
日
本
の
伝
統
芸
能
を
国
家
的
に
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
」
と
い
う
問
い
か
け
に
対
す
る
筆
者
の
本
筋
の
答
え
と
し
て
最
も

適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

６

①

　
日
本
文
化
は
、
世
界
に
類
を
見
な
い
唯
一
無
二
の
個
性
を
持
ち
、
長
い
伝
統
芸
能
に
培
わ
れ
て
き
た
も
の
だ
か
ら
。

②

　
日
本
文
化
が
西
洋
文
化
と
の
接
触
で
、
変
化
す
る
の
は
仕
方
な
い
が
、
そ
の
「
神
髄
」
は
死
守
す
る
べ
き
だ
か
ら
。

③

　
西
洋
に
は
自
国
文
化
国
費
で
保
護
す
る
と
い
う
長
い
伝
統
が
あ
り
、
日
本
も
そ
の
点
は
見
倣
う
べ
き
だ
か
ら
。

④

　
西
洋
文
化
の
侵
食
に
対
し
て
、
ア
ジ
ア
と
日
本
が
手
を
結
び
、
一
致
団
結
し
て
対
抗
措
置
を
取
る
べ
き
だ
か
ら
。

⑤

　
ア
ジ
ア
的
自
然
観
・
人
間
観
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
際
に
、
日
本
的
要
素
が
濃
縮
さ
れ
た
伝
統
芸
能
が
大
切
だ
か
ら
。

問
３

　
空
欄

Ａ

～

Ｅ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。

解
答
番
号
は
Ａ

７

　
　
Ｂ

８

　
　
Ｃ

９

　
　
Ｄ

10

　
　
Ｅ

11

①

　
経
済
的

②

　
表
面
的

③

　
文
化
的

④

　
包
括
的

⑤

　
国
家
的

問
４

　
空
欄

Ｘ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
カ
タ
カ
ナ
外
来
語
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

12

①

　
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー

②

　
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ

③

　
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム

④

　
ア
ナ
ロ
ジ
ー

⑤

　
ア
ン
ト
ニ
ム
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問
５

　
空
欄

Ｙ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
句
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

13

①

　
地
球
環
境
問
題

②

　
西
洋
礼
拝
主
義

③

　
産
業
革
命
以
後
の
発
展

④

　
西
洋
対
ア
ジ
ア
の
対
立

⑤

　
人
間
性
の
喪
失

問
６

　
空
欄

Ⅰ

～

Ⅴ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
の
組
み
合
わ
せ
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

14

①

　
Ⅰ

　
し
か
し

　
　
　
Ⅱ

　
だ
か
ら

　
　
　
Ⅲ

　
そ
れ
で
も

　
　
Ⅳ

　
そ
こ
で

　
　
　
Ⅴ

　
そ
し
て

②

　
Ⅰ

　
そ
し
て

　
　
　
Ⅱ

　
そ
れ
で
も

　
　
Ⅲ

　
し
か
し

　
　
　
Ⅳ

　
そ
こ
で

　
　
　
Ⅴ

　
だ
か
ら

③

　
Ⅰ

　
そ
れ
で
も

　
　
Ⅱ

　
そ
し
て

　
　
　
Ⅲ

　
そ
こ
で

　
　
　
Ⅳ

　
だ
か
ら

　
　
　
Ⅴ

　
し
か
し

④

　
Ⅰ

　
だ
か
ら

　
　
　
Ⅱ

　
し
か
し

　
　
　
Ⅲ

　
そ
し
て

　
　
　
Ⅳ

　
そ
れ
で
も

　
　
Ⅴ

　
そ
こ
で

⑤

　
Ⅰ

　
そ
こ
で

　
　
　
Ⅱ

　
だ
か
ら

　
　
　
Ⅲ

　
そ
れ
で
も

　
　
Ⅳ

　
そ
し
て

　
　
　
Ⅴ

　
し
か
し

問
７

　
本
文
の
筆
者
の
主
張
（
考
え
）
に
最
も
近
い
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

15

①

　
国
立
劇
場
再
開
の
め
ど
は
い
ま
だ
に
立
っ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
な
り
の
効
果
は
期
待
で
き
る
状
況
に
な
っ
て
き
た
。

②

　
芸
術
と
は
、
ヒ
ト
と
い
う
生
物
が
ど
の
よ
う
に
進
化
し
て
今
の
よ
う
な
姿
に
な
っ
た
の
か
を
探
る
学
問
で
あ
る
。

③

　
日
本
文
化
の
独
自
性
と
は
、
言
語
以
外
の
気
持
ち
を
重
視
す
る
表
現
と
、
ヒ
ト
を
自
然
の
一
部
と
見
る
こ
と
で
あ
る
。

④

　
す
べ
て
の
ヒ
ト
の
起
源
は
、
諸
説
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
７
万
年
前
に
ア
フ
リ
カ
で
、
と
い
う
の
が
定
説
に
な
っ
て
い
る
。

⑤

　
西
洋
文
化
が
世
界
を
席
巻
し
て
い
る
根
本
的
な
理
由
は
、
人
間
性
の
本
質
に
訴
え
る
普
遍
的
な
力
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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【
二
】
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
い
（
問
１
～
６
）
に
答
え
よ
。
な
お
、
設
問
の
都
合
上
、
本
文
を
省
略
、
改
変
し
た
箇
所
が
あ
る
。

（
注
）
昨
年
の
秋
、
東
京
で
の
公
開
Ａ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
講
演
を
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
わ
ざ
わ
ざ
講
演
を
聞
き
に
会
場
ま
で
足
を
運
ん
で
く
れ
た
女
子

高
校
生
と
そ
の
母
親
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
に
声
を
か
け
て
く
れ
た
。
昨
年
一
一
月
に
出
版
さ
れ
た
私
の
著
書
『
海
を
渡
っ
た
ア
ラ
イ
グ
マ

―

人
気
者
が
た
ど
っ
た
道
』
を
読
ん
で
く
れ
た
よ
う
で
、
自
身
で
考
え
た
ア
ラ
イ
グ
マ
対
策
の
ア
イ
デ
ア
を
説
明
し
て
く
れ
て
、
意
見
を
求
め
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

東
京
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
、
人
間
と
野
生
動
物
の
①
軋
轢
、
す
な
わ
ち
野
生
動
物
と
人
間
社
会
が
衝
突
し
て
生
じ
る
問
題
で
あ
っ
た
。

イ
ノ
シ
シ
や
ニ
ホ
ン
ザ
ル
な
ど
の
市
街
地
へ
の
出
没
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
よ
く
見
か
け
る
し
、
秋
田
県
で
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
よ
る
人
身
被
害
や
ス
ー
パ
ー

侵
入
事
件
は
全
国
ニ
ュ
ー
ス
に
も
な
っ
た
。
数
が
増
え
す
ぎ
た
り
、
生
息
域
が
拡
大
し
て
人
間
の
生
活
圏
と
重
複
す
る
野
生
動
物
は
、
人
間
と
の
軋
轢

を
生
じ
や
す
い
。
そ
の
よ
う
な
動
物
の
一
つ
に
、
外
来
生
物
が
含
ま
れ
る
。

外
来
生
物
と
は
、
本
来
は
生
息
し
て
い
な
か
っ
た
地
域
に
、
人
間
活
動
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
生
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
由
来
は
国
外
で
あ
る
か

国
内
で
あ
る
か
は
問
わ
ず
、
持
ち
込
ま
れ
た
経
緯
が
意
図
的
で
あ
る
か
偶
発
的
で
あ
る
か
も
問
わ
な
い
。
哺
乳
類
に
限
っ
て
み
て
も
、
日
本
で
は
国
内

外
由
来
を
合
わ
せ
て
四
〇
種
ほ
ど
の
定
着
が
知
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
在
来
哺
乳
類
は
、
陸
生
と
海
生
を
合
わ
せ
る
と
二
〇
〇
種
ほ
ど
と
さ
れ
て
い
る

の
で
、
外
来
哺
乳
類
が
い
か
に
ⓐ
多
い
か
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
な
か
で
も
、
分
布
の
拡
大
ス
ピ
ー
ド
や
広
さ
か
ら
し
て
、
ア
ラ
イ
グ
マ
は
も
っ
と
も

定
着
、
す
な
わ
ち
継
続
的
に
子
孫
を
つ
く
る
こ
と
に
ⓑ
成
功
し
た
外
来
哺
乳
類
の
一
種
だ
。〔

　
①

　
〕

本
来
、
ア
ラ
イ
グ
マ
は
北
米
か
ら
中
米
に
広
く
分
布
す
る
動
物
で
あ
る
。
そ
ん
な
遠
く
海
を
隔
て
た
異
国
に
生
息
し
て
い
る
は
ず
の
ア
ラ
イ
グ
マ

が
、
日
本
で
初
め
て
野
生
化
し
て
い
る
こ
と
が
愛
知
県
で
確
認
さ
れ
た
の
は
、
お
よ
そ
六
〇
年
前
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
調
査
か
ら
、
愛
知
県
の
と
あ

る
飼
育
施
設
か
ら
②
逸
走
し
た
複
数
頭
が
、
最
初
の
野
生
化
の
始
ま
り
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。〔

　
②

　
〕

各
地
で
の
ア
ラ
イ
グ
マ
野
生
化
よ
り
も
前
、
日
本
で
は
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
『
あ
ら
い
ぐ
ま
ラ
ス
カ
ル
』（
一
九
七
七
年
）
が
放
送
さ
れ
た
。
こ
の
ア
ニ

メ
放
送
に
よ
っ
て
、
日
本
に
は
ア
ラ
イ
グ
マ
ブ
ー
ム
が
起
き
た
。
③
一
躍
お
茶
の
間
の
人
気
者
に
な
っ
た
ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
か
ら
数

万
頭
が
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
。
海
を
渡
っ
て
は
る
ば
る
日
本
に
や
っ
て
き
た
ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
全
国
各
地
の
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
も
販
売
さ
れ
、
一
般

の
家
庭
で
飼
育
さ
れ
た
。
し
か
し
、
イ
ヌ
や
ネ
コ
な
ど
と
は
違
い
、
ア
ラ
イ
グ
マ
は
正
真
正
銘
の
野
〝
性
〟
動
物
で
あ
る
。
幼
い
う
ち
は
ラ
ス
カ
ル
の

イ
メ
ー
ジ
の
よ
う
に
甘
え
て
愛
ら
し
い
が
、
一
年
も
し
な
い
う
ち
に
本
来
の
野
性
的
な
性
質
が
現
れ
て
く
る
。
も
の
め
ず
ら
し
さ
で
飼
っ
て
は
み
た
も

の
の
、
幼
い
ラ
ス
カ
ル
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
ア
ラ
イ
グ
マ
を
、
つ
い
に
は
飼
い
き
れ
ず
に
野
に
放
し
た
り
、
逸
走
す
る
事

例
が
各
地
で
相
次
い
だ
。
こ
う
や
っ
て
、
日
本
各
地
で
野
生
化
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
ま
で
に
、
全
都
道
府
県
で
ア
ラ
イ
グ
マ
の
生
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息
に
関
す
る
情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。〔

　
③

　
〕

定
着
に
ⓒ
成
功
し
た
ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
を
も
た
ら
し
始
め
た
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
ス
イ
カ
な
ど
へ
の
農
作
物
被
害
、
神

社
仏
閣
や
家
屋
へ
の
侵
入
や
④
糞
尿
被
害
な
ど
が
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
在
来
の
ⓓ
希
少
な
ザ
リ
ガ
ニ
や
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
捕
食

な
ど
の
生
態
系
被
害
、
人
獣
共
通
感
染
症
の
媒
介
リ
ス
ク
な
ど
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。〔

　
④

　
〕

現
在
、
日
本
で
は
お
も
に
二
つ
の
法
律
の
も
と
で
ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
が
ⓔ
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
鳥
獣
保
護
管
理
法
に
も
と
づ
く
農
作
物
被
害
対

策
と
し
て
の
捕
獲
と
、
外
来
生
物
法
に
も
と
づ
く
特
定
外
来
生
物
の
防
除
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
、
近
年
で
は
全
国
で
年
間
六
万
頭
ほ
ど
の

ア
ラ
イ
グ
マ
が
捕
獲
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
捕
獲
さ
れ
て
い
る
な
ら
、
野
生
化
ア
ラ
イ
グ
マ
の
根
絶
は
む
ず
か
し
く
な
い
の

で
は
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
む
し
ろ
捕
獲
数
は
増
え
続
け
て
お
り
、
根
絶
を
達
成
で
き
た
地
域
は
な
い
。〔

　
⑤

　
〕

Ｂ
根
絶
が
達
成
で
き
な
い
要
因
の
一
つ
に
、
繁
殖
力
の
高
さ
が
あ
る
。
春
に
生
ま
れ
た
ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
翌
年
の
春
（
一
歳
）
に
は
六
～
七
割
の
メ

ス
が
三
～
四
頭
の
子
を
産
み
、
二
歳
以
上
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
メ
ス
が
毎
年
お
よ
そ
四
頭
の
子
を
産
み
続
け
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
な
ん
で

も
食
べ
る
雑
食
性
で
、
市
街
地
で
も
森
林
で
も
生
活
で
き
る
環
境
適
応
能
力
も
持
っ
て
い
る
。
お
ま
け
に
、
彼
ら
を
捕
食
す
る
よ
う
な
天
敵
も
ほ
と
ん

ど
い
な
い
。
古
い
研
究
デ
ー
タ
で
は
あ
る
が
、
捕
獲
が
な
い
場
合
に
は
三
～
四
年
で
個
体
数
が
二
倍
に
な
る
と
試
算
さ
れ
る
ほ
ど
、
彼
ら
の
増
加
率
は

大
き
い
の
で
あ
る
。

〈
中
略
〉

農
作
物
被
害
対
策
と
し
て
の
捕
獲
は
、
被
害
が
な
く
な
っ
た
り
許
容
範
囲
以
下
に
な
れ
ば
、
当
然
行
わ
れ
な
い
。
捕
獲
が
行
わ
れ
ず
に
し
ば
ら
く
す

る
と
、
再
び
個
体
数
が
増
え
て
農
作
物
被
害
が
発
生
し
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
が
再
開
さ
れ
る
、
と
い
う

Ｘ

が
続
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
、
ほ
と

ん
ど
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
は
農
地
で
行
わ
れ
る
の
で
、
森
林
に
生
息
し
て
い
て
農
地
に
は
出
て
こ
な
い
ア
ラ
イ
グ
マ
が
捕
獲
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
つ
ま

り
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
は
、
そ
の
趣
旨
か
ら
し
て
ア
ラ
イ
グ
マ
を
地
域
か
ら
完
全
に
排
除
す
る
と
い
う
目
標
に
は
つ
な
が
り
に
く
い
の
で
あ
る
。
日
本
で

は
、
野
生
化
し
て
か
ら
外
来
生
物
対
策
と
し
て
の
捕
獲
が
本
格
化
す
る
ま
で
の
約
一
〇
年
間
に
、
各
地
で
ア
ラ
イ
グ
マ
は
分
布
を
広
げ
て
個
体
数
が
増

加
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

〈
中
略
〉

さ
て
、
ア
ラ
イ
グ
マ
の
み
な
ら
ず
、
日
本
で
は
飼
育
動
物
の
放
野
に
よ
る
野
生
化
事
例
は
少
な
く
な
い
。
野
生
に
放
せ
ば
〝
自
由
〟
と
考
え
る
の
は

人
間
の
身
勝
手
な
思
い
込
み
に
す
ぎ
ず
、
な
に
不
自
由
な
く
暮
ら
し
て
い
た
ペ
ッ
ト
か
ら
見
れ
ば
〝
迷
惑
〟
き
わ
ま
り
な
い
こ
と
で
、
優
し
さ
で
も
な

ん
で
も
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
な
ら
な
い
。
近
年
で
は
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
ア
ニ
マ
ル
が
も
て
は
や
さ
れ
、
め
ず
ら
し
い
動
物
を
飼
育
し
た
い
と

考
え
る
人
は
多
い
。
希
少
性
が
高
い
動
物
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
市
場
価
格
は
跳
ね
上
が
る
。
販
売
さ
れ
て
い
る
動
物
の
多
く
は
、
人
工
飼
育
で
繁
殖
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さ
せ
た
個
体
で
は
あ
ろ
う
が
、
繰
り
返
し
の
近
親
交
配
に
よ
る
繁
殖
障
害
を
防
ぐ
た
め
に
野
生
個
体
を
ほ
し
が
る
業
者
は
少
な
く
な
い
。
希
少
種
は
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
原
産
地
域
で
も
個
体
数
が
少
な
い
の
に
、
高
値
で
取
引
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
、
原
産
地
で
の
過
剰
採
集
や
密
猟
、
密
輸
を
助
長
し
て

し
ま
う
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。
ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
動
物
の
命
を
預
か
る
大
き
な
責
任
を
持
つ
行
為
で
あ
り
、
自
身
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
変
化
の
予
測
、
動
物
本
来
の
性
質
や
寿
命
も
考
え
て
、
自
分
に
と
っ
て
ど
ん
な
ペ
ッ
ト
が
適
切
な
の
か
、
ほ
ん
と
う
に
最
期
ま
で
き
ち
ん
と
飼
育

で
き
る
の
か
、
し
っ
か
り
と
考
え
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

外
来
生
物
問
題
は
人
間
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
だ
。
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
〝
犠
牲
〟
を
で
き
る
だ
け
お
さ
え
た
対
策
の
実
行
は
、
原

因
を
つ
く
っ
た
私
た
ち
人
間
の
責
任
で
あ
る
。
そ
し
て
、
外
来
生
物
対
策
の
目
的
は
生
物
多
様
性
の
保
全
で
あ
っ
て
、
外
来
生
物
の
防
除
は
そ
の
た
め

の
一
つ
の
手
段
に
す
ぎ
な
い
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ア
ラ
イ
グ
マ
問
題
を
通
し
て
私
た
ち
は
、
外
来
生
物
対
策
に
は
初
期
対
応
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
教
訓
に
す
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
環
境
な
ど
へ
の
影
響
や
被
害
が
科
学
的
に
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
外
来
生
物
の

取
り
扱
い
に
規
制
を
か
け
る
と
い
う
「
予
防
原
則
」
に
則
っ
た
対
策
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
も
学
ぶ
べ
き
だ
。
や
む
を
え
ず
と
は
い
え
、
か
け
が
え
の

な
い
日
本
の
生
物
多
様
性
の
保
全
の
た
め
に
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
ア
ラ
イ
グ
マ
の
命
を
考
え
れ
ば
、
私
た
ち
は
二
度
と
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
し
て
は
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。

残
念
な
が
ら
、
ア
ラ
イ
グ
マ
は
全
国
規
模
で
分
布
拡
大
し
て
し
ま
っ
た
。
今
や
、
日
本
か
ら
の
根
絶
は
き
わ
め
て
む
ず
か
し
い
状
況
だ
と
い
わ
ざ
る

を
え
な
い
。
し
か
し
、
東
京
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
こ
の
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ア
イ
デ
ア
で
解
決
し
た
い
と
考
え
て
い
る
若
者

が
い
る
こ
と
を
知
り
、
う
れ
し
く
な
っ
た
。
同
時
に
、
将
来
を
悲
観
し
て
ば
か
り
で
は
い
け
な
い
と
、
⑤
鼓
舞
さ
れ
た
よ
う
な
心
地
よ
い
気
持
ち
で
、

下
り
の
新
幹
線
に
乗
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

（
注
）
昨
年
＝
二
〇
二
四
年

［
淺
野
玄
『
Ｕ
Ｐ
』「
ア
ラ
イ
グ
マ
問
題
と
向
き
合
う
」
に
よ
る
］
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問
１

　
傍
線
部
①
～
⑤
の
漢
字
の
読
み
と
し
て
、
一
つ
だ
け
間
違
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
を
選
べ
。
解
答
番
号
は

16

①

　
軋あ
つ
れ
き轢

　
　
②

　
逸し
っ
そ
う走

　
　
③

　
一い
ち
や
く躍

　
　
④

　
糞ふ
ん
に
ょ
う尿

　
　
⑤

　
鼓こ

ぶ舞

問
２

　
傍
線
部
Ａ
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

17

①

　
そ
の
学
問
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
研
究
発
表
会
議

②

　
あ
る
テ
ー
マ
の
結
論
を
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
集
会

③

　
参
加
者
が
主
体
的
に
参
加
す
る
進
歩
的
な
研
究
集
会

④

　
聴
衆
を
招
い
て
公
開
で
行
わ
れ
る
研
究
発
表
会

⑤

　
共
通
の
興
味
や
活
動
を
持
つ
人
た
ち
の
社
交
の
場

問
３

　
傍
線
部
ⓐ
～
ⓔ
の
う
ち
一
つ
だ
け
故
意
に
（
わ
ざ
と
）
原
文
と
反
対
の
意
味
の
語
に
書
き
換
え
た
語
が
あ
る
。
そ
れ
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら

一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

18

①

　
ⓐ

　
多
い

②

　
ⓑ

　
成
功

③

　
ⓒ

　
成
功

④

　
ⓓ

　
希
少

⑤

　
ⓔ

　
禁
止
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問
４

　
文
中
に
は
次
の
一
文
が
抜
け
落
ち
て
い
る
。
こ
れ
を
文
中
の
〔

　
①

　
〕
～
〔

　
⑤

　
〕
の
ど
の
箇
所
に
補
え
ば
よ
い
か
。
最
も
適
切
な
箇
所
を
、

一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

19

　
脱
文
＝
こ
れ
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
被
害
を
抑
え
る
た
め
、
各
地
で
お
も
に
捕
獲
に
よ
る
対
策
が
さ
れ
て
い
る
。

問
５

　
傍
線
部
Ｂ
「
根
絶
が
達
成
で
き
な
い
要
因
」
と
し
て
最
も
不
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

解
答
番
号
は

20

①

　
国
外
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
経
緯
が
偶
発
的
だ
か
ら

②

　
雑
食
性
で
環
境
適
応
能
力
が
高
い
か
ら

③

　
他
の
動
物
に
比
べ
て
繁
殖
力
が
高
い
か
ら

④

　
天
敵
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
か
ら

⑤

　
今
や
全
国
規
模
で
分
布
拡
大
し
て
し
ま
っ
た
か
ら

　

問
６

　
空
欄

Ｘ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
句
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

21

①

　
猿
の
尻
笑
い

②

　
鳩
に
豆
鉄
砲

③

　
オ
ウ
ム
返
し

④

　
ト
カ
ゲ
の
尻
尾
切
り

⑤

　
イ
タ
チ
ご
っ
こ
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【
三
】
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
い
（
問
１
～
６
）
に
答
え
よ
。
な
お
、
設
問
の
都
合
上
、
本
文
を
省
略
、
改
変
し
た
箇
所
が
あ
る
。

高
校
現
代
文
の
定
番
教
材
四
天
王
と
呼
ば
れ
る
作
品
が
あ
る
。

Ⅰ

「
羅
生
門
」、

Ⅱ

「
山
月
記
」、

Ⅲ

「
こ
こ
ろ
」、
そ
し
て
森
鷗
外

の
「
舞
姫
」
だ
。
ど
の
会
社
の
教
科
書
に
も
載
っ
て
い
る（
載
せ
な
い
と
採
択
が
見
込
め
な
い
）圧
倒
的
強
者
、
ま
さ
に
Ａ
四
天
王
。
学
校
や
世
代
を
超
え

て
読
み
継
が
れ
る
定
番
教
材
は
、
確
か
に
い
つ
読
ん
で
も
色
あ
せ
な
い
名
作
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
森
鷗
外
の
「
舞
姫
」
は
、
Ｂ
他
の
三
作
品
に
比
べ
て
や
や
影
が
薄
い
こ
と
は
否
め
な
い
。
一
年
生
の
必
修
授
業
で
読
ま
れ
る
「
羅
生
門
」

や
、「
そ
の
声
は
、
我
が
友
、
李り

徴ち
ょ
う
し子
で
は
な
い
か
？
」「
精
神
的
に
向
上
心
の
な
い
も
の
は
馬
鹿
だ
」
と
い
っ
た
パ
ワ
ー
フ
レ
ー
ズ
が
印
象
深
い

「
山
月
記
」「
こ
こ
ろ
」
は
、
し
ば
し
ば
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
も
ネ
タ
に
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
比
べ
て
「
舞
姫
」
が
話
題
に
な
る
こ
と
は
少
な

い
。
な
ぜ
か
。
要
因
は
い
く
つ
か
あ
る
。

ま
ず
第
一
に
と
っ
つ
き
に
く
い
擬ぎ

古こ

文ぶ
ん

で
あ
る
こ
と
。
冒
頭
か
ら
「
石
炭
を
ば
早
や
積
み
果
て
つ
」、
い
き
な
り

Ｘ

の
「
つ
」
で
あ
る
。

「
山
月
記
」
の
漢
文
調
の
文
章
を
か
ろ
う
じ
て
乗
り
越
え
た
生
徒
た
ち
が
、
こ
こ
に
至
っ
て
「
こ
ん
な
の
古
文
じ
ゃ
ん
！
」
と
投
げ
出
し
た
く
な
る
の

も
無
理
は
な
い
。
そ
れ
で
い
て
「
ニ
ル
、
ア
ド
ミ
ラ
リ
イ
」
な
ん
て
訳
の
わ
か
ら
な
い
横
文
字
ま
で
出
て
く
る
の
だ
。
ラ
テ
ン
語
？

　
な
ん
で
ラ
テ
ン

語
？

　
っ
て
、
そ
り
ゃ
も
う
「
羅
生
門
」
に
出
て
く
る
下
人
の
「S

サ
ン
チ
マ
ン
タ
リ
ス
ム

entim
entalism

e

」
ど
こ
ろ
の
騒
ぎ
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
第
二
に
、
反
発
を
招
く
ス
ト
ー
リ
ー
。
た
と
え
ば
「
山
月
記
」
で
は
李
徴
の
「
臆
病
な
自
尊
心
と
尊
大
な
羞
恥
心
」
が
高
校
生
の
身
に
つ

ま
さ
れ
る
よ
う
な
共
感
を
呼
ぶ
の
と
比
べ
る
と
、「
舞
姫
」
の
豊
太
郎
は
い
か
に
も
分
が
悪
い
。
留
学
先
で
出
会
っ
た
恋
人
エ
リ
ス
を
妊
娠
さ
せ
て
捨

て
て
帰
国
す
る
。
し
か
も
本
人
は
肝
心
な
時
に
人じ
ん

事じ

不ふ

省せ
い

に
陥
っ
て
後
始
末
は
友
人
に
お
任
せ
。
高
校
生（
特
に
女
子
）は
「
ク
ズ
男
！ 

許
せ
な
い
！
」

と
憤
慨
す
る
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
、
私
自
身
も
高
校
生
の
時
に
は
そ
う
思
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
留
学
、
現
地
の
恋
人
と
い
っ
た
設
定
が

鷗
外
自
身
の
経
験
に
重
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
と
、
作
者
ま
で
反
感
を
買
う
こ
と
に
な
る
の
だ
。
鷗
外
は
豊
太
郎
と
同
じ
こ
と
を
し
た
わ
け
じ
ゃ
な
い

の
だ
が
。

四
天
王
最
弱
の
「
舞
姫
」
と
鷗
外
。
ち
ょ
っ
と
か
わ
い
そ
う
で
は
？

と
い
う
こ
と
で
、
何
か
と
不
評
な
森
鷗
外
を
弁
護
す
べ
く
立
ち
上
が
っ
た
の
が
、『
森
鷗
外
、
自
分
を
探
す
』
の
著
者
、
出
口
智
之
氏
で
あ
る
。
本

書
は
、
森
鷗
外（
本
名
・
林
太
郎
）の
生
涯
を
た
ど
り
な
が
ら
、
彼
が
何
に
悩
み
迷
っ
て
き
た
の
か
を
Ｃ
紐
解
い
て
ゆ
く
。

も
ち
ろ
ん
彼
の
恋
愛
事
情
に
つ
い
て
も
一
章
が
割
か
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
や
資
料
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
豊
太
郎
と
エ
リ
ス
の
事
情
、
そ
し

て
鷗
外
と
恋
人
エ
リ
ー
ゼ
の
実
際
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
詳
し
く
は
本
書
を
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
の
だ
が
、
か
な
り
本
気
で
恋
人
と
の
結
婚
を
考
え

て
日
本
に
も
招
い
た
ら
し
い
鷗
外
は
、
最
終
的
に
そ
の
恋
を
諦
め
、
家
が
決
め
た
許い
い
な
ず
け嫁
と
の
結
婚
に
至
る
。
江
戸
時
代
か
ら
続
く
武
家
の
論
理
と
、
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巨
額
の
国
費
を
つ
ぎ
込
ま
れ
て
育
成
さ
れ
た
人
材
、
し
か
も
軍
人
と
し
て
の
責
任
や
重
圧
。
軽
々
し
く
「
愛
を
貫
け
」
な
ど
と
は
言
え
な
い
状
況
が
見

え
て
く
る
。

「
愛
」
と
い
え
ば
、
ち
ょ
っ
と
面
白
い
話
が
あ
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
「
愛
」
と
い
う
言
葉
を
引
く
と
、
親
子
や
兄
弟
の
い
つ
く
し
み
、
執
着

を
表
す
仏
教
用
語
な
ど
の
意
味
が
並
び
、
一
番
最
後
に
出
て
く
る
の
が
「
男
女
が
互
い
に
い
と
し
い
と
思
い
合
う
」「
恋
愛
」
と
し
て
の
「
愛
」。
そ
し

て
こ
こ
に
示
さ
れ
た
初
出
例
が
一
八
九
〇
年
「
舞
姫
」
の
「
貧
き
が
中
に
も
楽
し
き
は
今
の
生な
り
わ
い活

、
棄
て
難
き
は
エ
リ
ス
が
愛
」
と
い
う
文
な
の
だ
。

本
書
で
は
、
ま
だ
言
文
一
致
の
確
立
し
て
い
な
い
時
期
に
鷗
外
が
ど
の
よ
う
に
文
体
の
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
書
い
て
い
た
か
に
も
触
れ
て
い
る

が
、
恋
人
同
士
のLove

を
何
と
言
い
表
す
か
も
決
ま
っ
て
い
な
い
、
そ
も
そ
も
物
語
を
ど
ん
な
言
葉
で
書
け
ば
よ
い
か
す
ら
わ
か
ら
な
い
、
そ
ん
な

時
代
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
苦
労
を
想
像
す
る
と
、「
石
炭
を
ば
早
や
積
み
果
て
つ
」
の
味
わ
い
も
変
わ
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

と
に
も
か
く
に
も
鷗
外
と
い
う
人
は
、
先
の
見
え
な
い
激
動
の
時
代
、
い
つ
も
何
か
に
板
挟
み
に
さ
れ
て
い
た
人
な
の
だ
。
江
戸
時
代
の
終
わ
り
に

藩
医
の
家
に
生
ま
れ
、
現
在
の
東
京
大
学
医
学
部
に
最
年
少
で
入
っ
て
ス
ト
レ
ー
ト
で
卒
業
、
軍
医
と
し
て
国
の
ト
ッ
プ
に
上
り
詰
め
る
一
方
で
文
豪

と
し
て
も
名
を
残
す
…
…
と
書
く
と
、
な
ん
だ
か
華
や
か
す
ぎ
て
、
共
感
な
ん
て
次
元
か
ら
は
振
り
落
と
さ
れ
そ
う
に
も
思
わ
れ
る
経
歴
だ
が
、
彼
は

様
々
な
局
面
で
矛
盾
に
引
き
裂
か
れ
、
悩
む
。
時
に
両
立
し
、
時
に
失
敗
す
る
。
漢
学
と
西
洋
学
、
文
学
と
医
学
、
恋
人
と
許
嫁
、
嫁
と
姑
、
話
し
言

葉
と
書
き
言
葉
…
…
。

そ
し
て
彼
の
抱
え
る
葛
藤
の
多
く
が
自
分
自
身
の
希
望
と
周
囲
の
期
待
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
中
で
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
と
き
、
私
た
ち
は
そ

こ
に
超
越
的
な
エ
リ
ー
ト
で
は
な
く
、
等
身
大
の
人
間
を
発
見
す
る
。「
や
り
た
い
こ
と
」
と
「
や
る
べ
き
こ
と
」
が
一
致
し
な
く
て
、
苦
し
い
。
そ

ん
な
こ
と
は
、
私
た
ち
の
身
の
上
に
も
い
く
ら
で
も
あ
る
。

国
際
情
勢
も
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
も
め
ま
ぐ
る
し
く
動
き
、
先
の
見
通
せ
な
い
現
代
。
何
の
お
手
本
も
な
い
中
、
Ｄ
悩
み
な
が
ら
自
分
の
道
を
探
し
選

び
取
っ
て
い
っ
た
森
鷗
外
の
軌
跡
は
、
時
を
超
え
て
私
た
ち
に
今
を
生
き
る
ヒ
ン
ト
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

［
仲
島
ひ
と
み
『
図
書
』「
文
豪
も
悩
ん
で
い
た
」
に
よ
る
］

－ 61 －
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問
１

　
空
欄

Ⅰ

～

Ⅲ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
作
家
名
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
人
ず
つ
選
べ
。

解
答
番
号
は
Ⅰ

22

　
　
Ⅱ

23

　
　
Ⅲ

24

①

　
夏
目
漱
石

②

　
太
宰
治

③

　
梶
井
基
次
郎

④

　
中
島
敦

⑤

　
芥
川
龍
之
介

問
２

　
傍
線
部
Ａ
「
四
天
王
」
と
は
こ
こ
で
は
「
優
れ
た
四
人
・
ビ
ッ
グ
フ
ォ
ー
」
と
い
う
意
味
だ
が
、
四
人
で
は
な
く
て
三
人
の
場
合
「
三
羽

」
と

い
う
言
い
方
が
あ
る
。
こ
の
空
欄
に
入
る
鳥
の
名
と
同
じ
漢
字
が
空
欄
に
入
る
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

解
答
番
号
は

25

①

　
の
一
声

②

　
首
会
議

③

　
合
の
衆

④

　
の
目
鷹
の
目

⑤

　
足
元
か
ら

が
立
つ
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問
３

　
傍
線
部
Ｂ
に
あ
る
「
影
が
薄
い
」
の
こ
の
文
章
中
の
意
味
と
し
て
最
も
不
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

26

①

　
印
象
に
あ
ま
り
残
ら
な
い

②

　
話
題
に
上
る
こ
と
が
少
な
い

③

　
身
に
つ
ま
さ
れ
る
共
感
が
な
い

④

　
作
者
自
身
が
短
命
で
あ
る

⑤

　
文
体
が
と
っ
つ
き
に
く
い

問
４

　
空
欄

Ｘ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
文
法
用
語
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

27

①

　
完
了

　
　
②

　
受
身

　
　
③

　
尊
敬

　
　
④

　
可
能

　
　
⑤

　
意
志

問
５

　
傍
線
部
Ｃ
「
紐
解
い
て
ゆ
く
」
の
「
紐ひ
も

解
く
」
を
一
語
で
言
い
換
え
た
も
の
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
一
つ
選
べ
。

解
答
番
号
は

28

①

　
上
梓

　
　
②

　
翻
訳

　
　
③

　
熟
読

　
　
④

　
弁
解

　
　
⑤

　
解
明

問
６

　
傍
線
部
Ｄ
に
「
森
鷗
外
の
軌
跡
」
と
あ
る
が
、
そ
の
森
鷗
外
の
軌
跡
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
一
つ
選
べ
。

解
答
番
号
は

29

①

　
ド
イ
ツ
留
学
中
に
妊
娠
さ
せ
た
女
性
を
捨
て
て
、
日
本
に
帰
っ
て
き
て
エ
リ
ー
ト
の
道
を
選
ん
だ
こ
と
。

②

　
留
学
先
で
出
会
っ
た
恋
人
と
結
婚
せ
ず
に
帰
国
し
て
、
そ
の
後
始
末
を
友
人
に
押
し
付
け
た
こ
と
。

③

　
恋
人
エ
リ
ー
ゼ
を
日
本
に
招
い
た
が
、
心
変
わ
り
し
て
、
親
の
決
め
た
許
嫁
と
結
婚
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
。

④

　
自
分
の
望
み
と
自
分
の
置
か
れ
た
立
場
と
の
板
挟
み
に
な
り
、
生
き
る
道
を
探
し
葛
藤
し
て
い
た
こ
と
。

⑤

　
激
動
す
る
国
際
情
勢
の
中
で
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
医
学
に
生
か
す
か
文
学
に
生
か
す
か
迷
っ
て
い
た
こ
と
。
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受験番号 氏名

1 . 試験中は監督者の注意・指示に従ってください。

2 . 解答開始の指示があるまで，この問題冊子の中は見てはいけません。

3 . この問題冊子は，8 ページあります。

4 . 試験中に問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁，乱丁及び解答用紙（マークシート）
の汚れなどに気がついた場合は，手を挙げて監督者に申し出てください。

5 . 解答用紙（マークシート）には，解答欄以外に氏名，フリガナ，受験番号，入試区分，
受験科目の記入欄がありますので，監督者の指示に従って正しく記入・マークして
ください。正しく記入・マークされない場合，採点不可となることがありますので
十分に注意してください。

6 . 解答は，解答用紙（マークシート）の記入例に従って，正しくマークしてください。
マークが薄い場合や一部分しかマークしていない場合，訂正箇所を消しゴムできれい
に消していない（消し跡が残っている）場合などは，解答が正しく読み取れず採点に
影響することがあります。

7 . 問題冊子の余白は途中式等で適宜利用してかまいませんが，切り離してはいけません。

8 . 解答終了後，問題冊子は回収します。受験番号と氏名を記入してください。

9 . 解答上の注意は裏表紙に記載があります。監督者の指示後，この問題冊子を裏返して
読んでください。

2026（令和 8）年度　日本医療科学大学

入学試験問題【一般選抜（特別）】

数学Ⅰ・数学Ａ

過去問題（2026 年度）



解答上の注意

1. 問題文中の 1 ， 2 ， 3 …には，特に指示がないかぎり，符号－，数字
0 ～ 9 のいずれか一つが対応しています。それらを解答用紙の解答番号の欄の 1，
2，3，…で示された解答記入欄にマークして答えなさい。問題文中の 1 2  ，
3 4 5 などでは，複数桁の数値あるいは符号－を伴う数値で答えなさい。

例1　 6 7 8
 に－ 37 と答える場合は

なお，同じ問題文中で 9 ， 10 11 などが 2 回以上現れるときは，2 回目以降は
9 ， 10 11 のように細字で表記します。

2. 分数の形の解答の場合は，既約（それ以上約分できない）分数で答えなさい。また，
符号は分子につけ，分母にはつけてはいけません。
根号を含む解答では，根号の中の自然数が最小となるように答えなさい。

例 2　
13

12
，

16

14 15
に 4

3 ， 3
52 と答えるところを， 8

6 ， 6
54 のように

答えてはいけません。

例3　
19

17 18
に 9

5 を答えるときは， 9
5 と答えなさい。

例 4　 20 21 ，
24

22 23
に 26 ， 2

10 と答えるところを， 83 ， 6
90 の

ように答えてはいけません。

3. 小数の形で解答する場合は，指定された桁数の一つ下の桁を四捨五入して答えなさい。
また，必要に応じて，指定された桁まで⓪にマークしなさい。

　例5　 25 ． 26 に 2. 78 と答えたいときは，2. 8 として答えなさい。
　　例6　 27 ． 28 29 に 1. 3 と答えたいときは，1. 30 として答えなさい。

解答欄
解答
番号

６

７

８

【一般選抜（特別）】



第1問

以下の空欄をうめよ。

（ 1 ） －2 3

＋2 3 の整数部分は 1 2 である。

（ 2 ）a ＋ b ＝ 4， a
b ＋ b

a ＝ 6 のとき，ab ＝ 3 である。

（ 3 ）有理数 a，b が（2 ＋ 2 ）a ＋（1 － 2 ）b ＝－ 1 ＋ 7 2 を満たすとき，
 a ＋ b ＝ 4 5 である。

（ 4 ）x ＞ 0 とする。5 個の数 9，11，x，4 x，x 2 ＋ 1 を変量とするデータの平均値
が 7 であるとき，このデータの中央値は 6 である。

（ 5 ）0 °≦θ≦ 180 °とする。cos θ＝ 3
1 のとき，tan θ＋ sin θ

tan θ－ sin θ ＝
8

7
である。

数学Ⅰ・数学Ａ

－ 1 －
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第2問

頂点の座標が（2，－ 1）で点（0，7）を通る放物線を①とする。また，放物線①を
原点と対称に移動してから，x 軸方向に 5，y 軸方向に 8 だけ平行移動した放物線
を②とする。
以下の空欄をうめよ。

（ 1 ）放物線①，②の方程式は
　　　　　　  y ＝ 9 x 2 － 10 x ＋ 11 　　　　　　　　………①
　　　　　　  y ＝ 12 13 x 2 ＋ 14 15 x － 16 　　　　………②

である。

（ 2 ）放物線①，②の交点の座標は，
x 座標の小さい順に（ 17 ， 18 ），（ 19 ， 20 ）である。

（ 3 ）定義域を 17 ≦ x ≦ 19 としたときの 2 次関数
　　　　　　  y ＝ 12 13 x 2 ＋ 14 15 x － 16

の最大値と最小値の差は 21 である。

第3問

AB ＝ 5，BC ＝ 14，CD ＝ 7，DA ＝ 8，AD//BC である台形 ABCD の辺 BC 上に
AE//DC となるように点 E をとる。
以下の空欄をうめよ。

（ 1 ）AE ＝ 22 ，BE ＝ 23 であり，cos ∠ ABC ＝
25

24
である。

また，台形 ABCD の面積は 2826 27 である。

（ 2 ）BD ＝ 29 30 31 である。

－ 2 －
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第4問

以下の空欄をうめよ

（ 1 ）2 人でじゃんけんを 1 回行ったとき，勝ちが 1 人に決まる確率は
33

32
である。

（ 2 ）3 人でじゃんけんを 1 回行ったとき，勝ちが 1 人に決まる確率は
35

34
であり，

あいこになる確率は
37

36
である。

（ 3 ）4 人でじゃんけんを 1 回行ったとき，勝ちが 2 人に決まる確率は
39

38
である。

第5問

直線 AB 上の点 B で接する円と点 A を通り
この円と 2 点で交わる直線がある。この 2 個の
交点を点 A に近い方から順に C，D とする。
さらに，線分 AB の中点を E とし線分 DE と
線分 BC の交点を F，直線 AF と線分 BD の
交点を G とすると，AC ＝ 4，CD ＝ 5，BC ＝ 3
となるという。
以下の空欄をうめよ。

（ 1 ）AB ＝ 40 ，BD ＝
42

41
である。

（ 2 ）線分 CF，FB の長さに対して FB
CF ＝

44

43
である。

また，線分 BG，GD の長さに対して GD
BG ＝

46

45
である。

<参考図>

※ 参考図は必ずしも正確ではない。

A E B

C F

D

G
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第6問

以下の空欄をうめよ。

（ 1 ） 11
2026 を小数で表したとき，小数第 4 位に現れる数は 47 である。

（ 2 ）2026 を 11 で割ったときの余りは 48 である。また，2026 2 を 11 で割った
ときの余りは 49 であり，2026 4 を 11 で割ったときの余りは 50 である。

－ 4 －
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2026（令和 8）年度　日本医療科学大学

入学試験問題【一般選抜（特別）】

現代の国語・言語文化

1 . 試験中は監督者の注意・指示に従ってください。

2 . 解答開始の指示があるまで、この問題冊子の中は見てはいけません。

3 . この問題冊子は、15 ページあります。

4 . 試験中に問題冊子の印刷不鮮明、ページの落丁、乱丁及び解答用紙（マークシート）
の汚れなどに気がついた場合は、手を挙げて監督者に申し出てください。

5 . 解答用紙（マークシート）には、解答欄以外に氏名、フリガナ、受験番号、入試区分、
受験科目の記入欄がありますので、監督者の指示に従って正しく記入・マークして
ください。正しく記入・マークされない場合、採点不可となることがありますので
十分に注意してください。

6 . 解答は、解答用紙（マークシート）の記入例に従って、正しくマークしてください。
マークが薄い場合や一部分しかマークしていない場合、訂正箇所を消しゴムできれい
に消していない（消し跡が残っている）場合などは、解答が正しく読み取れず採点に
影響することがあります。

7 . 問題冊子の余白は適宜利用してかまいませんが、切り離してはいけません。

8 . 解答終了後、問題冊子は回収します。受験番号と氏名を記入してください。

受験番号 氏名

過去問題（2026 年度）



【
一
】
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
い
（
問
１
～
9
）
に
答
え
よ
。
な
お
、
設
問
の
都
合
上
、
本
文
を
省
略
、
改
変
し
た
箇
所
が
あ
る
。

（
注
１
）
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
外
食
が
で
き
な
く
な
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で
き
る

ａ

を
用
意
す
る
飲
食
店
が
珍
し
く
な
く
な
り
、
ウ
ー

バ
ー
イ
ー
ツ
の
配
達
員
が
行
き
交
う
光
景
も
、
す
っ
か
り
都
会
の
日
常
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。
一
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
、
食
材
と

ｂ

が
セ
ッ
ト
に

な
っ
た
ミ
ー
ル
キ
ッ
ト
に
頼
る
習
慣
も
、
共
働
き
家
庭
を
中
心
に
広
が
っ
て
い
る
。
考
え
て
み
れ
ば
、
週
末
に
握
り
ず
し
や
ピ
ザ
な
ど
の
①
総
菜
が

平
日
以
上
に
充
実
す
る

ｃ

の
店
頭
や
、
夕
方
に
ご
っ
た
返
す
デ
パ
地
下
の
総
菜
コ
ー
ナ
ー
も
、
二
一
世
紀
前
半
の
日
常
風
景
で
あ
る
。

ｄ

大
国
に
な
っ
た
日
本
で
は
、
台
所
の
担
い
手
の
目
標
が
い
つ
の
間
に
か
、
母
／
義
母
の
料
理
で
は
な
く
、
プ
ロ
の
味
に
な
っ
た
ら
し
い
。

以
前
か
ら
、
有
名
店
の

ｅ

が
自
慢
の
技
を
教
え
る
家
庭
向
け
レ
シ
ピ
本
や
テ
レ
ビ
の
料
理
番
組
は
人
気
が
高
か
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
有

名
シ
ェ
フ
が
発
信
す
る
レ
シ
ピ
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
も
増
え
た
。
総
菜
店
の
よ
う
な
質
の
サ
ラ
ダ
は
作
れ
な
い
、
と
総
菜
を
買
う
母
親
も
い
る
。「
味
が

決
ま
ら
な
い
」
と
悩
む
層
が
あ
る
こ
と
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
長
寿
番
組
「
き
ょ
う
の
料
理
」
で
、「
割
合
で
覚
え
る
」
調
味
料
に
②
焦
点
を

当
て
た
レ
シ
ピ
特
集
が
ヒ
ッ
ト
し
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
Ａ
変
わ
り
続
け
る
社
会
で
、
私
た
ち
は
い
つ
何
を
手
放
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

出
発
点
は
お
そ
ら
く
、
国
全
体
が
飢
餓
状
態
に
陥
っ
て
い
た
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
あ
る
。『
日
本
の
コ
メ
問
題

　５
つ
の
転
換
点
と
迫
り
く
る
最

大
の
危
機
』
に
よ
る
と
、
日
本
政
府
が
戦
争
を
終
わ
ら
せ
る
決
断
を
し
た
き
っ
か
け
の
一
つ
は
、
一
九
四
五
年
の
コ
メ
大
不
作
の
予
測
だ
っ
た
。
こ
の

年
の
収
穫
量
は
平
年
の
六
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
こ
れ
は
日
本
史
上
最
悪
の
記
録
で
あ
る
。

八
〇
年
前
の
食
糧
難
で
、
足
り
な
か
っ
た
の
は
コ
メ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
人
々
は
ほ
と
ん
ど
③
白
湯
の
よ
う
な
④
雑
炊
、
雑
草
の
お
浸
し
な
ど

を
食
べ
て
い
た
。
ヘ
ビ
ー
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
た
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や
カ
ボ
チ
ャ
を
見
る
の
が
嫌
に
な
っ
た
人
も
い
る
。
食
材
が
限
ら
れ
、
燃
料
も
足

り
な
か
っ
た
こ
の
数
年
間
、
親
か
ら
子
へ
、

Ⅰ

奉
公
先
で
料
理
の
技
術
が
継
承
さ
れ
る
習
慣
は
中
断
を
余
㋐
ギ
な
く
さ
れ
た
。

こ
の
時
期
に
子
供
だ
っ
た
世
代
が
大
人
に
な
る
頃
、
日
本
は
高
度
経
済
成
長
期
に
突
入
。
道
路
が
整
備
さ
れ
て
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
拡
大
し
、
冷

凍
・
冷
蔵
さ
れ
た
状
態
で
食
材
を
速
く
遠
く
へ
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
農
産
物
が
㋑
ジ
ュ
ン
沢
に
な
っ
た
の
は
、
国
を
挙
げ
て
農
業
の
機
械
化

や
化
学
肥
料
・
農
薬
の
利
用
を
進
め
、
引
揚
者
ら
が
農
地
を
開
拓
し
、
畜
産
業
も
急
拡
大
さ
せ
食
糧
増
産
に
成
功
し
た
お
か
げ
で
も
あ
る
。
一
九
七
〇
年

頃
に
は
電
気
冷
蔵
庫
や
洗
濯
機
を
九
割
の
家
庭
が
保
有
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
五
三
年
に
本
放
送
が
開
始
さ
れ
た
テ
レ
ビ
は
、
一
九
六
五
年
に
は
九
割

の
家
庭
に
⑤
普
及
し
て
い
た
。

当
時
の
食
生
活
に
お
け
る
課
題
は
、
食
糧
難
の
名
残
で
不
足
し
て
い
た
た
ん
ぱ
く
質
や
脂
質
を
し
っ
か
り
摂
る
こ
と
。

Ⅱ

、
そ
れ
ら
の
栄
養

現
代
の
国
語
・
言
語
文
化
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が
豊
富
な
洋
食
や
中
華
料
理
を
作
る
よ
う
奨
㋒
レ
イ
さ
れ
た
。
テ
レ
ビ
番
組
や
雑
誌
、
全
国
の
農
村
を
回
っ
た
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
、
ハ
ン
バ
ー
グ
や

ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
、
餃
子
や
炒
め
物
と
い
っ
た
そ
れ
ま
で
庶
民
に
な
じ
み
が
な
か
っ
た
料
理
の
作
り
方
を
教
え
る
。
折
よ
く
、
ガ
ス
や
水
道
な
ど
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
全
国
で
整
い
、
板
の
間
の
キ
ッ
チ
ン
が
広
が
っ
た
時
期
で
、
安
定
し
た
火
力
を
必
要
と
す
る
こ
う
し
た
料
理
が
作
り
や
す
い
環
境
も

整
っ
た
時
期
だ
っ
た
。
原
体
験
と
し
て
の
食
事
が
貧
し
か
っ
た
台
所
の
担
い
手
た
ち
は
、
急
速
に
変
わ
る
環
境
に
な
じ
む
べ
く
、
食
べ
た
こ
と
も
な

か
っ
た
こ
れ
ら
の
料
理
を
覚
え
る
。

Ⅲ

、
レ
シ
ピ
を
覚
え
て
イ
チ
か
ら
作
ら
な
く
て
も
済
む
、
加
工
食
品
が
次
々
に
開
発
さ
れ
て
い
た
。

高
度
経
済
成
長
期
の
十
数
年
で
、
少
数
派
だ
っ
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
多
数
派
に
転
じ
、
専
業
主
婦
の
割
合
も
急
拡
大
。
親
の
世
代
に
は
叶
わ
な
か
っ

た
「
外
で
働
か
な
く
て
済
む
」
生
活
を
手
に
入
れ
た
女
性
た
ち
は
、
家
族
が
居
心
地
よ
く
健
康
的
に
過
ご
せ
る
環
境
を
整
え
る
べ
く
、
て
い
ね
い
な

0

0

0

0

0

料
理
な
ど
の
家
事
に
励
む
。
戦
前
に
比
べ
子
ど
も
の
数
も
減
り
、
便
利
に
な
っ
た
環
境
で
、「
家
の
こ
と
」
に
専
念
で
き
る
彼
女
た
ち
に
は
そ
れ
が
で

き
た
。

人
々
が
こ
ぞ
っ
て
食
生
活
を
大
き
く
変
え
た
結
果
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
八
〇
年
代
前
半
の
安
定
成
長
期
、
日
本
の
食
卓
は
和
食
に
洋

食
、
中
華
料
理
が
並
ぶ
、
史
上
最
も
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
よ
い
「
日
本
型
食
生
活
」
に
な
っ
て
い
た
。

Ⅳ

、
安
定
は
長
く
続
か
な
い
。
一
九
七
〇
年
代
末
頃
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
発
の
「
ヌ
ー
ベ
ル
・
キ
ュ
イ
ジ
ー
ヌ
」
の
ト
レ
ン
ド
が
日
本
に
も
押

し
寄
せ
、
グ
ル
メ
ブ
ー
ム
が
始
ま
っ
た
か
ら
だ
。
流
行
を
広
め
た
の
は
、
一
九
八
三
年
に
青
年
漫
画
誌
で
連
載
が
始
ま
っ
た
『
美
味
し
ん
ぼ
』（
雁
屋

哲
原
作
・
花
咲
ア
キ
ラ
画
、
小
学
館
）
な
ど
の
漫
画
や
雑
誌
、
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。

Ⅴ

二
〇
世
紀
の
終
わ
り
に
か
け
て
、
フ

ラ
ン
ス
料
理
、
イ
タ
リ
ア
料
理
、
イ
ン
ド
料
理
、
タ
イ
料
理
、
中
国
料
理
な
ど
、
世
界
各
国
の
「
本
格
派
」
料
理
が
次
々
に
人
気
に
な
る
。
そ
の
流

行
に
乗
っ
た
若
者
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
母
親
が
作
る
、
日
本
人
好
み
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
洋
食
や
中
華
料
理
を
食
べ
て
育
ち
、
一
九
七
〇
年
代

に
登
場
し
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
が
広
ま
っ
た
結
果
、
外
食
を
日
常
的
に
楽
し
む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
最
初
の
世
代

だ
っ
た
。〔

　①
　〕

世
代
と
時
代
の
関
係
が
よ
く
わ
か
る
の
が
、
パ
ス
タ
（
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
）
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
主
婦
と
な
っ
た
女
性
た
ち
は
、
母
親
の
よ
う
に
ト

マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
で
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
・
ナ
ポ
リ
タ
ン
を
作
る
の
で
は
な
く
、
ト
マ
ト
缶
と
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
使
っ
て
パ
ス
タ
を
作
っ
た
。
四
半
世
紀

後
、
彼
女
た
ち
の
娘
・
息
子
世
代
は
、
電
子
レ
ン
ジ
で
時
短
パ
ス
タ
を
作
る
か
、
レ
ト
ル
ト
の
パ
ス
タ
ソ
ー
ス
や
コ
ン
ビ
ニ
の
総
菜
売
り
場
の
パ
ス
タ

に
頼
る
。〔

　②
　〕

一
九
八
〇
年
代
に
な
る
と
、
経
済
的
自
立
や
家
計
補
助
を
目
的
に
、
働
き
に
出
る
主
婦
も
増
加
し
て
い
た
。
多
㋓
ボ
ウ
な
彼
女
た
ち
を
助
け
る
時

短
レ
シ
ピ
が
流
行
し
、
冷
凍
食
品
に
は
素
材
だ
け
で
な
く
餃
子
や
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
の
料
理
も
加
わ
っ
て
お
り
、
コ
ン
ビ
ニ
や
弁
当
チ
ェ
ー
ン
な
ど
惣
菜

購
入
の
選
択
肢
も
増
え
た
。〔

　③
　〕
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子
供
の
学
費
を
稼
ご
う
と
パ
ー
ト
に
出
た
主
婦
に
は
、
女
性
差
別
の
た
め
正
社
員
に
な
れ
な
か
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
た
。
Ｂ
自
分
と
同
じ
轍て

つ
を

踏
ま
せ
ま
い
、
と
娘
に
は
「
手
に
職
を
つ
け
な
さ
い
」
と
言
い
聞
か
せ
る
、
あ
る
い
は
有
利
な
就
職
の
た
め
に
学
歴
を
つ
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
母
親
が

た
く
さ
ん
い
た
。「
家
事
な
ん
か
、
お
母
さ
ん
に
任
せ
て
勉
強
し
な
さ
い
」
と
娘
に
言
っ
た
女
性
も
い
た
。「
女
の
子
は
勉
強
よ
り
家
事
」
と
し
つ
け
ら

れ
た
娘
時
代
の
悔
し
さ
が
、
そ
の
言
葉
に
込
め
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
な
か
っ
た
。〔

　④
　〕

一
九
八
六
年
に
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
㋔
シ
行
さ
れ
た
が
、
現
実
の
職
場
は
な
か
な
か
変
わ
ら
な
い
。
て
い
ね
い
な
家
事
を

（
注
２
）
デ
フ
ォ
ル
ト

と
見
な
す
新
米
主
婦
た
ち
は
、
女
性
で
あ
る
が
ゆ
え
に
期
待
し
て
く
れ
な
い
職
場
よ
り
自
分
を
必
要
と
し
て
い
る
家
族
の
た
め
、
と
退
職
し
た
。
夫
は

家
事
を
「
手
伝
う
」
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、（

注
３
）
ワ
ン
オ
ペ
家
事
・
育
児
に
な
る
。
忙
し
い
子
育
て
期
に
は
、
子
供
時
代
に
家
事
を
覚
え
な

か
っ
た
ツ
ケ
も
回
っ
て
く
る
。
自
身
の
外
食
経
験
の
豊
か
さ
も
、
料
理
の
腕
に
対
す
る
自
己
評
価
を
下
げ
た
。
結
局
、
外
食
や
総
菜
に
も
頼
り
つ
つ
台

所
を
回
す
こ
と
に
な
る
。〔

　⑤
　〕

二
一
世
紀
に
な
る
と
、
男
性
の
片
働
き
で
は
成
り
立
た
な
い
家
庭
が
多
く
な
る
。
女
性
も
夫
頼
み
の
人
生
が
危
う
い
こ
と
に
気
づ
き
、
仕
事
を
手
放

さ
な
く
な
っ
て
い
く
。
こ
う
し
て
共
働
き
家
庭
が
増
え
る
も
の
の
、
女
性
の
社
会
進
出
に
比
べ
て
男
性
の
家
庭
進
出
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
。
四
〇

代
以
下
の
世
代
は
、
高
校
ま
で
家
庭
科
が
男
女
共
修
の
時
代
に
育
っ
て
い
た
た
め
、
家
事
を
自
分
事
と
考
え
る
人
も
多
か
っ
た
が
、
親
や
職
場
の
先
輩

た
ち
の
価
値
観
は
古
い
ま
ま
で
、
家
事
シ
ェ
ア
が
進
ま
な
い
実
情
は
親
世
代
と
大
き
く
は
違
わ
な
か
っ
た
。
私
は
家
事
に
関
す
る
講
演
に
行
く
機
会
が

時
折
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
ワ
ン
オ
ペ
家
事
・
育
児
の
負
担
が
大
き
い
女
性
が
少
な
く
な
い
実
情
に
遭
遇
す
る
。

女
性
た
ち
は
、「
て
い
ね
い
な
暮
ら
し
」
を
理
想
と
す
る
価
値
観
に
も
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
言
葉
の
背
景
に
は
、
専
業
主
婦
世
代
の
「
手
を

抜
か
な
い
家
事
が
家
族
の
た
め
」
と
い
う
実
践
及
び
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
あ
る
。
心
身
と
も
に
満
足
で
き
る
食
事
や
行
き
届
い
た
掃
除
と
い
っ
た
、
て
い

ね
い
な
家
事
が
さ
れ
て
い
る
家
庭
な
ら
も
っ
と
休
め
る
し
、
も
っ
と
気
分
よ
く
過
ご
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
の
し
か
か
る
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
を

ど
ち
ら
も
フ
ル
タ
イ
ム
で
こ
な
す
生
活
で
、
そ
う
し
た
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
至
難
の
業
だ
。

そ
も
そ
も
、
決
し
て
楽
な
営
み
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家
事
は
長
ら
く
社
会
で
軽
ん
じ
ら
れ
過
ぎ
た
。
例
え
ば
献
立
作
り
は
、
高
度
な
思
考
を

必
要
と
す
る
。
家
族
の
好
み
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
家
に
あ
る
食
材
を
頭
に
浮
か
べ
つ
つ
店
頭
に
並
ぶ
食
材
を
価
格
も
考
え
な
が
ら
選
ぶ
、
と

い
っ
た
い
く
つ
も
の
要
素
を
組
み
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
献
立
を
三
六
五
日
、
何
十
年
も
考
え
続
け
る
作
業
は
立
派
な
ブ
ラ
ッ
ク
ワ
ー
ク

で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
、
家
族
の
食
事
を
毎
食
調
え
る
生
活
を
強
い
ら
れ
た
台
所
の
担
い
手
に
、「
料
理
が
し
ん
ど
い
」
と
音
を
上
げ
か
け
た
人
が
少
な

く
な
い
の
は
、
つ
い
に
我
慢
の
糸
が
切
れ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

献
立
作
り
が
重
荷
に
な
る
の
は
、
選
択
肢
が
豊
富
に
な
り
過
ぎ
た
影
響
も
あ
る
だ
ろ
う
。
冒
頭
で
挙
げ
た
よ
う
に
、

Ｘ

も
た
く
さ
ん

あ
る
。
最
近
は
レ
シ
ピ
本
に
韓
国
料
理
の
「
ス
ン
ド
ゥ
ブ
チ
ゲ
」
や
タ
イ
料
理
の
「
ガ
パ
オ
ラ
イ
ス
」
が
載
る
こ
と
が
珍
し
く
な
い
ほ
ど
、
な
じ
ん
だ
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外
国
由
来
の
料
理
の
幅
が
広
が
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
れ
ば
、
無
限
の
選
択
肢
の
中
か
ら
タ
ダ
で
レ
シ
ピ
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
中
略
〉

そ
う
し
た
大
量
の
情
報
と
食
材
・
調
味
料
か
ら
、
自
分
が
求
め
る
も
の
を
的
確
に
選
ぶ
の
は
大
変
だ
。
企
業
が
さ
ま
ざ
ま
な
便
利
商
品
を
開
発
し
て

き
た
結
果
、
台
所
の
担
い
手
が
覚
え
損
ね
た
、
あ
る
い
は
忘
れ
た
料
理
技
術
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
例
え
ば
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
お
茶
を
買
え
る
よ
う
に

な
り
、
急
須
も
茶
葉
も
置
か
な
い
家
庭
が
珍
し
く
な
く
な
っ
た
。
総
務
省
の
家
計
調
査
に
よ
る
と
、
つ
ゆ
・
た
れ
の
消
費
量
は
一
九
九
四
年
に
醬
油
を

上
回
り
、
そ
の
差
は
開
き
続
け
て
い
る
。
こ
の
グ
ラ
フ
が
共
働
き
女
性
と
専
業
主
婦
の
割
合
を
比
べ
る
折
れ
線
グ
ラ
フ
と
酷
似
し
て
い
る
の
は
、
偶
然

だ
ろ
う
か
。

身
を
削
っ
て
イ
チ
か
ら
料
理
を
作
り
、
家
族
の
た
め
に
食
卓
を
調
え
続
け
る
生
活
を
求
め
る
の
は
酷
で
あ
る
。
作
る
余
裕
も
技
術
も
な
い
な
ら
、
市

販
品
に
頼
る
こ
と
も
否
定
は
し
な
い
。
し
か
し
、
便
利
な
時
代
に
流
さ
れ
技
術
も
知
恵
も
失
っ
た
現
代
人
に
、
災
害
な
ど
の
非
常
時
や
、
現
実
味
を
帯

び
て
き
た
将
来
の
食
糧
難
で
、
工
夫
し
て
食
事
を
調
え
生
き
延
び
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
。
八
〇
年
前
の
飢
餓
は
、
も
は
や
遠
い
過
去
と
は
言
え
な
く

な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
注
１
）
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
＝
感
染
症
が
世
界
規
模
で
広
が
る
大
流
行

（
注
２
）
デ
フ
ォ
ル
ト
＝
標
準
・
基
準

（
注
３
）
ワ
ン
オ
ペ
＝
ワ
ン
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　一
人
で
す
べ
て
を
行
う
状
態

［
阿
古
真
理
『
図
書

　８
月
号
』「
何
が
家
庭
料
理
を
変
え
た
の
か
」
に
よ
る
］
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問
１

　傍
線
部
㋐
～
㋔
の
カ
タ
カ
ナ
に
相
当
す
る
漢
字
を
使
う
も
の
を
、
次
の
①
～
④
の
傍
線
部
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。

解
答
番
号
は
㋐

１

　
　㋑

２

　
　㋒

３

　
　㋓

４

　
　㋔

５

　
　
　
　
　
　
　
　
　①
　動
物
の
ギ
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　②
　ギ
巧
を
凝
ら
す

㋐
　余
ギ
　
　
　
　
　③
　ギ
案
を
上
程
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　④
　地
球
ギ
を
見
る

　　
　
　
　
　
　
　
　
　①
　教
科
書
に
ジ
ュ
ン
拠
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　②
　ジ
ュ
ン
色
し
て
話
す

㋑
　ジ
ュ
ン
沢

　
　
　③
　市
内
ジ
ュ
ン
環
バ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　④
　ジ
ュ
ン
風
満
帆
の
人
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　①
　レ
イ
細
企
業
の
救
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　②
　レ
イ
証
を
挙
げ
る

㋒
　奨
レ
イ
　
　
　
　③
　安
全
確
認
を
レ
イ
行
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　④
　丁
寧
な
レ
イ
状
を
出
す

　　
　
　
　
　
　
　
　
　①
　台
風
が
ボ
ウ
威
を
振
る
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　②
　交
通
事
故
の
ボ
ウ
止

㋓
　多
ボ
ウ
　
　
　
　③
　借
り
た
本
を
ボ
ウ
失
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　④
　激
務
に
ボ
ウ
殺
さ
れ
る

　　
　
　
　
　
　
　
　
　①
　養
護
シ
設
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　②
　新
種
を
シ
作
す
る

㋔
　シ
行

　
　
　
　
　③
　シ
望
理
由
を
書
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　④
　技
術
を
駆
シ
す
る

－ 5 －

【一般選抜（特別）】



問
２

　傍
線
部
①
～
⑤
の
漢
字
の
読
み
と
し
て
、
一
つ
だ
け
間
違
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
を
選
べ
。
解
答
番
号
は

６

①
　総そ

う
ざ
い菜

　
　②
　焦し

ょ
う
て
ん点

　
　③
　白さ

ゆ湯

　
　④
　雑ざ

っ
す
い炊

　
　⑤
　普ふ

き
ゅ
う及

問
３
　空
欄

ａ

～

ｅ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
カ
タ
カ
ナ
外
来
語
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。（
い
ず
れ
も

普
通
の
日
本
語
と
し
て
多
用
さ
れ
て
い
る
外
来
語
で
す
）
解
答
番
号
は
ａ

７

　
　ｂ

８

　
　ｃ

９

　
　ｄ

10

　
　ｅ

11

①
　シ
ェ
フ

②
　レ
シ
ピ

③
　メ
ニ
ュ
ー

④
　グ
ル
メ

⑤
　ス
ー
パ
ー

問
４

　傍
線
部
Ａ
の
問
題
提
起
で
「
い
つ
何
を
手
放
し
て
き
た
」
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
の
か
。
そ
の
答
え
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤

の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

12

①
　第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
の
日
、
手
放
し
て
き
た
も
の
は
日
本
の
因
習
的
食
生
活
。

②
　一
九
四
五
年
以
降
、
手
放
し
て
き
た
も
の
は
手
づ
く
り
の
料
理
技
術
と
「
知
恵
」。

③
　今
か
ら
八
十
年
前
、
手
放
し
て
き
た
も
の
は
女
性
が
一
家
の
大
黒
柱
と
な
る
伝
統
。

④
　一
九
七
〇
年
頃
、
手
放
し
て
き
た
も
の
は
伝
統
的
農
業
と
電
気
冷
蔵
庫
や
洗
濯
機
。

⑤
　高
度
成
長
期
の
十
数
年
、
手
放
し
て
き
た
も
の
は
専
業
主
婦
と
し
て
の
家
庭
生
活
。
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問
５

　空
欄

Ⅰ

～

Ⅴ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
の
組
み
合
わ
せ
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

13

①
　Ⅰ
　そ
の
た
め

　
　Ⅱ
　あ
る
い
は

　
　Ⅲ
　し
か
し

　
　
　Ⅳ
　そ
こ
か
ら

　
　Ⅴ
　ま
た

②
　Ⅰ
　ま
た

　
　
　
　Ⅱ
　し
か
し

　
　
　Ⅲ
　そ
こ
か
ら

　
　Ⅳ
　そ
の
た
め

　
　Ⅴ
　あ
る
い
は

③
　Ⅰ
　あ
る
い
は

　
　Ⅱ
　そ
の
た
め

　
　Ⅲ
　ま
た

　
　
　
　Ⅳ
　し
か
し

　
　
　Ⅴ
　そ
こ
か
ら

④
　Ⅰ
　し
か
し

　
　
　Ⅱ
　ま
た

　
　
　
　Ⅲ
　そ
こ
か
ら

　
　Ⅳ
　あ
る
い
は

　
　Ⅴ
　そ
の
た
め

⑤
　Ⅰ
　そ
こ
か
ら

　
　Ⅱ
　あ
る
い
は

　
　Ⅲ
　ま
た

　
　
　
　Ⅳ
　そ
の
た
め

　
　Ⅴ
　し
か
し

問
６
　文
中
に
は
次
の
一
文
が
抜
け
落
ち
て
い
る
。
こ
れ
を
文
中
の
〔

　①
　〕
～
〔

　⑤
　〕
の
ど
の
箇
所
に
補
え
ば
よ
い
か
。
最
も
適
切
な
箇
所
を
、

一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

14

　
脱
文
＝
し
か
し
そ
の
言
動
は
、
家
事
を
仕
事
よ
り
低
く
見
る
価
値
観
も
娘
た
ち
に
刷
り
込
ん
だ
は
ず
だ
。

問
７

　傍
線
部
Ｂ
に
関
連
し
て
「
前

の
轍わ
だ
ちを
踏
む
な
」
と
い
う
慣
用
句
・
諺
が
あ
る
。
こ
の
空
欄
に
入
る
漢
字
一
字
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の

①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

15

①
　世

　
　②
　輩

　
　③
　馬

　
　④
　代

　
　⑤
　車
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問
８

　空
欄

Ｘ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
句
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

16

①
　外
で
調
達
で
き
る
「
お
い
し
い
」
料
理

②
　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
注
文
で
き
る
宅
配
便

③
　都
会
の
日
常
に
溶
け
込
ん
だ
共
働
き
家
庭

④
　手
づ
く
り
料
理
の
ハ
ウ
ツ
ウ
本
や
料
理
番
組

⑤
　大
量
の
情
報
と
食
材
・
流
行
の
調
理
器
具

問
９
　本
文
の
記
述
内
容
と
合
致
し
て
い
る
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

17

①
　以
前
は
人
気
が
な
か
っ
た
テ
レ
ビ
の
料
理
番
組
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
急
に
増
加
し
て
来
た
。

②
　太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
の
理
由
の
一
つ
を
、
米
の
収
穫
量
減
少
と
す
る
の
は
、
間
違
っ
て
い
る
。

③
　高
度
経
済
成
長
期
、
専
業
主
婦
の
割
合
が
拡
大
し
「
家
事
」
に
専
念
で
き
る
環
境
に
な
っ
た
。

④
　一
九
八
〇
年
代
に
な
る
と
、
外
で
働
く
主
婦
が
増
え
て
、
家
事
は
専
ら
夫
の
仕
事
に
な
っ
た
。

⑤
　家
事
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
楽
な
営
み
な
の
で
、
社
会
で
軽
ん
じ
ら
れ
て
来
た
傾
向
が
あ
る
。
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【
二
】
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
い
（
問
１
～
９
）
に
答
え
よ
。
な
お
、
設
問
の
都
合
上
、
本
文
を
省
略
、
改
変
し
た
箇
所
が
あ
る
。

（
注
）
今
世
紀
に
は
い
っ
て
か
ら
の
科
学
の
進
歩
に
は
、
ま
こ
と
に
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
と
く
に
こ
の
十
年
以
来
、
そ
の
進
歩
は
、
一
大
飛
躍
を

な
し
、
原
子
力
の
開
放
、
人
工
衛
星
の
打
ち
揚
げ
な
ど
、
人
類
の
歴
史
の
上
に
、
Ａ
金
字
塔
と
し
て
残
る
幾
多
の
事
業
を
為
し
と
げ
た
。

こ
う
い
う
華
々
し
い
科
学
の
成
果
に
幻
惑
さ
れ
た
人
々
の
中
に
は
、
あ
た
か
も
科
学
を
万
能
の
も
の
と
す
る
考
え
方
が
、
次
第
に
一
つ
の
風
潮
と
な

り
つ
つ
あ
る
。

①

科
学
が
さ
ら
に
数
段
の
進
歩
を
す
れ
ば
、
人
間
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
、
全
部
科
学
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
日
が
来
る
か
の

如
き
錯
覚
に
陥
っ
て
い
る
人
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
宇
宙
時
代
と
い
う
よ
う
な
言
葉
が
流
行
し
、
そ
れ
が
何
か
人
間
を
変
え
る
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ

て
い
る
の
も
、
そ
の
一
つ
の
現
わ
れ
で
あ
る
。
月
や
火
星
の
景
色
を
見
た
り
、
其
処
に
あ
る
資
源
が
利
用
で
き
る
日
が
来
て
も
、
そ
れ
は
百
年
前
に
、

北
極
や
南
極
へ
行
け
る
日
を
夢
見
て
い
た
の
と
、
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
今
日
で
は
、
北
極
へ
も
南
極
へ
も
、
飛
行
機
な
ら
ば
、
文
明
圏
か
ら
、
十
数
時

間
で
行
け
る
。

②

そ
の
時
代
で
も
、
人
間
は
、
相
変
ら
ず
、
戦
争
や
貧
困
に
お
び
え
て
い
る
。

科
学
が
非
常
に
強
力
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
、
誰
も
異
論
は
な
い
。

③

そ
れ
は
、
科
学
の
処
理
し
得
る
問
題
の
範
囲
内
で
の
話
で
あ
る
。

一
歩
そ
の
範
囲
の
外
に
出
れ
ば
、
案
外
に
無
力
な
も
の
で
あ
る
。
科
学
的
と
か
、
科
学
精
神
と
か
い
う
よ
う
な
言
葉
が
、
方
々
で
使
わ
れ
、
人
生
問
題

や
、
政
治
の
問
題
な
ど
に
も
、
よ
く
顔
を
出
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
正
当
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
は
、
そ
れ
等
の
言

葉
は
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
或
い
は
「
科
学
者
の
意
見
」
と
し
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
担
が
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

そ
の
極
端
な
例
と
し
て
は
、
こ
の
頃
、
宗
教
に
ま
で
、
科
学
を
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
宗
教
家
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
で
は
、
マ
リ
ア

の
処
女
懐
胎
が
、
信
仰
に
な
っ
て
い
る
が
、
生
物
学
で
は
、
そ
う
い
う
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

④

、
下
等
動
物
で
は
、
無
性
生
殖
と
い
っ

て
、
雌
だ
け
で
子
が
出
来
る
も
の
も
あ
る
。
そ
う
い
う
知
識
を
と
り
入
れ
て
、
マ
リ
ア
の
処
女
懐
胎
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
人
に
も
会
っ
た
こ
と
が
あ

る
が
、
こ
う
い
う
話
は
全
然
間
違
っ
て
い
る
。
宗
教
と
科
学
と
は
、
全
く
別
の
も
の
で
あ
っ
て
、

ａ

と
い
く
ら
矛
盾
し
よ
う
が
、
そ
ん
な
こ
と

と
は
無
関
係
に
存
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

ｂ

の
本
質
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

宗
教
に
科
学
的
な
要
素
を
採
り
入
れ
よ
う
と
す
る
考
え
方
の
底
に
は
、

ｃ

の
方
を
、

ｄ

よ
り
も
有
力
な
も
の
、
あ
る
い
は
確
実
な
も
の

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
よ
り
優
れ
た
も
の
と
思
え
ば
こ
そ
、
そ
れ
を
採
り
入
れ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

⑤

、
そ
の
逆
の
場
合
も
あ
る
。「
科
学
を
窮
極
の
と
こ
ろ
ま
で
勉
強
す
る
と
、
最
後
は
宗
教
に
達
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う

よ
う
な
質
問
を
時
々
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
も
妙
な
話
で
あ
っ
て
、
こ
の
考
え
方
で
は
、

ｅ

を

ｆ

よ
り
も
一
段
上
と
し
て
い
る
が
、

こ
れ
も
宗
教
と
科
学
と
を
、
同
一
の
線
の
上
に
お
い
て
い
る
点
で
は
、
前
の
考
え
方
と
同
様
で
あ
っ
て
、
こ
れ
も
間
違
っ
て
い
る
と
、
私
は
思
っ
て
い

る
。
科
学
と
宗
教
と
の
間
に
は
、
優
劣
と
か
上
下
と
か
い
う
よ
う
な
関
係
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
全
く
別
の
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
両
者
は
比
較
の
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で
き
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

あ
ま
り
う
ま
く
な
い
譬た
と

え
で
あ
る
が
、
Ｂ
自
動
車
と
わ
ら
じ
と
の
優
劣
を
論
ず
る
よ
う
な
も
の
で
、
意
味
の
な
い
議
論
で
あ
る
。
良
い
道
路
が
あ

れ
ば
自
動
車
は
便
利
で
あ
る
が
、
山
道
は
わ
ら
じ
で
な
け
れ
ば
通
れ
な
い
。
自
動
車
は
速
い
し
、
ま
た
多
く
の
荷
物
も
運
べ
る
が
、
山
道
を
わ
ら
じ
で

歩
か
な
け
れ
ば
、
決
し
て
見
ら
れ
な
い
景
色
も
あ
る
。

こ
の
譬
え
は
、
何
も
宗
教
と
の
比
較
の
場
合
だ
け
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
。
科
学
は
、
人
間
を
も
含
め
た
広
い
意
味
で
の
自
然
現
象
の
中
か
ら
、
科

学
の
方
法
が
適
用
さ
れ
得
る
問
題
を
選
び
出
し
て
、
そ
れ
を
対
象
と
し
て
発
達
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
そ
の
方
向
に
進
行
す
べ
き
性
質
の
学
問
で

あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
科
学
は
非
常
に
強
力
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
適
用
の
範
囲
に
は
、
限
界
が
あ
る
。
そ
の
限
界
を
見
極
め
る
た
め
に

は
、
ま
ず
科
学
の
本
質
を
知
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
科
学
の
本
質
な
ど
と
い
う
と
、
非
常
に
む
つ
か
し
い
こ
と
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
易
い
が
、
何
も
そ
う
む
つ
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
科

学
は
、
ご
く
平
易
な
意
味
で
の
真
理
の
学
問
で
あ
っ
て
、
本
当
か
間
違
っ
て
い
る
か
を
問
題
と
す
る
学
問
で
あ
る
。
例
え
ば
、
此
処
に
或
る
法
則
が

あ
っ
た
と
し
て
、
そ
れ
が
本
当
な
ら
ば
、
そ
れ
は
科
学
の
法
則
で
あ
り
、
間
違
っ
て
お
れ
ば
、
法
則
と
は
い
わ
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
が
本
当
か

否
か
を
、
何
で
判
定
す
る
か
と
い
う
に
、
そ
れ
に
は
く
り
返
し
て
た
め
し
て
み
る
よ
り
外
に
方
法
が
な
い
。
誰
が
そ
れ
と
同
じ
こ
と
を
く
り
返
し
て
み

て
も
、
い
つ
で
も
同
じ
結
果
に
な
る
場
合
に
、
そ
れ
を
本
当
と
い
う
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
番
簡
単
な
場
合
と
し
て
、
手
許
に
あ
る
箸
の
長
さ
を
物

指
で
測
っ
た
と
す
る
、
そ
し
て
そ
の
長
さ
は
一
九
セ
ン
チ
五
ミ
リ
だ
と
い
う
。
こ
の
場
合
、
そ
の
一
九
セ
ン
チ
五
ミ
リ
と
い
う
の
が
、
本
当
か
間
違
っ

て
い
る
か
は
、
も
う
一
度
測
っ
て
み
る
よ
り
外
に
方
法
が
な
い
。
誰
が
何
回
測
っ
て
み
て
も
、
い
つ
で
も
一
九
セ
ン
チ
五
ミ
リ
と
出
れ
ば
、
こ
の
測
定

値
は
本
当
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
し
世
の
中
に
物
指
が
一
本
し
か
な
く
て
、
そ
れ
が
一
度
測
れ
ば
こ
わ
れ
て
し
ま
う
も
の
だ
っ
た
ら
、
そ
う
い
う

物
指
で
測
っ
た
長
さ
は
、
も
う
一
度
測
っ
て
み
て
た
し
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
本
当
か
嘘
か
、
決
定
の
し
よ
う
が
な
い
。
正
確
か
ど
う
か
と

い
う
問
題
で
は
な
く
、
そ
う
い
う
測
定
は
、
原
則
と
し
て
科
学
の
対
象
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
科
学
が
取
り
扱
う
真
理
と
い
う
の
は
、
い
つ
で
も
そ
の
底
に
、
再
現
可
能
と
い
う
仮
定
が
は
い
っ
て
い
る
。
即
ち
同
じ
こ
と
を
く
り
返
せ

ば
、
同
じ
結
果
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
仮
定
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
い
う
と
、
次
の
よ
う
な
質
問
が
出
る
か
も
し
れ
な
い
。
同
じ
こ
と
を
く
り

返
せ
ば
、
同
じ
結
果
に
な
る
の
は
、
当
然
で
は
な
い
か
、
同
じ
結
果
に
な
ら
な
か
っ
た
ら
、
同
じ
こ
と
を
く
り
返
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
仮

定
で
は
な
く
、
公
理
で
は
な
い
か
、
と
い
う
質
問
で
あ
る
。
如
何
に
も
も
っ
と
も
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
同
じ
こ
と
を
く
り
返
せ
ば
」
と
い
う

言
葉
の
魔
術
に
ひ
っ
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
同
じ
こ
と
を
く
り
返
せ
ば
」
と
、
口
で
言
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
だ
け
で
あ
る
が
、
本
当
は
、
同
じ
こ
と
を
く
り
返
す
こ
と
が
、
可
能
で
あ
る
か
否

か
を
、
吟
味
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
深
く
考
え
て
み
る
必
要
も
な
い
ほ
ど
わ
か
り
切
っ
た
こ
と
で
、「
同
じ
こ
と
を
く
り
返
す
」
と
い
う
こ
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と
は
、
実
際
に
は
、
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
ど
ん
な
に
条
件
を
一
定
に
し
て
も
、
少
な
く
も
時
は
ち
が
っ
て
い
る
。

一
番
わ
か
り
易
い
例
は
、
人
生
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
二
度
く
り
返
す
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
は
、
説
明
を
要
し
な
い
。
し
か
し
も
っ
と
簡
単
な
自
然

現
象
で
も
同
じ
こ
と
で
あ
っ
て
、
普
通
に
は
何
度
で
も
く
り
返
し
て
た
め
し
て
み
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
、
本
当
は
、
全
く
同

じ
こ
と
を
二
度
と
く
り
返
す
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

〈
中
略
〉

し
か
し
そ
れ
で
は
学
問
の
つ
く
り
よ
う
が
な
い
の
で
、
自
然
界
の
中
か
ら
、
な
る
べ
く
再
現
可
能
に
近
い
現
象
が
な
い
か
と
探
し
て
み
る
。
幸
い
な
こ

と
に
は
、
い
わ
ゆ
る
自
然
現
象
は
、
大
部
分
が
再
現
可
能
に
近
い
の
で
あ
る
。
別
の
言
葉
で
い
え
ば
、
再
現
可
能
と
い
う
原
則
の
上
に
立
っ
て
、
学
問
を

組
み
立
て
て
見
る
と
、
か
な
り
良
い
精
度
の
範
囲
内
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
う
ま
く
現
象
の
説
明
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
「
現
象
が
わ
か
っ
た
」
と
い
う
。
現
象
の

内
容
が
わ
か
れ
ば
、
こ
う
い
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
次
ぎ
に
は
ど
う
な
る
か
と
い
う
予
想
が
立
ち
、
そ
の
範
囲
内
で
の
予
言
が
出
来
る
。
ま
た
湯
気
が
鉄
瓶

の
蓋
を
も
ち
上
げ
る
力
の
内
容
が
わ
か
れ
ば
、
そ
れ
を
ど
う
使
え
ば
、
機
関
車
を
動
か
す
こ
と
が
出
来
る
か
と
い
う
工
夫
が
立
つ
。〔

　①
　〕

以
上
の
話
で
大
切
な
こ
と
は
、
再
現
可
能
と
い
う
原
則
の
上
に
立
っ
て
、
学
問
を
組
み
立
て
て
み
る
と
、
か
な
り
良
い
精
度
の
範
囲
内
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
う
ま
く

説
明
出
来
る
現
象
が
自
然
界
に
多
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
全
部
の
自
然
現
象
が
そ
う
だ
と
い
う
の
で
は
な
い
。
此
処
で
自
然
現
象
と
い

う
の
は
、
前
に
も
い
っ
た
よ
う
に
、
人
間
な
ど
も
一
つ
の
自
然
物
と
見
て
、
そ
の
中
に
含
め
た
広
い
意
味
で
あ
る
。〔

　②
　〕

人
間
を
含
め
た
場
合
は
、
話
が
む
つ
か
し
く
な
る
が
、
も
っ
と
手
近
な
自
然
現
象
の
中
で
も
、
科
学
の
手
に
お
え
な
い
問
題
が
い
く
ら
も
あ
る
。
た

と
え
ば
、
目
の
高
さ
か
ら
一
枚
の
塵
紙
を
落
し
て
み
る
場
合
、
紙
は
右
左
に
ひ
ら
り
ひ
ら
り
と
し
て
落
ち
て
来
る
が
、
何
度
く
り
返
し
て
も
、
全
く
同

じ
落
ち
方
を
す
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
。
そ
れ
で
紙
が
ど
う
い
う
落
ち
方
を
す
る
か
を
、
あ
ら
か
じ
め
予
言
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
紙
が
ひ
ら
り
ひ

ら
り
と
す
る
の
は
、
空
気
中
に
出
来
る
渦
に
よ
る
の
で
、
渦
は
不
安
定
な
現
象
で
あ
る
。
現
在
の
科
学
は
、
不
安
定
な
現
象
の
解
明
に
は
役
に
立
た
な

い
。
人
工
衛
星
な
ど
は
、
再
現
可
能
の
原
則
が
も
っ
と
も
精
密
に
あ
て
は
ま
る
力
学
の
原
理
に
よ
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
強
力
な
も
の
で
あ

り
、
実
現
に
は
非
常
な
困
難
を
伴
う
が
、
し
か
し
そ
の
困
難
さ
は
、
富
士
山
を
掘
り
崩
し
て
、
駿
河
湾
を
埋
め
立
て
る
困
難
さ
と
同
じ
性
質
の
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
に
比
し
て
、
一
枚
の
紙
の
落
ち
方
が
解
け
な
い
と
い
う
困
難
さ
は
、
科
学
の
本
質
か
ら
来
る
も
の
で
あ
っ
て
、
困
難
さ
の
性
質
が
ち
が
っ

て
い
る
。
火
星
へ
行
け
る
日
が
来
て
も
、
テ
レ
ビ
塔
の
上
か
ら
落
ち
る
一
枚
の
紙
の
行
方
は
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。〔

　③
　〕

此
処
で
科
学
の
限
界
の
一
つ
が
、
は
っ
き
り
し
て
来
た
わ
け
で
あ
る
。
即
ち
科
学
の
取
扱
え
る
問
題
は
、

Ｘ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

物
質
間
に
起
こ
る
い
ろ
い
ろ
な
現
象
や
、
生
命
に
よ
っ
て
生
起
さ
れ
る
い
ろ
い
ろ
な
現
象
の
う
ち
で
も
、
物
理
化
学
的
変
化
な
ど
は
、
こ
の
範
囲
に
属

す
る
の
で
、
科
学
の
問
題
で
あ
り
、
そ
う
い
う
問
題
の
解
明
に
は
、
科
学
は
有
力
で
あ
る
。
し
か
し
生
命
自
身
と
か
、
本
能
と
か
、
い
わ
ゆ
る
人
生
問

題
と
か
に
は
、
再
現
可
能
の
原
則
が
、
近
似
的
に
も
適
用
さ
れ
な
い
。
そ
う
い
う
問
題
に
は
、
科
学
は
無
力
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
も
、
無
縁
で
あ
る
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と
い
っ
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。〔

　④
　〕

今
ま
で
く
わ
し
く
述
べ
た
よ
う
に
、
再
現
可
能
の
原
則
は
、
厳
密
に
い
え
ば
、
ど
の
現
象
に
も
適
用
さ
れ
な
い
。
あ
る
精
度
の
範
囲
内
で
、
そ
れ
は

適
用
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
精
度
と
い
う
こ
と
が
、
科
学
で
は
本
質
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
科
学
は
、
も
の

0

0

の
本
質
と
か
、
実
体
と
か
を
調
べ
る

学
問
で
あ
る
と
思
わ
れ
易
い
が
、
本
当
は
そ
う
で
は
な
い
。
実
体
自
身
は
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
そ
の
中
の
測
定
し
得
る
性
質
だ
け
を
知
る
学

問
で
あ
る
。〔

　⑤
　〕

（
注
）
今
世
紀=
二
〇
世
紀

［
中
谷
宇
吉
郎
「
科
学
の
限
界
」
に
よ
る
］
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問
１

　傍
線
部
Ａ
「
金
字
塔
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

18

①
　二
度
と
人
類
が
超
え
ら
れ
ぬ
絶
対
的
真
理

②
　前
代
未
聞
の
画
期
的
な
新
発
明
や
信
仰

③
　人
知
の
及
ば
な
い
神
が
か
り
的
な
啓
示

④
　善
悪
を
超
越
し
た
絶
対
的
な
不
文
律

⑤
　後
世
ま
で
伝
わ
る
よ
う
な
立
派
な
業
績

問
２
　傍
線
部
Ａ
「
金
字
塔
」
は
何
に
由
来
す
る
言
葉
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

19

①
　ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
形

②
　富
士
山
の
シ
ル
エ
ッ
ト

③
　金
閣
寺
の
屋
根

④
　象
牙
の
塔

⑤
　金
貨
に
書
か
れ
た
文
字

問
３

　空
欄

①

～

⑤

に
は
「
し
か
し
」
か
「
と
こ
ろ
が
」
な
ど
の
逆
接
の
接
続
詞
が
入
っ
て
い
た
が
、
一
つ
だ
け
順
接
の
「
そ
し
て
」
が

入
っ
て
い
た
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
を
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

20

－ 13 －

【一般選抜（特別）】



問
４

　空
欄

ａ

～

ｆ

に
入
る
語
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

21

①
　ａ

　科
学

　
　ｂ
　宗
教

　
　ｃ

　宗
教

　
　ｄ
　科
学

　
　ｅ

　科
学

　
　ｆ
　宗
教

②
　ａ

　宗
教

　
　ｂ
　科
学

　
　ｃ

　科
学

　
　ｄ
　宗
教

　
　ｅ

　科
学

　
　ｆ
　宗
教

③
　ａ

　科
学

　
　ｂ
　宗
教

　
　ｃ

　科
学

　
　ｄ
　宗
教

　
　ｅ

　宗
教

　
　ｆ
　科
学

④
　ａ

　宗
教

　
　ｂ
　科
学

　
　ｃ

　宗
教

　
　ｄ
　科
学

　
　ｅ

　科
学

　
　ｆ
　宗
教

⑤
　ａ

　科
学

　
　ｂ
　宗
教

　
　ｃ

　宗
教

　
　ｄ
　科
学

　
　ｅ

　宗
教

　
　ｆ
　科
学

問
５
　傍
線
部
Ｂ
の
比ひ

ゆ喩
表
現
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
た
め
の
例
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

解
答
番
号
は

22

①
　片
方
が
優
で
、
他
の
片
方
が
劣
で
あ
る
こ
と
が
、
普
遍
的
に
固
定
化
さ
れ
て
い
る
例
。

②
　共
に
有
用
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
使
う
場
面
に
よ
り
優
劣
が
逆
に
な
っ
て
し
ま
う
例
。

③
　比
較
す
る
こ
と
に
意
味
の
な
い
ほ
ど
に
、
優
劣
の
差
が
、
誰
の
目
に
も
明
ら
か
な
例
。

④
　普
段
は
共
に
無
用
の
も
の
で
あ
る
が
、
使
い
方
の
優
劣
に
よ
り
共
に
有
用
に
な
る
例
。

⑤
　優
劣
と
か
上
下
と
か
が
、
議
論
や
検
証
す
る
前
に
既
に
直
証
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
例
。

問
６

　傍
線
部
Ｂ
の
よ
う
に
、
喩
え
る
も
の
と
喩
え
ら
れ
る
も
の
の
関
係
が
比
喩
で
あ
る
こ
と
を
「
例
え
ば
」「
あ
た
か
も
」「
よ
う
な
」
の
よ
う
な
語
で

示
し
た
比
喩
を
何
喩
と
い
う
か
。
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

23

①
　隠
喩

　
　②
　暗
喩

　
　③
　明
喩

　
　④
　提
喩

　
　

 

⑤
　引
喩 
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問
７

　文
中
に
は
次
の
一
文
が
抜
け
落
ち
て
い
る
。
こ
れ
を
文
中
の
〔

　①
　〕
～
〔

　⑤
　〕
の
ど
の
箇
所
に
補
え
ば
よ
い
か
。
最
も
適
切
な
箇
所
を
、

一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

24

　
脱
文
＝
そ
う
い
う
予
言
や
工
夫
を
、
人
間
生
活
に
役
立
つ
よ
う
に
も
っ
て
来
る
こ
と
が
、
即
ち
科
学
が
役
に
立
つ
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

問
８
　空
欄

Ｘ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
句
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

25

①
　再
現
不
可
能
の
原
則
が
遠
離
的
に
適
用
さ
れ
る
現
象
に
限
る

②
　再
現
可
能
の
原
則
が
近
似
的
に
適
用
さ
れ
な
い
現
象
に
限
る

③
　再
現
可
能
の
原
則
が
遠
離
的
に
適
用
さ
れ
る
現
象
に
限
る

④
　再
現
不
可
能
の
原
則
が
近
似
的
に
適
用
さ
れ
な
い
現
象
に
限
る

⑤
　再
現
可
能
の
原
則
が
近
似
的
に
適
用
さ
れ
る
現
象
に
限
る

問
９

　本
文
の
筆
者
の
主
張（
考
え
）に
最
も
近
い
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

26

①
　火
星
の
資
源
を
利
用
す
る
こ
と
と
、
北
極
や
南
極
に
行
く
こ
と
と
は
本
質
的
に
同
じ
こ
と
な
の
で
は
な
い
。

②
　科
学
的
と
か
科
学
精
神
と
か
い
う
言
葉
が
正
当
な
意
味
で
使
わ
れ
た
こ
と
は
、
い
ま
だ
か
つ
て
な
か
っ
た
。

③
　宗
教
と
科
学
は
一
見
全
く
違
う
も
の
に
見
え
る
が
、
窮
極
の
所
ま
で
行
く
と
共
通
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

④
　科
学
は
、
自
然
現
象
の
中
か
ら
科
学
的
方
法
が
適
用
さ
れ
る
も
の
を
対
象
と
し
て
発
達
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑤
　全
く
同
じ
こ
と
を
何
度
も
繰
り
返
し
て
試
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
科
学
的
な
真
理
の
証
明
と
な
る
。
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